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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一年Ｂ組の教室は、異様な雰囲気に包まれていた。

　教壇に立った黒髪ポニーテールのクラス委員長、鈴すず木き麗れ奈ながクラスメイトたちを見回して言う。

「繰り返すが、夏休み前までに決めるように言われていた文化祭実行委員を、我々のクラスだけまだ選出していない。誰か私と一緒に文化祭実行委員をやってはくれまいか？」

　そう言って鈴木はどこか困ったような顔になった。

　二学期が始まって二日目の放課後。楽しかった夏休みはあっという間に過ぎ、また普段の学校生活がスタートした。生徒たちの当面の楽しみは、二ヶ月後に控えた文化祭──通称、ひな高祭。今は、その準備を進める文化祭実行委員を決める話し合いをしている。

「仕事内容は簡単だ。クラス委員長たち生徒会と一緒に、昼休みや放課後に会議や準備を行うだけでいい。誰かやってくれることを祈る」

　鈴木のその言葉に、生徒一同は顔を伏せた。極力目を合わせないようにしている。誰もやりたくないようである。それもそうだ。実行委員会の仕事は明日から始まる。明日からおよそ二ヶ月間、昼休みと放課後が会議ばかりになってしまうのだ。

　しかし、みんなのその行動は無意味だった。

　鈴すず木きのワインレッドの瞳は、廊下側一番前に座るただ一人のみを真まっ直すぐに見つめていた──銀色の長髪で物静かな印象の少女を。

　誰も立候補しないのを確認すると、鈴木は手に持つチョークをぎゅっと握り、子供のように目を輝かせた。

「では天あま海み君、一緒にやろう！」

「えっ、いえ、あのっ……！」

　突然鈴木に指名された銀髪の少女にクラス一同の視線が集まる。すると、彼女──天海桜さくらは驚きに肩を震わせて動揺していた。

「それでは昼休みや放課後にベア君と……」

　桜が何かをもごもご呟つぶやく。彼女の二つ左隣に座る俺おれにすら、後半はうまく聞き取れなかった。ベア君と聞こえたから気になったが、クラスメイトたちの前で聞き直して、これ以上みんなの前で桜を目立たせるのも悪い気がする。それに緊張で汗をかいたら大変だ。

　というのも、桜の汗には秘密がある。信じられないかもしれないが、なんと汗の代わりにハチミツが出てくるのだ。さらに、そのハチミツには香りで人を惹ひきつけてしまう効果があるのである。

　何とも奇想天外な体質だが、俺も人のことを言えない。

　俺はクマと人間のハーフで、ハチミツの香りを嗅かぐなどクマの本能を刺激することが起こるとクマのような獣人になってしまう。骨格こそ人間だが、全身が獣毛に覆われ、犬のように鼻が高くなり、クマのような耳や牙が生えてくるのである。ちなみに俺たちはそのことをクマ化と呼んでいる。

　通常、俺のクマ化は二十分ほど落ち着くまで待っていないと解けない。しかし不思議なことに、桜のハチミツを舐なめて満足するとすぐに人間の姿に戻れる。

　そこで俺たちは互いに助け合う協力関係を結んだ。それは、俺がクマ化したり桜が汗をかいたりすれば、彼女のハチミツを俺が舐めるというものである。

　俺は早くクマ化が解け、桜も早くハチミツを拭ぬぐうことができる、互いにメリットのある関係だ。決して、俺がハチミツマニアで、単に桜の極上のハチミツが舐めたかったから結んだわけではない。……断じて違う。

　ともかく、協力関係を結んだ俺たちは様々な困難を乗り越えてきた。

　クマ化やハチミツの汗が誰かにバレそうになってしまう困難だけではない。

　俺は灰色のクマになって戻れなくなり、日ひ夏なつ山に籠こもったことがある。動物園から脱走したクマと間違われ、捕獲されそうになって大変だったのだが、桜が助けてくれたおかげで今こうして人間として学校に通えている。

　他にも、夏休み前に俺たちは一学年上の酒さけ見み先輩の特訓に付き合った。サケの母親と人間の父親を持つサケのハーフである酒さけ見み先輩は、水に入ると太ふと腿ももから下が魚の姿になってしまう体質を持つ。それでも彼女は水泳部に所属し、その大会に出ることを目指していた。俺おれたちは、そんな先輩の体質を制御するための特訓に協力したのである。

　話が大分脱線したが、特異な体質を持っている桜さくらは入学当初から目立たないように努めていた。体質が誰かにバレることを恐れて人と接するのを避けていたのだ。

　最近では少しずつクラスメイトと関わろうとしているようだが、未いまだに友達は鈴すず木きと酒見先輩くらいしかいない。二人は桜の秘密を知っているため、彼女が心から信頼できる仲と言える。それでもまだ、人前に積極的に出るのは難しいようである。

　そんな桜が、いきなり文化祭におけるクラスの代表をやらないかと言われたところで、困惑するに決まっている。

「あっ、えっと鈴木さん。私は……」

　困ったようにあたふたする桜は見ていられなかった。

「鈴木、俺がやる」

　俺が立ち上がってそう言うと、鈴木が鋭い目付きを向けてきた。

「おや阿あ部べ君、そこにクマがいるぞ」

「は？」

　ビュンと鈴木が腕を振り下ろし、何かが真横を掠かすめていった。

　その何かはすぐ横の床に激突して破砕。白い粉となって消えた。

　鈴木の手からはつい今しがたまで持っていたチョークが消えている。恐らく彼女がチョークを投げたのだろう。

　というのも鈴木はマタギの孫娘で、猟銃片手に狩りをするガチなハンターだからだ。彼女はクマを狩るためにクマ討とう伐ばつ隊を結成し、隊員たちと一緒に日夜訓練に励んでいる。幸い俺がクマであるということには気付いていないが、クマ化するたびに猟銃をぶっ放してくるやばいやつだ。

　夏休み前にはそのクマ討伐隊に俺の妹である九ここ舞ま（俺と同じくもちろんクマのハーフ）が入隊することになった。クマを狩る組織にクマが所属するなんて滑こつ稽けいだが、そんなことを知らない鈴木は自分以外の初めての女子の加入に喜び、活動に一層力を入れたと九舞から聞いた。なんでもそのせいで、実行委員を決めるのを忘れてしまったのだとか。

　鈴木は無表情で手から白い粉を払い落とす。

「どうやらクマは一目散に逃げていったようだ」

　抑揚のない声でそう言う鈴木に対し、一同は怯おびえた眼まな差ざしを向けた。

　しかし、俺だけは彼女に対して怒りを露あらわにして食いつく。

「おい今チョーク投げたろっ！　明らかに危なかったじゃねぇか！」

　鈴木はフッと口の端を持ち上げて笑った。

「そうだな、危なかった。危うくクマに襲われるところだったな」

　こいつ、さては桜さくらと一緒にやりたいから俺おれに実行委員になってほしくなくてチョークで脅したな……。だがなぜそこまで桜に拘こだわるんだ。

「天あま海み君と一緒にいる時間が増えれば、その匂いに引き寄せられてクマが……じゅるり」

　よだれを垂らしつつそう呟つぶやく鈴すず木きを見て納得した。なるほど、鈴木はクマ鍋を食いたいがためにクマを狙う。だから桜を囮おとりにしようとしているのかもしれない。彼女としてはもちろん、桜をクマの魔の手から守りたいという意思もあるのだろうが。

　鈴木は再度キラキラした目を桜に向けた。

「それで天海君、私と一緒に文化祭実行委員をやってくれるかね？」

「いえ、ですから……」

　桜は言葉に詰まり俯うつむいてしまう。

「だから俺がやるって言ってるだろ。決定でいいじゃないか」

　俺がそう言うと、鈴木はムスッとした顔で俺を一いち瞥べつし、全体に呼びかける。

「他にやりたい者はいないかな？」

　生徒たちは再度顔を伏せ、鈴木と目を合わせないようにする。

「天海君とか、桜君とか、天海桜君とか、やりたい者はいないかな？」

　鈴木は桜に向かって熱い眼まな差ざしを浴びせていた。

　お前は一体どれだけ桜と実行委員がしたいんだ……。

　けれども桜は、他の生徒同様目を合わせないように努めている。さすがの鈴木も桜に無理強いをさせるつもりはないのか、諦めのため息を吐ついた。

「……わかった、では文化祭実行委員は私と阿あ部べ君に決定した。阿部君は明日の昼休みと放課後にさっそく集まりがあるから時間を空けておいてくれたまえ」

「了解だ」

　よかった、これで桜が文化祭実行委員をやらずに済む。きっと桜も安心しているに違いない。

　そう思って桜に目を向けると、彼女は予想に反してしかめっ面をしていた。俺に睨にらむような目を向け、何かを呟く。

「……ベア君はバカです……」

　どういうわけか、俺は桜を怒らせてしまったようである。










　夕暮れの堤防道。

　辺りは薄暗くなっているが、空だけは明るいまま。左手の川は黒く染まり始め、右手の住宅街にはほとんどの家に明かりが灯ともっている。

　堤防道を歩くのは俺おれと桜さくらのみ。好きな女の子と二人きりという状況に、少なからず俺の鼓動は落ち着かなくなった。しかし、学校を出てからというもの、俺たちは一言も言葉を交わしていない

　俺は隣を歩く桜の顔を窺うかがった。この道には街灯が少なく、うまく表情が見えない。けれどさっきからずっと黙っているし、何となく怒っている感じがする。

「なあ、桜。何か怒ってるだろ？」

「別に。何も怒っていませんよ？」

　桜はぷいっと顔を背けてそう答えるが、さっき教室で涼しくなる時間を待つ間も学校を出て歩いている時も、彼女はどこか俺との会話を避けているようだった。

「いや怒ってるだろ」

「怒っていないと言っているではないですかっ」

　桜が突然声を荒らげて立ち止まった。俺もつられて立ち止まり、彼女を正面にする。

　偶然にも街灯の近くに止まったため、彼女の表情がよく見えた。

　若干の苛いら立だちと寂しさを混ぜ合わせたような複雑な顔をしている。

「ベア君は……いいのですか？」

　桜がアクアマリンの瞳で見つめてきた。何かを訴えかけるようである。

　銀色のロングヘアは夕暮れの中でもほのかに輝きを放ち、暗がりでも整った顔立ちがよく分かる。そんな彼女の唇はきゅっと結ばれていた。

　小さくともふっくらとした彼女の唇は、二ヶ月と少し前に日ひ夏なつ山で起こった出来事を思い出させてくる。──俺が灰色のクマから戻れなくなった際に、桜がキスをして人間の姿に戻してくれた時のことを。

　俺はその日夏山での騒動がきっかけで桜のことが好きだと自覚した。自覚したのだが、酒さけ見み先輩の特訓に付き合っていた時も夏休みの間も特に進展はないまま。我ながらなかなかの意い気く地じなしだと思う。

「昼休みは会議が入って屋上に来れなくなりますよ？　放課後だって忙しくなります。それでも、実行委員をやりたいのですか？」

　桜の問いかけが、過去を回想していた俺の意識を引き戻した。

　彼女はどういうわけか、俺に実行委員をやってほしくないような口ぶりだった。

　しかし、もう決まったことである。それに俺おれがやらなければ、代わりとして鈴すず木きは桜さくらを選ぶかもしれない。

「何もやりたいってわけじゃないけど、仕方ないだろ。文化祭が終わるまでの辛抱だ。それに毎日活動があるってわけでもないんだし」

「そうですか、そうですよね」

　桜は俯うつむいてため息を吐つき、早口でまくしたてる。

「ベア君のことですからきっと、私が実行委員をやらなくていいようにと考えて立候補してくれたのでしょう。それは感謝します。ですが、それではベア君が昼休みと放課後いなくなってしまうではないですか。それでは意味がないのですっ」

「え、意味がないって？」

　俺が聞き返すと、桜がぱっと顔を上げた。怒っているようだが、なぜか目は潤んでいる。

「そうです、意味がないのです！　私はベア君といた……はぅっ！」

　桜は何かを言おうとしたところで、はっと口元を両手で塞ふさいだ。

「ど、どうした桜……？」

　桜は銀色の長髪を揺らして首を振る。

「なんでもありません、なんでもないので気にしないでください」

　桜は頰ほおをわずかに紅潮させて目を背ける。

　そんな彼女からは風に乗って濃厚な甘い香りが漂ってきた。よく分からないが怒って興奮でもしたのだろうか。どうやら汗をかいたようである。

「ベア君、少し汗をかいてしまいました……」

「あ、ああ」

　俺はごくりと唾を飲み込んだ。桜のハチミツは香りを嗅かいだだけでもよだれが止まらなくなる。その味は希少価値の高いサクラのハチミツに似ているが、それよりももっと香りがよく、味に深みがある。一口食べただけで目の前に春の景色が浮かび上がるほどだ。

　数多あまたのハチミツを舐なめてきた俺が認める極上の蜜である。

　俺は深呼吸をするように甘い香りを肺いっぱいに吸い込む。

　う～ん、桜のハチミツの香りは今日も最高だな。

「お気付きか分かりませんが、ベア君はクマ化していますよ？」

「え、マジか!?」

　俺が慌てて頭を触ると、その両端にはモコッとした獣の耳が二つ。続けて顔を触るが、ちゃんと人間の皮膚が感じられた。俺は今、人間に獣の耳が生えた姿をしているようである。

　慌てて辺りを見回すが、俺たち以外に誰もいない。

　ひとまずはよかった。しかし、何も問題は解決してない。

　今は耳が生えただけの段階だが、これでも見つかれば大変な騒ぎになるかもしれない。俺おれはクマ耳を両手で押さえつけて隠した。

「ど、どうしようっ」

　慌てる俺の前で、桜さくらが妙に緊張した表情でもじもじとする。

「私が汗をかいて、ベア君はクマ化してしまいました。ですから、ベア君……」

　上目遣いに俺を見つめてきた。

　なんだ、何を言おうとしているんだ。まるでキスでも求めるような顔じゃないか。

　どうしよう、無意識に胸の鼓動が加速してしまう。

「…………」

「…………」

　しばらく俺と桜は見つめ合った。

　下唇を若干嚙かんだ彼女の口から、どんな言葉が紡がれるかを待っていたのだ。

　しかし、突とつ如じよ桜が顔を真っ赤にして小声で叫ぶ。

「なっ、舐なめてくださいってことです……わざわざ言わせないでくださいっ」

「あ、ああすまんっ！　ええっと、どこか隠れられる場所は……」

　そ、そうだよな。何を考えているんだ俺は！

　俺は慌てて辺りを見回した。しかし、海まで見通せるほどすっきりした堤防道に、高校生二人が身を隠せるような遮しや蔽へい物はない。住宅街の方へ入っていくのも危険である。

　……やむを得ない。

「そこの下に隠れよう」

　俺は橋の下を指差して言った。幅二十メートルほどの川と河川敷の上にかかった、Ｍ字の赤い鉄骨の橋だ。日が落ち暗くなってきている今ならば、誰かに見られる心配は少ない。

　俺と桜は早足で河川敷へと下る階段を降り、橋の下へと隠れた。

「思ったより暗いな……」

　日が暮れ始め、ただでさえ薄暗い時間帯。そこには光源がなく、互いの姿すら朧おぼろげにしか確認できない。俺はクマのハーフだから夜よ目めが利く方だが、それでも完全にクマ化していない今は桜のシルエットしか分からなかった。

「な、舐めていいか……？」

「いちいち訊きかないでくださいっ！　その……好きにしてください」

　桜は小声で怒鳴り、恥ずかしそうにごにょごにょと言った。暗くて表情が見えないが、その声こわ音ねからきっと真っ赤な顔になっているだろうと予想できる。

　桜の「好きにしてください」という言葉が俺に変な想像をさせ、妙に感情が高まった。しかし、それを悟られないように平静を装う。

「……わかった」

　俺おれは桜さくらの肩に手を置いた。見えづらかったせいで手の動きが大振りになってしまったが、マンガのキャラクターのように触ってはいけないところに手を置いてしまわなくてよかった。けれども、ここからが肝心である。いつも舐なめている桜の首へ、舌を当てなければいけないのだ。

　俺は桜の肩に乗せた手を伝わせて首を触った。男のものとは違い、細く柔らかな首だ。

「……ひぁ、べ、ベア君っ！　手付きがいやらしいです……っ！」

「し、仕方ないだろっ！　こうしないと首の位置がちゃんと分からないんだからっ！　ほら、舐めるぞ……っ！」

　俺は喰くらいつくようにして首を舐め始めた。

「ぁんっ……ん……」

　今日のハチミツも最高だ。口の中にほわっと広がる甘み。濃厚な甘さだが、すっきりした味わいなのでしつこくない。いくらでも舐められる。

　その甘みがクマの本能をさらに刺激し、クマ化が進行した。口の中で牙が伸び、鋭い爪が生え揃そろう。鼻が高くなり、嗅きゆう覚かくが鋭くなった。それに伴って、ハチミツに対する欲求も高まっていく。

　軽度のクマ化を解くためには、桜のハチミツを舐めて一度完全にクマ化することとなる。その後満足するまでハチミツを舐めることで、クマ化が解けるのだ。

　桜をもっと舐めたい。ハチミツをすべて舐め取りたい……！

　俺がペロペロと舌を動かすのに合わせて、桜は声が漏もれそうになるのを必死に抑えながら身を捩よじった。

「……あぅ……ぅ……」

　喘あえぎ声と首から伝わってくる熱から、火ほ照てったような赤い顔で目をトロンとさせた桜を想像してしまい、俺は気持ちが落ち着かなくなった。

「はあ……はあ、れあくん……」

　呂ろ律れつの回っていない桜がもぞもぞと動き出した。

　今彼女がどんな顔をしているのか見たい。俺は一度口を離して様子を窺うかがう。全身がクマ化したおかげでしっかりと夜よ目めが利くようになったため、桜の姿がよく見えた。

　桜はリボンを解ほどき、上から順にブラウスのボタンを外していっているようだ。

　鎖さ骨こつとキャミソールがちらちら見え始め、彼女がブラウスの襟元を広げたことでそれらがしっかりと露あらわになる。それに伴い、強烈な甘い香りが俺の鼻孔に襲い掛かってきた。

　俺は本能に突き動かされるがまま、その胸元に吸い付いた。

「はぅっ……あん……！」

　桜のくすぐったそうな声。可愛かわいい声だ。もっとその声が聞きたい。桜をイジメたい。

　俺はハチミツを舐め取る舌の動きを小刻みにした。

「ふにゅ、ん、や……っ！」

　胸元のハチミツが無くなったため、俺おれはキャミソールの中に舌を突っ込んだ。

「はうっ」

　桜さくらは若干驚いたようだったが、そんなのはお構いなしだ。

　そこには実に濃厚なハチミツがべっとりと付いていた。こんな美う味まいハチミツを前にして止まるやつがどこにいる。左右の膨らみに舌が触れようが関係ない。

　ペロリペロペロ。桜の胸元で俺は舌を躍らせた。

「んっ」

　桜が口元を手で押さえ、ビクンと体を震わせた。

　大方ハチミツの汗は舐なめ取った。それと同時に俺の体からは獣の要素が抜け始め、人間の姿に戻り、さらには冷静な思考も返ってきた。

　……やばい、今日はちょっとばかし桜をイジメすぎたかもしれない。

　膝に手をつき、肩を上下させて呼吸を乱す桜。その姿は何とも色っぽい。

　俺は今、好きな女の子の大事な部分を少しとはいえ舐めてしまったのだ。

「す、すまん桜……やりすぎたっ」

「本当にやりすぎです。でも……もっとやってほし……」

　最後はもごもごと言っていて聞き取れなかった。

「ん、もっと何だって？」

「何でもありませんよ、鈍感変態ベア君。さあ、早く帰りますよ？」

　桜は服を整えながらそう言い、くるりと方向転換して河川敷を上っていく。

「ど、鈍感変態って、どういう意味だよ？」

「ご自分で考えてください」

「そんなこと言われたって分かんねぇよ。おい桜」

　俺は桜の後を追って河川敷を後にする。

　その後、ふくれっ面の桜にどんなに言葉の意味を訊きいても答えてくれなかった。

　桜についてはまだまだ分からないことがたくさんあるようである。




◇◇◇




「クーマさぁ～ん！」

　翌日の昼休み。四限目終了のチャイムが鳴るなり、満面の笑みで一年Ｂ組の教室へ飛び込んできたのは、ライトブラウンの髪をツインテールにした女子生徒だ。

　購買へ出掛けたりお喋しやべりを開始したり、賑にぎやかになっていく教室の中、彼女はとことこと俺の席に駆け寄り、机に手を突いて顔をぐっと近づけてくる。

　そんな少女にクラス中の視線が集まった。

「よお楓かえでって……近い近いっ！」

　俺おれは椅子を引いて楓との距離を空けた。

　まったく、俺が引かないと危うく顔と顔がくっつくところだったぞ……。

「えへへ～」

　楓は慌てる俺を見て楽しそうに笑っていた。

　勝気な紫色の双そう眸ぼうを除いて桜さくらとそっくりな顔をした彼女は、桜の双子の妹だ。桜がハチミツの汗をかくのに対して、楓はメイプルシロップの汗をかく。そして、俺はそのメイプルシロップの汗でシロクマ化してしまう。

　しかし楓は、桜とは大きく違うところがある。

　それは、特異な汗の体質を隠す術すべを実践している点である。蜜の汗は、一定量以上流すと出なくなり、再度体の中で蜜が形成されるまでしばらく普通の汗が出てくるようになる。だから楓は、朝昼夕と一日中走り、汗を流し続けているのだ。

　まあ、一定量といっても並な量ではないらしく、桜のように体力がない人間には真ま似ねできないわけだがな……。

「ん、そういえば、今日は走りに行かなくていいのか？」

　俺が訊たずねると、楓は太陽のような笑みで答えた。

「行くわよ、これから。でも今日はこれを渡そうと思って」

　そう言って彼女は小さな袋を差し出してきた。透明なビニールにシロクマのキャラクターがプリントされ、可愛かわいらしいリボンで結ばれている。中身はクッキーのようだが、匂いを嗅かがなくても分かる──そのクッキーには恐らく楓のメイプルシロップが入っていると。

　俺はその袋を受け取りつつ呆あきれ顔がおで言う。

「またこれ蜜が入ってるだろ……」

「屋上でなら問題ないでしょ？　お昼に食べて」

「残念だが、それは無理そうだ」

「え、どうして？」

　俺は席を立ち、背後に近寄るポニーテールの女子生徒に目を向けた。

「阿あ部べ君、ちょっといいかな」

　それは鈴すず木きだ。彼女は淡々とした調子で続ける。

「今朝も言ったが、今日の昼休みから生徒会と実行委員会の会議がある。すぐに生徒会室へ集合だ。会議をしながらご飯を食べても良いらしいから、弁当を持ってくるといい。よろしく頼む」

「ああ、わかった」

　俺が返事をすると、鈴木は教室を去っていった。先に生徒会室へ向かったのだろう。

「というわけなんだ」

　楓かえでに振り返りつつそう言うと、彼女はにこりと屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。

「なら生徒会室で食べて」

「できるかっ！」

　俺おれはツッコみ、小声になって楓へ顔を寄せて続ける。

「鈴すず木きの前でこれ食べたら、俺がクマ鍋にされて食われるだろ……！」

「たとえそうなったとしても、あたしはクマさんのファンよ」

「怖いわっ！　猟奇的すぎだ！」

「あはは、冗談よ、冗談。それなら、今日お家うちに帰った時にでも食べて。今回のは自信作なの。だから明日ちゃんと感想聞かせてちょうだい」

「おう、わかった。ありがとな」

　楓が作ってきてくれるお菓子は、蜜が入っていることを抜きにしてもいつも絶品だ。その自信作となればやはり期待してしまう。会議が早く終わったら屋上に駆け込んでちょっと食べてみようか。

　そんなことを考えていると、楓が訊きいてくる。

「ところでクマさん、実行委員になったのね？」

「そうなんだ。だから今日から昼と放課後は忙しくなる」

「ふーん頑張ってね」

　楓は自分から訊いておいて興味なさげにそう言った。何か気になるところがあるように見えたのは気のせいだったのだろうか。

　彼女は楽しそうな笑顔をつくって言う。

「今度甘いものでも作って差し入れに行くわ」

「蜜は入れるなよ？」

「さあ、それはどうかしらね。じゃあそろそろあたしも走りに行くわ。お勤め頑張ってね、実行委員さん」

　楓はにこっと微笑ほほえんで、小さく手を振った。

「はいよ。またな」

　俺が軽く手を上げて返すと、楓はツインテールを揺らしてくるっと背を向け、教室を出ていこうとする。けれど、その途中で立ち止まってこっちを向いた。

「でも、クマさん」

　楓はいつもの明るい表情ではなく、何やら難しい顔をしていた。

「お姉ちゃんは……ううん、何でもない。またね、クマさん！」

　楓はすぐにまた太陽のようなスマイルに戻ってその場を去って行った。

　何かを言いかけたようだったが、一体何だったのだろう。

　おっと、いけね。昼休みに会議があって屋上に行けないと桜さくらにまだ話してなかった。

　二つ右隣の席を見るが、そこに桜の姿はない。辺りを見回してみても、教室のどこにも彼女は見当たらなかった。どうやらもうすでに屋上へ行ってしまったようである。

　今から屋上に寄ってから行く時間的余裕はない。仕方ない。今日は屋上に行けなくなったと一言メールしておこう。

　俺おれは素早くメールを打ち、生徒会室を目指した。

　桜と一緒に昼食を食べたかったな……。







　生徒会室は隣の棟の一階中央だ。中は普通の教室とさほど広さが変わらないため、生徒会と文化祭実行委員会がロの字に座るとなんだか狭く感じられた。

　一年Ａ組のクラス委員長と実行委員から順に、教室前方の入口より時計回りに座っていく。俺たちは一年Ｂ組だから、入り口からすぐだった。

「各クラスの実行委員は揃そろいましたかー？　そろそろ始めますよー」

　席が埋まり、生徒たちがお喋しやべりをしだしたところで、前方中央に座ったメガネの大人しそうな女子生徒が声を張り上げた。見た目と違い大きな声を出す彼女は、学校の中でたびたび目にしたことがある。我が校の生徒会長である。

　その脇を固める四人の生徒たちは二人の副会長と会計、書記だろう。その中に一人、驚くほど目立つやつがいた。

　金色の髪で、頭に二つの塊を乗せたお団子ヘアの女子生徒。顔付きはアジア人だが、その髪は染めたようでもなく、芯からの輝きを放っていたのだ。リボンの色は青だから一年生なのだが、あんな目立つやつが同じ学年にいたとは。

「えーどうも、皆さん知ってると思うけど私が生徒会長の湯ゆ地じです。今日は貴重なお昼休みの時間にお集まりいただきありがとうございます。お弁当とか食べながらでいいので、気楽に話し合いましょう。それではこれより、第一回文化祭準備会議を開始します」

　生徒会長が口元に軽く笑みを浮かべながらそう言い、ゆるく会議がスタートした。

　つい昨日まで一年Ｂ組の文化祭実行委員が決まらなくても済んでいたのは、この生徒会長のゆるさがあったからだ。

「これまでひな高祭の企画は生徒会だけで行ってきましたが、ここからは人手が必要な作業が増えてきます。そこで実行委員会の皆さんの力をお借りしたいと思いますので、よろしくお願いします」

　生徒会長が挨拶をし、前方の黒板を指し示す。

「そんな我々の記念すべき最初の仕事はこちら」

　すると、金髪お団子の女子生徒が黒板右端に張られた模造紙を一気に剝はがした。その下から現れたのは、『文化祭スローガンについて』と白チョークで筆文字のように書かれた字だった。この生徒会役員たち、無駄に凝った演出が好きなようだ。

　生徒会長が内容について説明を始める。

「今年のひな高祭のスローガンを決めてもらいたいと思います。ちなみに去年は『絆きずな　─共に笑い、共に泣く─』で、その前が『輪　─Let's get together─』かな」

　特にこれといって面白みもない、平凡なスローガンばかりだ。ハズれないということでもあるのだが。

「さて、いきなりだから少し考える時間をとります。周りの人と話してもいいから、とびきり良いのを考えて……おや、鈴すず木きさん、何か思いついたのかな？　言ってみて」

　鈴木は隣でどんな顔をしていたのだろうか。こいつが分かりやすく表情を変えるところを見たことはないが、今は自信に満ちた目で生徒会長を見ていたのかもしれない。

　鈴木は「うむ」と席を立ち、凛りんとした声で言い放つ。

「『油断大敵　─勝って兜かぶとの緒を締めよ─』とかはどうだろう？」

「はあ、何言ってるんですの？」

　突とつ如じよ高い声を上げて鈴木に食ってかかったのは、生徒会役員と思われる金髪お団子の女子生徒だった。

「そんなの文化祭とまるで関係ないですわ。それにひな高祭のスローガンは漢字一文字のメインにサブタイトルが付くのが伝統なんですのよ。それを守ってほしいですわね」

　なんだかよく分からないが、すごい喋しやべり方だ。髪色髪型、喋り方といい、キャラ濃すぎだろ、この生徒会役員。

　鈴木はちらりと彼女の胸元を見て、薄うつすらとどこか得意げな表情になって言う。

「シェンリュー君、古い考え方にいつまでもとらわれていては成長しないぞ？」

「うっ、うっさいですわねっ！　まだまだ成長しますわよ！」

　シェンリューと呼ばれた金髪お団子の生徒が、顔を真っ赤にして怒鳴り、自分の胸を隠した。か細い腕でも隠しきれる便利な胸のようだ。

「ほらリューちゃん、板書板書」

「え、あ、はい」

　横の生徒会長に促され、シェンリューは黒板に今の鈴木の意見を書く。

「鈴木さん、他にもあるかな？」

　生徒会長に訊きかれ、鈴木は目をキラキラ輝かせた。会長は悪戯いたずらっぽい目をしていた。なんだか楽しそうだとでも思ったのかもしれない。この生徒会長はなかなかの曲くせ者もののような気がする。

「では『一旗揚げよ　─敵は本能寺にあり─』はどうだろう？　あ、『奮闘努力　─闘う雀すずめ人を恐れず─』でもいいと思うぞ」

「ですからどうしてそんな闘志剝むき出だしなスローガンばかりなんですの！　風紀を乱すようなのは却下ですわ、却下！　まったく、あなたはいつもそうなんですもの！」

　すかさずシェンリューがツッコミを入れた。

　俺おれも同じことを思ったから、どうにもシェンリューに共感してしまう。

　ところで、鈴すず木きとシェンリューはどういう関係なのだろう。同じ生徒会のメンバーとして何かあったのだろうか。この二人には知り合いほど軽くなく、友達ほど決して親しくない独特の雰囲気が感じられた。

「否定してばかりはよくないぞ、シェンリュー君。そういえばシェンリュー君は何か思いついていないのかな？」

　鈴木に振られ、シェンリューは考える仕草をする。

「え、そうですわね……『翼　─皆で羽ばたこう─』とかはどうですの？」

「うむ、なかなかに平凡だな」

「平凡とは何ですのっ！　生徒一人一人を羽根にたとえ、皆で一枚の翼をつくり大空を羽ばたこうという思いを込めたものですのよ！　即興にしてはまともだと思いますわ！」

　耳まで赤くして怒りを露あらわにするシェンリュー。

「まあまあリューちゃん、そう興奮しないで」

「しかし会長ぉ……」

　生徒会長になだめられ、シェンリューは怒りの感情をぐっと飲み込む。会長が間に入ったことで二人は停戦状態となった。

　今のうちに俺は隣の鈴木に小声で訊たずねる。

「なあ鈴木、お前たちってどういう関係なんだ？」

「うむ。友人だが、それがどうかしたのかね？」

「いや、友人と思ってるのはお前の方だけみたいだから？」

　俺がシェンリューの方に目を向けると、鈴木もつられてそちらを見る。視線の先ではシェンリューが眉み間けんに皺しわを寄せて鈴木のことを睨にらんでいた。

　これのどこが友人だと言えるんだ……。

　シェンリューは再戦とでも言わんばかりに声を張り上げる。

「だいたい鈴木さん！　文化祭のスローガンなのに趣味を取り入れすぎですのよ！　もう少し公私というものを弁わきまえてほしいですわ！」

「文化祭といえば高校生にとって戦いくさも同然だろう。とすれば、適したスローガンであると言えるはずだ」

　二人の間にまた嵐が吹き荒れるかに思われた。しかしそこで、生徒会長がパンパンと手を叩たたいて二人を注目させ、包容力のある優しい笑みを見せて言う。

「はいはい二人とも、そういうやり取りは会議が終わった後にでもしてね～。それはそうと、鈴すず木きさんの言う通り、これまでの伝統の枠組みに囚とらわれなくてもいいから、みんな自由に挙げちゃってください」

　すると、すぐに生徒たちから意見が飛び交い始め、鈴木たちの戦いはまたも停戦となった。

　その後三十分ほどかけて意見が出で揃そろい、多くの候補が黒板へと並んだ。

　例えば、『FLY　─飛べねぇヒナはただのヒナ─』『輝け！　─夏の日よりもっと─』『常在戦場　─あるものすべてが武器だ─』

　……といった具合だが、どれが鈴木の発案か名前を書かずとも分かるのはすごい。

　最後に、それらの中から多数決で一つのスローガンが選ばれた。

「では、今年のひな高祭のスローガンは『BREAK　─掟おきて破りの二日祭─』に決定です。うん、まずは文化祭スローガンの伝統をぶっ壊すという意味でもいいんじゃないかな。異議のある人はいますか？」

　生徒会長の問いかけに対し、生徒たちからは無言の賛成が返ってくる。唯一、シェンリューだけは不服そうな顔をしていたが。

「いないようなので、これで解散です。皆さん、第一回文化祭準備会議お疲れ様でした」

　一同から拍手が上がった。

　こうして俺おれの実行委員としての最初の仕事は終わったのだった。

　予鈴が鳴り、俺たちは急いで各おの々おのの教室へと戻る。

　俺は一年Ｂ組に戻るなり桜さくらの姿を探した。昼休みに会議があることを事前に言っておかなかったことを謝ろうと思ったのだ。メールはしたものの返信がない。携帯を確認してないのかもしれない。

　するとちょうど、彼女も教室へと入ってくるところだった。

「さく……」

　キーンコーンカーン……。

　俺の声は五限目の開始のチャイムに阻はばまれてしまった。

　結局、このところずっと一緒に過ごしていた昼休みに、俺は桜と一言も話すことができなかったのである。

　仕方がない。こうなったら休み時間か放課後に謝ろう。

　そう思い、俺は授業を受けるべく自分の席に着いたのであった。
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　六限目終了。

　放課後になり、部活に行ったり帰宅したりする生徒たちで騒がしくなる。

「桜さくら」

　そんな中、俺おれは真っ先に桜の席へと向かった。

　今日に限って五限目の授業は延長し、六限目の授業との間はほとんどなかった。そのせいで桜と話をする暇もなく、こうして放課後になってしまったのだ。

「今日の昼はすまなかった。会議があったんだ」

　桜は椅子に座ったまま俺を見上げ、これといって表情を変えずに言う。

「大丈夫です。ベア君からのメールに気付いたのは今さっきですが、いつものようにグラウンドで走っていた楓かえでが、屋上にいる私にジェスチャーで教えてくれましたから」

「どういうジェスチャーで伝えたんだ……ケータイ使えよ」

「それはそうと、放課後も集まりがあるのではないですか？」

　俺は時間を確認した。もうすぐまた生徒会室へ行かなくてはいけない。

「ああ、ある。もう行かねぇと」

「何時頃に終わりますか？」

　桜が弱々しい声こわ音ねで訊きいてきた。捨てられた子犬のように、どこか寂しそうな目をしている気がする。

「すまん、それは分からない。遅くなるかもだ」

　そう答えると、桜の表情に陰りが差した。

「そうですか……では、私はいつも通り涼しくなるのを教室で待っています」

「いや、日が落ちる前には帰れよ。女の子が夜道を歩くなんて危険だぞ」

「ですが…………いえ、わかりました。では日没までには帰ります」

「すまないな……気を付けて帰れよ」

　つい俺まで暗い表情になってしまった。夏の間は一緒に帰ると約束していたのに申し訳ない。

　そんな俺に桜はわずかに微笑ほほえんで見せた。何となくだが、無理をしているようにも感じる。

「はい。では頑張ってください、ベア君」

「おう、またな」

　俺は後ろ髪を引かれる思いで、生徒会室へと歩き出した。

　昼休みは一言も話せなかったし、放課後も一緒に過ごすことができなかった。これからしばらくは、今日みたいに桜といられる時間が大幅に減ってしまうのかもしれない。

　そう思うと、俺は今になって文化祭実行委員に立候補したことをひどく後悔した。

「もっと他の手段を考えれば……」

　今頃は桜と一緒にいつも通り放課後の時間を過ごせたのに。

　しかし、今更何を言っても始まらない。とっとと仕事を終わらせて少しでも桜といられる時間を作り出せばいい。

　俺おれは生徒会室へ向かう足に力を込めた。







　生徒会室には、もう八割方の生徒が集まっていた。俺も自分のクラスの席に着こう。

「あ、過去のひな高祭準備に関する資料を用意するの忘れてた。でももう会議始めなきゃだしなぁ……」

　生徒会長が困り顔をしていた。どうしたのだろうと思って見ていると、ふと会長がこちらに目を向けた。彼女のメガネに俺が映ると、にやりと笑う。

「そこの一年男子くん、ちょっと仕事引き受けてくれないかな？　今ならこの可愛かわいい金髪美少女を付けるよ？」

　生徒会長は俺に向かってそう言い、シェンリューの金髪のお団子を背後から握った。

「はあ？　何ちょっと勝手なことを言ってるんですの会長！」

　いきなり特典にされてしまったシェンリューが驚いて会長に抗議した。

　シェンリューが声を荒らげ、会長がどうどうとなだめる。これではいつまで経たっても会議が始まらない。早いところ会議を終わらせたい俺は、仕事を引き受けることにした。

「金髪美少女はともかく、手伝いはしますよ」

　俺がそう言うと、会長はキラキラな笑みを浮かべる。

「ありがとう。じゃあリューちゃんと一緒に資料室からひな高祭準備の関係資料持って来てくださいな」

「了解です」

「リューちゃんも頼んだよ。部活関係資料の棚の上にあるから」

　生徒会長はシェンリューの顔を覗のぞき込んだ。金髪お団子少女はぐぬぬと悔しそうな顔をしていたが、一度鼻を鳴らしてぎこちなく頷うなずいた。

「わ、わかりましたわ……っ」

　昼休みの会議の時もそうだったが、シェンリューはどうやら生徒会長には逆らえないらしい。確かにこの生徒会長は、人を使うというか、動かすのが得意そうな感じがする。

　こうして俺とシェンリューは、会議前に二人で資料室へ行くことになった。

　俺は資料室の場所が分からないため、シェンリューの後ろを歩く。

「あなた、確か鈴すず木きさんと同じクラスの一年男子くんでしたわよね」

　沈黙が気まずかったのか、シェンリューが訊きいてきた。

「なんだよ一年男子くんって」

　シェンリューが不思議そうな顔で小首を傾かしげた。

「名前ではなくて？　かなり珍しいですわね」

「ちげーよ！　なんだよ一年男子くんって！　一年が名字で男子が名前か！　俺おれの名前は阿あ部べ久きゆう真まだっ」

「あら、ごめんなさいですわ、阿部さん。日本に来たのが三年ほど前で、人の名前というものに疎うとくて……」

「そうなのか」

　それならちょっと言い過ぎたかもしれない。俺が少し反省していると、シェンリューの背中が小刻みに震え始めた。

「ふふふ、冗談ですわよ。日本について勉強しましたから、さすがにそれくらいは分かりますわ」

　なんだ冗談か。しかし、日本の勉強をしたということは──。

「日本に来たのが三年前ってのは本当なんだな？」

「ええ、わたくし、中国と日本のハーフなんですの」

「え、中国？」

「何かご不満でも？」

「いや、そんなことはないが」

　ハーフだと言われ、てっきり金髪だからヨーロッパとかそっちの血も入っているのかと思ったから少し意外だった。

「それにしても、三年前に来たにしては日本語上う手まいよな？」

「あっちでもずっと日本語の勉強はしていたんですの。最高の先生が最高の教科書を使って教えてくれましたわ」

「じゃあ、その喋しやべり方も教科書に書いてあったのか？」

「ええ、そうですわ」

「え？」

　冗談で訊きいてみたのに、まさか肯定されるとは思わなかった。

「ちなみに、その教科書に載っていた例文で一つ憶おぼえてるの言ってみてくれ」

「『ごきげんよう。わたくしの名前はサクラコですわ。あら、貧乏臭い顔付きですこと』」

「何の教科書だよそれ！」

　なぜお嬢様言葉なんだ!?　貧乏臭い顔付きとか酷ひどすぎだろ！

　ところで、シェンリューという名前は中国の名前なのだろうか。姓なのか名なのかも分からない。

「そういえば、お前の名前聞いてなかったな」

「そうでしたわね。わたくしの名前は李リー・深緑シエンリユーですわ。クラスは一年Ｄ組で、一年副会長をしていましてよ」

「へぇ一年副会長だったのか。それで、鈴すず木きとは友達なのか？」

「友達!?　ふざけないでくださいですわ！　あんな人が友人だなんてっ！」

　シェンリューは眉を吊つり上げて声を荒らげた。

「す、すまんっ」

　怒らせてしまったようだ。だがなぜそこまで怒るのかと考え始めたところで資料室へ到着。

「さあ、早く資料を探して戻りますわよ」

「そ、そうだな」

　シェンリューは別にもう怒っているようではなかった。

　俺おれたちは資料室に入る。そこは小さな部屋で、両脇をびっしりとファイルが収納された本棚が占拠していた。

「会長が言ってた資料はあれですわ」

　シェンリューが本棚の上の分厚いファイルを指差した。

「重そうだな……」

　なるほど、こんな重そうだから生徒会長は俺を付けたのか。

　大げさかもしれないが、推定で十キロ程度はありそうだ。重そうな上、男子の平均くらいの身長しかない俺では指先すら届きそうもない。

「ちょっと押さえててくださいな」

　シェンリューが腰ほどの高さの脚きや立たつを本棚の前まで引っ張ってきた。

「おう」

　俺は彼女の言う通りにしゃがんで脚立を支える。

　シェンリューは脚立を登り、本棚の上のファイルに手を伸ばした。

「うぉわ……っ」

　俺は慌てて顔を伏せた。

　脚立に上がったシェンリューのスカートの中が危うく見えそうだったのである。……ちょっと薄緑の生地が見えてしまったとかそんなことは決してない。断じてない。

「だ、大丈夫か？　俺が代わろうか？」

「だい、じょう、ぶ、ですわ……これしき。んしょっ」

　シェンリューの踏ん張る声。

　華きや奢しやな彼女にファイルは重すぎたかもしれない。

「……あ、きゃっ！」

　シェンリューが後ろへ倒れてきた。俺は咄とつ嗟さに彼女の背中を支えた

「おっと、大丈夫か？　……んっ!?」

　彼女の頭のお団子が俺の鼻先に触れ──俺の中のクマの本能が騒ぎ出した。

　金色の髪からは、爽さわやかな香りがした。ほのかな甘みやスッとした葉のような匂いが感じられる。髪に香水を付けたわけでもシャンプーの香りでもない。彼女の髪色と同じで、人工的でなくもっと自然な感じがした。

　何となく嫌な予感がして手を頭に持っていくと、そこにはモフモフとした感触が。

　間違いない、俺おれはクマ化をしている。

「え、ええ、感謝しますわ。阿あ部べさん、これを机の上に。わたくしはもう一冊取ります」

「あ、ああ」

　シェンリューは俺のクマ化に気付いた様子もなく取ったファイルをこっちに押し付け、棚の上のファイルをもう一冊取ろうとする。

　このままではクマ耳を見られてしまうかもしれない。どうにかここを脱出しないと。

「なあ、シェンリュー」

「なん、ですの？　ちゃんと押さえておいてくださいな」

「あ、あのなシェンリュー、ちょっとトイレ行ってきていいか？」

「これを取る間だけ我慢できなくて？」

「もうダメだ！　我慢できない！」

「そんなにですのっ!?　わ、わかりましたわ！　今降りますから、そうしたら行ってきていいですわよ」

　シェンリューが降りてこようとする。

「あっ、いや、こっちを見るな！　こっちを見ずに降りてくれ！」

「下を見ずに降りろって言うんですの！　危険で……えっ!?」

　ガタガタと脚きや立たつがぐらついて、シェンリューが落ちそうになる。俺が脚立を支える手から力を抜いたタイミングでシェンリューが降りようとしたためだ。

「きゃっ!!」「なっ!!」

　──ドサッ

　シェンリューが俺の上へと倒れ込んできて、下敷きになった。

「ってぇ……」

　細身とはいえ、そう軽くない。シェンリューの体重が加わり、床に倒れた時の衝撃が倍増。俺の体はしびれて動けなくなってしまった。

　仰あお向むけの俺にのしかかるシェンリューの髪から、またも爽さわやかな香りが降り注いだ。

　──ドクンッ

　胸が激しく高鳴り、クマ化がどんどん進行する。

「んもぉ……痛いですわね……っ」

　シェンリューが俺の胸に手を突いて起き上がった。

　痛みのために閉ざされていた瞼まぶたが開かれ、そのまま真ん丸く見開かれる。彼女のエメラルドのような深い緑の瞳が俺の姿をしっかりと捉えた。

　まずい、見られてしまったっ！

　彼女の瞳に映っていたのは、目元に大きな隈くまができたような二色のクマの姿。

　ん、待て。これはただのクマ化じゃないぞ……！

　これまでにないクマ化。クマというよりはもっとこう……──。

「──ぱんだ……」

　俺おれの思考を引き継ぐようにしてシェンリューが囁ささやいた。

　そう、まるで今の俺は、パンダのようになっていたのだ。

　クマだけでなくパンダにもなるのか俺は……！

「どういうことですの……その姿……？」

　シェンリューが驚きに満ちた表情で俺を見つめていた。

「いやっ、これはその……っ」

　ああ何と言ったらいいんだ。説明したいのは山々だが、俺にも分からないことが多すぎる。そもそもどうしてパンダのような姿に？

　俺が訊ききたい。ほんと、どういうことですの……。

















　寝そべる俺おれと、その上に乗っかる金髪お団子ヘアの女の子。

　シェンリューという名のその少女の目は今、驚きよう愕がくに満ちて見開かれている。緑色の宝玉のように真ん丸で美しい瞳だ。そこに映る俺の姿は、パンダのような顔付きだった。

　俺は今、酒さけ見み先輩に続き、副生徒会長に秘密を見られてしまったのである。

　どうしよう、どう説明したらいいんだ。まずは口止めをするべきか。

　というか悲鳴を上げられたら大変だぞ。叫ばれないためにはどうしたらいい……！

「ガオガオちゃん……っ！」

　突然シェンリューがそう呟つぶやいた。

「は、え？　がおがおちゃん？　──ってどうして泣いてるんだよ!?」

　シェンリューの目からは大粒の涙がこぼれていた。涙は次々に彼女の頰ほおを伝い、顎あごから俺の胸へとポタポタ落ちる。そんなに俺の姿が怖かったのか。

　シェンリューはスカートのポケットからハンカチを取り出し、涙を拭ぬぐいながら喋しやべる。

「中国の屋敷で飼っていたパンダのガオガオちゃんですわ。わたくしが落ち込んでいる時はいつも慰めてくれる優しい子でしたの。目の周りの黒い形とか手のモコモコ具合とかそっくりで……」

「そ、そか……」

　よく分からないが、昔飼っていたパンダを思い出して泣いているらしい。

　というか、パンダ飼うってどんな富豪だよ。一日の餌代だけで一万円以上かかるなんて話を聞いたことがあるぞ。それにパンダって家庭で飼えるものなのか……！

　ともかく、今は目の前のこの状況を何とかしなければ。だが、泣いている女の子を前に何をしたらいいんだ……！

　ひ、ひとまず頭を撫なでてみるか……。

　俺はシェンリューの頭にモコモコとした手を置いてゆっくりと動かしてみる。シルクにも引けを取らない滑らかな肌触りだ。

「ガオガオちゃぁあん！」

　いかん、逆効果だ！　シェンリューはガオガオちゃん（？）に優しくされたと思ってさらに激しく泣き出してしまった。

「す、すまんっ……えっと……っ！」

　戸惑った俺はどうすることもできず、腹の上に跨またがって泣く彼女を見守る。すると、俺のクマ化……いや、パンダ化が解けてきた頃にようやく泣き止やんでくれた。

　まだパンダの耳だけが残っているが、あと数分もすればそれも引っ込むだろう。

「落ち着いたか？」

「……ええ」

　シェンリューは若干嗚咽おえつを漏もらしながらも、ハンカチで目元を拭きつつ掠かすれ声で返した。

「なら悪いんだが、そろそろ俺おれの上から退どいてくれ」

「あらっ、ごめんなさいですわっ！」

　シェンリューは慌てて俺の上から降りて立ち上がり、制服に付いた埃ほこりを払って裾を整えた。せっかくのお団子ヘアが乱れてしまっている。

　制服が綺き麗れいになったところで、彼女はうるうるとした丸い目を向けてきた。

「ところで、ガオガオちゃん」

「俺の名前は阿あ部べ久きゆう真まだ」

「ガオガオちゃん」

「だから違うって、このやり取りデジャビュ感がすごいぞ……まあいい、何だ？」

「ガオガオちゃんは、さっきどうしてあんな姿になったんですの？」

　それはむしろこっちが聞きたい。俺はどうしてパンダのような姿になった？　本能が刺激された引き金は何だった？　分からないことが多すぎる。

「あーえっとだな……」

　俺はひとまず、分かる範囲でシェンリューに説明することにした。

　自分がクマと人間のハーフであること。蜜やサケが原因でクマのような姿になってしまい、鈴すず木きに撃たれかけて何度も死そうな目に遭ったこと。そして、今パンダのようになってしまった原因は全く不明であるということ。

「……というわけなんだ」

「なるほど、端的かつ大変分かりやすい説明でしたわ」

「そりゃどうも……」

　これまでに桜さくらや楓かえで、酒さけ見み先輩に同じようなことを説明してきただけあって、要領よく説明ができるようになったのかもしれない。喜ばしいことでもないが……。

「そんな不思議な体質の人がいたとは驚きですわ」

　シェンリューがふむふむと頷うなずきながら呟つぶやいた。

「俺はお前の順応性の高さに驚きだよ」

　いくら目の前で俺が獣の姿になるのを見たからって異常なレベルだ。

「わたくしも少しばかり、変わった体質なんですの」

「そういえば、髪から爽さわやかな葉の香りがしたな。香水とか人工物っぽくなく、もっと自然な何かだった」

「さすがはガオガオちゃんの鼻ですわ。屋敷にいたガオガオちゃんも、かくれんぼをしたらすぐにわたくしを見つけてしまいましたものね」

　シェンリューが苦笑して、乱れたお団子髪を緩ゆるめた。

　塊になっていた髪が解ほどけ、さらりと長いツインテールが現れる。

　するとまた、さっきの爽さわやかな香りが微風に乗って鼻先を撫なでていった。

　シェンリューは金色の輝きを放つ髪を手ですきながら唇を動かす。

「わたくしの髪はクマザサなんですの」

「クマザサ……？　クマザサってあのササか？　七夕とかでも使うあのササか？」

「ええ、そうですわ」

　シェンリューがおもむろに髪をお団子に結い直し始めた。えらく乱れてしまったから結び直しているのだろう。

「また珍しい体質のやつがいたもんだな」

「あなたが言いますのね……」

　髪をまとめながらシェンリューが呆あきれた笑みを見せた。

　それにしても、クマザサか。パンダというとササを食べるイメージだよな。そうだ、昔飼っていたやつに訊きいてみよう。

「ひょっとしてパンダってクマザサが好物なのか？」

「よく食べるササの一つではありますわね」

「そうなのか。なら俺おれのパンダ化の原因はその髪にあると思って間違いなさそうだな」

「わたくしの髪が、ガオガオちゃんをガオガオちゃんの姿にする……ですの」

　シェンリューが片側の髪をきゅっと結び終え、もう片方の髪を手に取って眺め、静かに呟つぶやいた。口の端が僅わずかに笑っている。何か良からぬことを考えているようだ。

「ガオガオちゃんに会いたいからって、いきなり髪を鼻に押し付けてくるとかはやめてくれよ。ガチハンターである鈴すず木きに見つかったら撃ち殺されかねないからな」

「し、しませんわっ！　しょんなこと！」

　冗談混じりに言った俺の言葉に、シェンリューは動揺したように早口で返した。

　あれ、もしかして図星か……？　大丈夫だよな、変なことしないよな？

「シェンリュー、一応言っておくが、俺たちの体質のことはお互い秘密にしような？」

「も、もちのろんですわっ」

「だから人前でパンダ化させるのもご法度はつとだからな」

「ええっ。もう、しつこいですわよ……！」

　ここまで言わせれば大丈夫だろう。

　些いささか不安は残るが、しないと言った彼女の言葉を信じることにした。

「ところで、クマザサだから金色なのか、その髪？」

　シェンリューは自分の髪を、窓から入る光に照らして眺めながら頷うなずいた。

「父も母も黒髪で、どうして金髪の娘が生まれてきたのかと家が荒れたそうですわ。ですが、不思議な香りがすることから成分を調べてもらったところ、イネ科ササ属クマザサであることが分かったんですの。原因につきましては、全くの不明なんですが」

　シェンリューの髪は光を浴びて、眩まぶしいほどに輝いていた。黄金を引き伸ばして作った糸だと言われれば信じてしまいそうなほどだ。しかし、その美しい金色も、彼女にとっては家庭を崩壊させかけた忌いむべき対象だったのかもしれない。

「ですが、ただ金髪であるというだけでそれ以上何かがあるというわけでもなく、今の今まで自分の髪がササだったということを忘れていましたわ」

「え、そういうもんなのか？」

「ええ、ササの繊維とはいえ見た目は髪ですし、香りに気付く人なんて一人、いいえ二人を除いていませんでしたから」

　シェンリューは屈くつ託たくのない笑みを見せてそう言った。

　香りに気付いた一人は俺おれだとして、もう一人は一体……？　あ、いや、大体想像はつく。

「その香りに気付いたやつって、もう一人は鈴すず木きか？」

「正解ですわ。よく分かりましたわね」

　シェンリューが少しだけ驚きの眼めになり、苦笑した。

「あの人の鼻は異常ですわ。初対面で気が付きましたわよ。香水だと言ったら納得してくれましたけれど」

　一体どういう鼻してるんだよ。だが、さすがは鈴木だ。あいつに俺の正体がバレる日もそう遠くないかもしれない。改めて気を付けなければいけないな。

　それにしても、どうやら俺が間違っていたようだ。金色の髪が彼女にとって忌むべき対象であるということはなかったようである。

「それよりガオガオちゃんの方こそ、苦労したのでは……？」

　シェンリューが眉を曇らせて訊きいてきた。クマになってしまう俺の体質のことを思い、本気で心配しているようである。

「ああ、まあ苦労というほどでもないがな」

「何か協力できることがありましたら何でも言ってくださいな。ガオガオちゃんは初めて出会えた特殊な体質の方ですの。協力して当然ですわ」

　へえ、シェンリューってこんなこと言うやつだったのか。てっきり、もっと冷たいお嬢様タイプだと思っていた。

「お前って意外と優しいんだな」

「なっ!?　意外とは失礼ですこと！」

　シェンリューは眉を吊つり上げ、小さな拳を握って抗議してきた。

「あ、ああすまなかった！　困ったら協力をお願いするよ！」

「はい、どんどん頼ってくださいですわ」

　シェンリューは満足げに自分の薄い胸をポンと叩たたいた。それからいきなり甘えるような上目遣いになって訊きいてくる。

「そのかわり、たまにでいいですので……さっきみたいにパンダの姿になってほしいんですの」

「はあ、それは考えておく。だが、パンダ化もいつだってできるわけじゃないからな。人目に付かない時間と場所でないといけないんだ。今は昼休みや放課後だって会議でほとんど埋まってるし──」

「はっ!?」

「どうした!?」

　シェンリューが唐突に金属音のような声を上げた。その顔は俺おれのパンダ化を見た時よりも緊迫した表情をしている。そのまま震えた唇で呟つぶやく。

「生徒会と実行委員会の会議……」

「あ、やべっ！」

　そうだ、俺たちは会議に使うための資料を取りに来ていたんだった！

　シェンリューが大慌てで結んでいなかった方のお団子を結い、俺たちは大慌てで資料を手に生徒会室へ走った。

　生徒会室のドアを開けると、生徒たちの視線が一斉に俺たちに集中する。

　ただ一人だけ生徒会長は、茶ちや化かすような目を向けてきた。

「もう、遅いから先に始めちゃってました。資料室で二人きり、いやらしいことでもしていたのかな？　ねえリューちゃ～ん、髪が片方だけ解ほどけてるよ？」

　しまった！　シェンリューは片方の髪を急いで結んだ。そのせいで結びが甘くなったのか、走っている途中で解けてしまったのだろう。

「ち、違いますわっ！　これは資料を取る時に解けてしまって！　ねえガオガオちゃん？」

「あ、ああ」

　シェンリューは動揺して言い訳し、俺に同意を求めてきた。これでは何かいかがわしいことがあったとみんなに誤解をさせてしまうだろう。

　案の定、「今明らかに焦ってたよね！」「ガオガオちゃんって呼んだよ？」「絶対何かやってたな」など囁ささやき声が聞こえてきた。

　ああ、やってしまった……今更何を言ったところで弁解は難しい。

　生徒会長はにこりと満面の笑みになる。その顔はすべてを悟ったと言わんばかりだった。

「ふぅん、そう。さあ席に着いて。会議を続けますよー」

「「はい……」」

　この生徒会長には敵かなわない。その時俺たちは身をもってそれを感じたのだった。







　会議が終了したのは、太陽が山に沈み始めた頃だった。

　今ならまだ、ぎりぎり桜さくらが教室に残っているかもしれない。

　俺おれは急いで荷物をまとめ、生徒会室を早足で出る。生徒会役員たちの前で廊下を走るわけにはいかなかったのだ。

　やっと人の目がなくなると階段を一段飛ばしで上がる。廊下を全力で駆け抜ける。

　そして息を整えずに一年Ｂ組の教室の戸を開けた。

　廊下側最前列の席。そこに桜の姿は……なかった。

「はあ、はあ……もう帰ったか……」

　早くまた、桜と一緒にゆっくり昼休みや放課後を過ごす日々に戻りたい。

　そんなことを思いながら、俺は教室を後にし、一人日が暮れる通学路を帰ったのだった。




◇◇◇




　シェンリューと秘密を打ち明け合った次の日も、結局実行委員会の仕事があったせいで、桜とあまり一緒にいられなかった。

　そのさらに翌日。今日の朝は、二人とも早く来たおかげで、教室で少し話をすることができた。だが、もっと二人きりで一緒にいられる時間が欲しいと思ってしまう自分がいた。

　朝の部活動を終えた生徒たちが続々と入ってくると、俺は河こう野のと何気ない話をする。

　丸刈り頭の河野は野球部に所属しており、学校中の美少女の話題にアンテナをピンと張っているやつだ。今日も口を開くなりそんな話ばかりである。

　ふと気づけば、自分の席に着く俺の正面で、河野がだらしない顔をして廊下側の方を見ていた。

「いやぁ、今日の天あま海みさんも輝いてるなぁ。髪とかほんっと綺き麗れいだしよぉ～」

　話をしていると言っても、河野に一方的に桜のどこがいいかを聞かされているだけだった。毎日毎日、よく飽きないものである。

　俺は話を聞き流しながら、二日前に知った少女について思い出した。こいつならば詳しく知っているかもしれない。

「なあ河野、一年副会長のリー・シェンリューって知ってるか？」

　何気なく訊きいてみると、河野はショックを受けたように固まった。

「むしろお前……リーたんを知らないのか？」

「リーたん？」

「リーたんはオレたちのアイドルだぜ！　ファンクラブもあって、オレは会員ナンバー３だ。中国と日本のハーフで、有名大企業の社長の娘さんで、成績は常に一番か二番に入るほど優秀で！　一学年二大美少女に並ぶ美少女だって言われてるんだぜ！」

「お、おう……そうだったのか」

　確かに綺き麗れいな顔立ちだと思ったが、そこまで人気だったとは。それにやっぱりお嬢様だったんだな。パンダを飼っていたとか言ってたし、何となくそんな感じはしていた。

「なんでも生徒会長の座を狙ってるらしいぜ～。んまあ、そのためには、同じく生徒会長になろうとしてる我らが鈴すず木き委員長を倒さなければいけないわけだがな～」

　そう言って河こう野のは鈴木のいる方へ顔を向けた。鈴木は女子生徒たちに囲まれてお喋しやべりに花を咲かせているようだ。

「鈴木も生徒会長を目指してるのか？　あいつはそんなもの興味なさそうなイメージだったが？」

「確か生徒会長になった暁には、猟銃を持って授業を受けられるようにする、とかなんとか言ってたな」

「そんなことのためにかよっ！」

　そんな理由で行く手を阻はばまれては、シェンリューもたまったもんじゃないだろうな。

　なるほど、シェンリューがやけに鈴木の発言に食って掛かっているようだったのは、そういうことだったのか。

　唐突に河野が身を乗り出してぐっと顔を寄せてきた。

「それで、リーたんがどうしたんだよ？　まさか……!?　天あま海みさんたちや酒さけ見み先輩に続いて、次はリーたんに狙いを定めたのか!?　オレたちのアイドルを攻略しようってのか！」

「ちげーよ……」

　そこで河野が何か気が付いたように窓側の方を見た。

「おっ、なんかよくわかんねーけど天海さんがこっち見つめてるぜ……！　ついにオレの魅力に気が付いたのか！」

「え」

　俺おれも廊下側に顔を向ける。そこには、眉み間けんに皺しわを寄せて不機嫌さを露あらわにした桜さくらがいた。まるで阿あ修しゆ羅らのような形相である。

　上半身を座ったまま前後に揺らしてみる。すると、桜の吊つり上がった眼めが追ってきた。

　間違いない。桜は俺を睨にらんでいる。俺に対して何か怒っているのだ。

　何か怒らせるようなことをしただろうか……？

　──キーンコーン

　理由が分からないうちに一限目開始のチャイムが鳴ってしまった。

「お、やべ！　授業の準備全くしてねー！」

　河野が大急ぎで自分の席へ戻っていった。他の生徒たちも一斉に席へ着き始める。それと同時に一限目の授業をする教師が教壇へと上がった。

　桜さくらはまだプンとした表情でちらちらとこちらを見てきている。

　何が原因で彼女を怒らせてしまったか分からないが、今は確かめようがない。

　仕方ない。今日の昼休みは会議がないから、その時にでも理由を聞いて謝ろう。







「またどこかの女の子のお尻を追いかけているようですね、変態ベア君？」

　昼休み。いつもの通り屋上にシートを敷いて弁当を食べ始めた時、開口一番桜の口からそんな言葉が飛び出した。

　残暑が厳しい日中でも、背筋がブルッと震えるほど冷たい声こわ音ねだった。

「別に追いかけてなんかねーよ」

　ん、というか、今朝桜が俺おれのことを睨にらんできた理由って……。

「まさか俺が実行委員会の仕事中にシェンリューをナンパしようとしてるとでも思ったのか？　安心しろ、そんなことはないから」

　真面目まじめな桜のことだ。俺が不真面目な態度で実行委員会の仕事に臨んでいると思って怒っていたのだろう。そうでなければ俺に対して嫉妬していることになるが、その可能性は薄いと思う。いや、思うことにする。変な期待を抱けば後で傷付くことになるから。

「ベア君は仕事をちゃんとやっていると思います。そこは心配していません」

　そう言って桜は、急に鋭い眼まな差ざしになって俺の目を覗のぞき込んできた。

「ですが……そのシェンリューさんという人も、また本能が刺激されるような美お味いしそうな女の子ということはありませんか？」

「しょんなわけあるかよっ！」

　美味しそうとは思わないが、本能が刺激される女の子という部分は正解だった。女の勘とは凄すさまじいものである。

　桜はしばらく俺の表情を見て、それから呆あきれたようにため息を吐ついた。

「図星なのがバレバレです。ですが、どうせベア君のことですから、また酒さけ見み先輩の時のように何か事情があるのでしょう」

「いや、えっとその……はい」

　俺はこれ以上誤ご魔ま化かすのを諦め、素直に認めた。しかし、これ以上は何も話さない。お互い体質のことは秘密にしようと言ったからだ。

　俺が曖昧に濁すと、桜も変に追及してこようとはせず、どこか寂しそうな表情で言う。

「ですが、ベア君……話してもいい時になったら、ちゃんと話してくださいね？」

「……おう」

　最近、桜との距離が広がってしまった気がする。

　桜とあまり一緒にいられなくなり、話すことも少なくなった。ならばメールをすればいいのかもしれないが、メールを送るほどの用事もあまりないから、たまにしかしてない。

　そんな状況で隠し事までしなければいけなくなり、俺おれたちの間にはどんどんと溝ができていくように感じたのだ。

　そもそも、すべての元げん凶きようは文化祭。文化祭なんかがあるから、俺たちの時間は減ってしまったのである。

　ああ、早く……──。

「──早く文化祭が終わってほしい、です……」

　俺の心の声を引き継ぐようにして、桜さくらが呟つぶやいた。

「なあ桜、今、早く文化祭が終わってほしいって言ったか？」

　ひょっとして、桜も俺と同じ思いなのだろうか。一緒にいたいと思ってくれているのだろうか。

　桜ははっとしたように自分の口元を押さえた。

　きっと声に出してしまっていたことに気付いてなかったのだろう。

「どうして文化祭が終わってほしいんだ？」

　俺は少し緊張した声になってしまった。なにせ、その返答次第で、桜の俺に対する気持ちが分かるのだ。緊張しないわけがない。

　桜は口元を押さえたまま顔を紅潮させていった。そして突然立ち上がり、かかとを踏んづけて靴を履くと、そのままパタパタと駆けていった。

「おっ、おい！　いきなりどうしたんだよっ!?」

　追いかけようと俺も立ち上がった。

　しかし、桜は少し走るとすぐにＵターンして戻ってくる。そして、俺の目の前まで来ると、膝に手を突いて荒くなった呼吸を整えていた。

　そんな彼女からはハチミツの甘い香りがねっとりと漂ってくる。汗もしっかりかいたようだ。おかげで今頃俺の頭にはクマの耳が生えてしまっているだろう。

　距離にして十メートルも走ってない気がするが、相変わらずの体力のようである……。

「……はあ、はあ……あのベア君」

「な、なんだ？」

「私は汗をかいてしまいました」

「かきました、が正しいのでは……？」

　桜が少しムスッとして、シートの上の鞄かばんをごそごそと漁あさる。

「舐なめないのならウェットティッシュで拭き取ってしまいますよ、いいですね」

「ああっいや舐める！　舐めさせてくれ！」

「ふん……い、いいでしょう」

　桜の口元は、何となく嬉うれしそうな形をしている気がした。たぶん気のせいだろうが。

　俺おれたちはシートに上がり、できるだけ塔屋の陰に隠れた。

　桜さくらはブラウスのボタンをいくつか外し、襟元を広げる。白くて滑らかな首の肌と琥こ珀はく色いろの蜜が露あらわになった。

　ごくり。俺は唾を飲み込んだ。本能が刺激され、一気にクマ化が進行する。

　そういえば、ここ数日桜のハチミツを舐なめていなかったな。一時期は毎日のように舐めていたっていうのに。

　ああ、そんなことはいいから早く舐めたい。

「はぅん……」

　久しぶりなせいか、桜のハチミツに対する欲望がうまくコントロールできなかった。気が付けば俺は、桜の首にしゃぶりついていたのである。

　甘い蜜が口中に溶けて広がる。

　ああ、濃厚でありつつもすっきりしたこの甘さ、春を彷ほう彿ふつとさせるようなこの香り。たった数日舐めていなかっただけなのになぜだかすごく懐かしく感じる。

「……ぅん……」

　桜の首を舐める舌が止まらない。興奮が抑えきれない。

「桜、後ろを向け」

　気が付けば俺はそんなことを口走っていた。

「ほえ？」

　トロンとした瞳で首を傾かしげる桜。

「そこからすごいハチミツの香りがするんだよっ」

「や、ベア君……っ」

　俺は桜の肩を摑つかんで反対側を向かせた。そのままブラウスをはだけさせて肩を出す。小さくて撫なで肩がた。手や顔よりも白い肌にきらりと蜜が浮かんでいる。その肩からキャミソールと下着の紐ひもを外し、最後に残った銀色のロングヘアを前に流した。

「え、ちょ、ちょっと……っ!?」

　桜が顔を半分だけこっちに向けてきた。驚きと恥じらいに目を見開いている。

　今、桜の上半身はほとんど脱がされた状態だ。彼女が自ら胸元を押さえなければするりと服は落ちてしまうかもしれない。

　桜の背中には、ハチミツがいっぱいだった。肩けん甲こう骨こつのあたりには金色の雫しずくが滴したたっている。

　ぺろり。

「ふにゅ……っ！」

　俺はまず、桜の背骨を下から上へ向かって舐めた。

　滑らかな皮膚の下にあるぼこぼことした骨の舌触りがいい。そこに付着したハチミツも格別だった。

　今度は下から斜め上。特にハチミツがたくさん付いている肩けん甲こう骨こつ付近に舌を這はわせる。

「ん、う……っ!!」

　桜さくらが胸をぎゅっと抱き締めるように身を縮めた。

　ああ、なんて可愛かわいい仕草なんだろう。なんて美お味いしいハチミツなんだろう。

　もうダメだ。止まらない。

　桜の背中を舐なめ回し出した。背中のハチミツが無くなれば腰に舌を伸ばし、そこも無くなれば今度は項うなじ周辺をペロリペロペロ。勝手に体が動き、桜の後ろ側を好き放題舐め回した。

「っ」

　桜が絶頂を迎えたようにぎゅっと全身に力を込めた。そして、体を徐々に弛し緩かんさせつつシートの上に崩れ落ちる。

　俺おれの方もクマ化が解け、彼女のそんな姿を見て一気に冷静な思考が戻ってきた。

「あ、す、すまない桜っ！　またやりすぎた……！」

「いちいち謝らないでください。あとちょっとそっち向いていてください」

「すすすすまないっ」

　俺は咄とつ嗟さに回れ右をした。

　背後では衣きぬ擦ずれの音がする。桜が服を着直しているのだろう。












　ドキドキドキドキ…………。

　衣きぬ擦ずれの音だけでも落ち着かないというのに、俺おれは今、桜さくらを大胆に脱がしてしまった。

　桜を……好きな女の子を脱がしてしまったのである。

　もしかしたら怒っているかもしれない。一体どう謝ればいいのだろうか。

「はい、もう大丈夫です」

　桜の声で振り返る。

　そこには、日ひ夏なつ高校の夏服を綺き麗れいに着直した桜。その表情に怒りの感情は窺うかがえない。

　そのかわり、彼女の口からは意味の分からない質問が飛び出してきた。

「それで？」

「それでって？」

「背中のハチミツのお味はいかがでしたか？」

「いつもの通り最高だったぜ！」

　桜のハチミツのこととなるとついテンションが上がり、親指を突き立ててそんなことを言ってしまった。けれど、桜は恥ずかしがるでも怒るでもなく、実験結果が得られた研究家のようにふむふむと頷うなずいていた。

「そうですか。では今度からは、後ろも積極的に舐なめる方向でいきましょう」

「どんな方向だよ……」

　段々桜がおかしな子になってきている気がする。今日もわざと汗をかいていたし。

「ん、そういえば、どうして桜を舐めることになったんだっけ？」

　──キーンコーンカーンコーン

　五限目の予鈴だ。

　桜が焦ったように言う。

「大変です！　早く教室戻らないとですっ」

「そ、そうだな」

　なんだか誤ご魔ま化かされてしまったようだが、もうすぐ授業が始まるのは事実だ。

　俺は急いで弁当とシートを片付け始める。すると、桜が小さな声で訊たずねてきた。

「次に舐めてくれるのは、いつになりますか？」

　今にも泣きだしてしまうのではないか。そう思わせるほどの悲しげな声に俺は振り向く。

　桜はうるうるとした青い瞳で俺を見つめていた。ひどく寂しそうな顔だ。まるで飼い主に置いて行かれる愛犬のようである。

「分からない。だが、桜が汗をかけばいつでも駆けつけるぜ」

　できる限り明るく。そう心掛けて返したが、心の中では俺も寂しい気持ちになっていた。

　これで教室に戻ったら、次に桜のハチミツを舐められるのはいつになるのだろう。この味とまた会えるのは、何日後になるのだろう。

　そう思うと、俺おれは一気に胸のあたりが冷えていくのを感じた。

　桜さくらは切なそうな微笑ほほえみを作って言う。

「そうですか、ありがとうございます」

　少しでも一緒にいたい。彼女も俺と同じことを思ってくれているといいな。

　そんなことを思いながら、いつもよりもゆっくりと教室へ戻ったのだった。




◇◇◇




「さて、いよいよ我々一年Ｂ組の出し物を決める時が来た」

　やけに張り切った様子の鈴すず木きが、教壇に登ってそう言った。

　今は六限目。ひな高祭でのクラスの出し物を決めるため、学級活動の時間を利用して話し合いが行われることになった。文化祭実行委員を決めた時は放課後だったため、部活動に行く生徒などがいてあまり時間が取れなかったが、今は授業時間なのでじっくり会議ができる。

　ちなみにクラス委員長の鈴木は司会、実行委員の俺は書記として板書。二人で教室の前に出ている。

「何か案のあるものはいるかね？」

　そう言って鈴木がクラス一同を見回した。

　しかし、クラスは若干のざわつきを見せつつも誰の手も挙がらない。いきなりの質問に焦って考えている生徒が多いようである。

　少し考える時間を作ろう。そう鈴木に提案しようとしたところで、彼女がキリッとした顔で言う。

「では、僭せん越えつながら私の方で案をいくつか用意してきたから聞いてほしい」

　鈴木のカリスマ性なのか、クラス全員がさっと彼女に注目した。

「まずは、『狩猟体験ツアー』はどうだろう？　体験者は日ひ夏なつ高校の裏山に行き、そこで動物を狩って調理す──」

「待てーい、却下だ却下！　需要あるかよ！　それにほとんどの動物は狩猟するのに免許が必要だろ！」

　俺がツッコむと、鈴木は困った子供を見るような顔を俺に向ける。

「阿あ部べ君は不思議なことを言うのだな。狩りをするのに車は使わないぞ？」

「運転免許じゃねーよ！　狩猟免許だ！　というかその口ぶりだとまさかお前、免許なしに狩りをしてるのか……？」

「さて、次の提案だが」

「明らかに誤ご魔ま化かした……っ!?」

　九ここ舞まに猟銃の撃ち方を教えた時も、鈴すず木きは免許について知らない様子だったし、やっぱり……。いや、これ以上踏み込んではいけない気がする。

　鈴木は呆あきれ果てる俺おれなんかお構いなしに次なる提案をする。

「『罠わな博物館』はどうだろう？　この教室に罠を大量に並べ、客は実際にそれに掛かってみることもでき──」

「いやいや、危険だろそれは！」

「そうか、では『日ひ夏なつ高校付近のクマ出没データ』の展示発表はどうだろう？」

「だ、誰が知りたがるかよそんなの！」

　日夏高校付近に元々クマは生息していない。そんなところでのクマ出没データなんて、俺のクマ化履歴でしかない。

　ここまでの鈴木の奇抜な提案にクラスメイト一同も呆れた眼まな差ざししか向けられない様子だった。

「そうか、ではこれはどうだろう」

「ん？」

　ようやくまともなのが出てくるか。クラス全員が期待の息を吞のむ。

　しかし、その期待は鈴木にするだけ無駄だった。

「『マタギ料理屋』、これは名前の通りマタギをイメージした料理を振舞う店だ。この学校の裏山でもヘビやイノシシは手に入る。食材の調達や食肉加工は私に任せろ。故ゆえに諸君は調理をするだけでいい。どうかね？」

　鈴木がドヤ顔で俺にウィンクをした。ほぼ両目を瞑つぶってしまっているし力が入りまくった変なウィンクだった。

　クラスメイトがギャグマンガのようにズッコケそうになる。

　よくもまあ、とんでもないアイディアを自信満々に語れるものだ。ある意味すごい。

　俺はここまでに出た鈴木のぶっ飛んだ案を渋々黒板の端に書き連ね、クラスみんなの方を向く。

「はあ……みんな、何か案出さないとこれに決定するぞ？」

　俺が呆れのため息を吐ついてそう言うと、クラスメイトたちは一斉に青ざめ、ぞろぞろと手を挙げ始めた。

　みんな、鈴木のアイディアを通してはいけないと一致団結したようである。

　鈴木が指名し、その生徒が文化祭の出し物の案を発言する。

「お化け屋敷！」「合唱はどう？」「出店にしようぜ。たこ焼きとかフランクフルトとか」

　次々と意見が飛び出し、俺は忙しく板書した。

　そして、意見が出なくなってきた頃、鈴木はふと気になったように、廊下側最前列に座る銀髪の少女を見る。

「ところで天あま海み君は、何か案はないのかね？」

　桜さくらは突然自分が当てられたことに驚きを隠せない様子だった。

　彼女はそもそもクラスのこういった話し合いの場ではいつも空気を決め込んでいる。目立とうとしない。目立つことを恐れる。それが桜だ。

　しかし、彼女はここ何ヶ月か、クラスの生徒たちと話そうと努力している。体質を克服して友達に囲まれている楓かえでのように過ごすことを夢見ているのだ。

　故ゆえに、桜は勇気を振り絞って声を出す。

「その……演劇とかはどうでしょう？」

　いつも俺おれと二人きりの時とは声のボリュームが大違い。消え入りそうな声だった。少し前までクラスの誰とも話そうとしなかった彼女からしたら、今こうして発言していること自体が大きな進歩なんだがな。

　鈴すず木きが無表情の中に微かすかな笑みを浮かべた。

「それは良いな。天海君ならば主役ができる容貌をしてるから──」

「やっぱりなしです」

　桜は一番目立つ役をやらされそうになったのですぐに訂正した。

　せっかく鈴木が珍しく狩猟関係の解釈をしなかったのに、発案者が取り消してしまっては板書できない。

　桜が「うぅ～」と唸うなって次の提案をする。

「そうではなくて、写真館はどうでしょう？　お客さんが衣装を着て、私たちはその写真を撮ってプレゼントするのです」

「それは良いな。天海君が被写体ならばいい写真が撮れそうだ」

「私ではないですって……！　やはりこれも却下です」

　桜が席を立って囁ささやくような声でツッコミを入れた。鈴木の相手をしていて疲れたのか、ちょっと息を荒くしつつ言う。

　とそこへ、一人の女子が声を上げる。

「えー、あたしも天海さん可愛かわいく写真撮れると思うんだけどなー。写真館に賛成！」

　クラスの中でも元気な方の子だ。授業中もよく発言するという印象がある。

　一方の俺は、黒板にチョークを置いたまま困惑してしまった。鈴木に訊たずねる。

「発案者が却下と言ってるがどうすればいいんだ？」

「一応案として書いておいてくれたまえ」

　俺は頷うなずいて『写真館』と書き足した。

「ところで天海さん、他にも何かやりたいものとかある？」

　写真館に賛成の声を上げた女子が天海に問いかけた。

　桜は普段あまり話さない相手にいきなり訊きかれて戸惑いつつも、何とか考えを口にする。

「で、では……クッキー販売、とかどうでしょうか？」

「あ、いいね！　クッキー販売！　あたしもやりたくなっちゃった」

「結局何でもやりたいんじゃねーか」とどこからかツッコミが入り、クラス中からどっと笑いが起こった。

　それにしても、桜さくらの手作りクッキーか。楓かえでの手作りクッキーはいつも食べているが、桜のは食べたことがないかもしれない。残念ながら彼女の料理の腕は最悪だが、楓の指導と練習次第で美お味いしくなるかもしれない。……なるといいな。

　そして、いつか桜の料理が上達した時は、楓のように汗入りのお菓子をくれるようになってくれたりして……。

　気が付けば俺おれはじっと桜を見つめてよだれを垂らしていた。ジト目の桜と目が合う。

「……もちろんハチミツは入れませんよ？」

「なっ、何も言ってないだろうが！」

「目が喋しやべっていました、ぺちゃくちゃと」

「うっ……」

　目は口程に物を言うとはこのことか。桜には何だってお見通しだ。

　と、そこで、クラスがやけに騒がしくなっていることに気が付いた。

「ねえ、ハチミツってなんのことかな？」「二人だけの合言葉じゃねーの」「阿あ部べと天あま海みさんがイチャコラしてる！　くぅ羨ましいぜぇ！」

　口々に俺たちのことを話すクラスメイトたち。もちろん、最後のは河こう野のの声だ。

　まずい。俺だけならまだしも、桜までもが悪目立ちしてしまう。

「そ、そろそろ出で揃そろったか～！　よし、多数決をしよ～！」

　俺は誤ご魔ま化かすようして強引に多数決を開始した。しかし、クラスメイトたちは俺たちについてまだ話し足りないようで、なかなか話声が止やまない。

「諸君、多数決をするぞ。静粛にしてくれたまえ」

　鈴すず木きの声にみんなが一斉に話すのをやめて前を向いてくれた。さすがは鈴木委員長。

　俺は黒板に書かれた案で多数決を採っていった。

　まずは三案ほどまで絞り、そこから決選投票を行う。すると、案外スムーズに結果が出た。

「うむ、『マタギ料理屋』に決定だな」

「ちげーよ！　勝手に自分の願望に決定すんなっ！」

　勝手に自分の案に決定しようとする鈴木にツッコみ、俺は咳せき払ばらいをしてクラスに向き直った。

「えー一年Ｂ組、ひな高祭の出し物は『喫茶店』に決定しました。はい解散」

　パチパチと全員から拍手が起こり、ちょうどそこで六限目の終了を告げるチャイムが鳴った。

　放課後となり、生徒たちは一斉に部活に行ったり帰宅したりし始める。

　俺おれは生徒会に提出する出し物希望の紙に『喫茶店』と記入した。

「ん？」

　騒がしくなる教室の中、一人だけ異常に静かなやつがいた。

　鈴すず木き麗れ奈なである。彼女は黙って黒板に書かれた案を一つ一つ消していき、最後に『マタギ料理屋』を残した。それからしばらくその文字を見つめた後、キュ～ッと音を立ててゆっくりそれを消したのだ。

　それは諦めきれていない子供のような仕草だった。それに何となくだが、彼女の顔はどこか不ふ貞て腐くされているように感じる。

　ひょっとして鈴木は、自分の案が通らなかったことを悔しがっているのだろうか。

　思ったよりも子供っぽい一面もあるんだな。

「なあ鈴木」

「なんだね、阿あ部べ君」

　黒板消しを置いた鈴木がこっちを見た。

「お前が奇想天外な案を出してくれたおかげで話し合いが盛り上がった。サンキュな」

　鈴木は若干目を丸くし、それから微笑ほほえんだ。感情をあまり表に出さない鈴木にしては、しっかりと嬉うれしいという感情が見て取れた。

「阿部君は、優しいのだな」

「さあ、何のことだ」

「ふふふ、ではこれからも阿部君の望む奇想天外な案を出していくとしよう。実のところ、今日はクラスで話し合うため比較的大人しめな案を出したつもりだったのだが、これからはリミッターを解除するとしようか、ふははは」

　鈴木は高笑いを上げながら資料を片付け、自分の席に戻っていった。

　もしかして俺はいらぬことを言ってしまったのかもしれない……。

　だが、鈴木が少しでも元気を取り戻して、どことなく安心している俺がいたのだった。




◇◇◇




「今日は生徒会と実行委員会の出し物を決めたいと思います」

　と言う生徒会長の声で、本日の放課後の会議はスタートした。

　クラスで出し物を話し合った後、どうやら生徒会と実行委員会でも出し物を話し合わなければいけないようだ。

「生徒会と実行委員会でも出し物をするんですか？」

　どこかから生徒の声。生徒会長は答える。

「毎年、生徒会と実行委員会はステージ発表と出店の内、どちらか少ない方に参加することになっているんです。ちなみに今日までで大方のクラスと部活は出し物が決まって、今年はステージ発表が少ないからそっち方面をやることになりそうです」

　生徒会長は声の調子を明るくして続ける。

「ステージ発表といっても他の団体と被かぶらないようにしたいから、何をやるかは勝手に決めちゃいました。私たちは演劇をやります」

「え？」

　会長の強引な言動に一同は驚いたが、一番驚きよう愕がくの表情を見せたのはシェンリューだった。

「会長、それは勝手過ぎますわっ！　こういうものは普通皆で決めませんと……！　どうして演劇に決めたんですの？」

「合唱に演奏、ダンス、漫才があって、今年は演劇部がまさかの物ぶつ販ぱんにいっちゃったから、代わりに私たちがやるべきかなと思いました」

「最初からそれを言ってくださいっ」

　シェンリューに叱られ、生徒会長はえへへと頭を搔かいた。それから全体に問いかける。

「他にやりたいものがなければこのまま演劇で進めようと思いますが、よろしいですか？」

　誰も反対の意思を持つものはいないようだった。

「はい、では今日はその演劇の演目を決めたいと思います」

　生徒会長は満足げに頷うなずいて、黒板の上にある時計を見た。

「五分ほど時間をとります。周りの人と相談してもいいので考えてみてください」

　周囲で生徒たちが話し始める。

　といっても、主には同じクラスのクラス委員長と実行委員が話をしているだけのようだった。俺おれも同じクラスの委員長さんと話をしたかったのだが……。

「ふふふ……今度こそ……」

　さっきから鈴すず木きは不敵な笑みを浮かべてはぶつぶつと何かを呟つぶやいていて、まともに話ができそうな雰囲気ではなかった。

　仕方がなく時間が過ぎるのをただ待っていると、金髪お団子ヘアの副会長さんが声をかけてきた。

「ガオガオちゃんは誰とも話さないんですの？」

「話す相手がいないんだよ」

「孤独ですのね……」

　憐あわれむようなシェンリューの目。

「ちげーよ、うちの委員長さんがこんな調子だからだよ」

　俺はちらりと隣に目を向けた。そこには、念仏を唱えているような鈴木の姿。

　あまりにも不気味なその様子に、シェンリューは若干引いていた。

「ガオガオちゃんも大変ですのね……」

　シェンリューはまたも憐みの眼まな差ざしを俺おれに向け、何かひらめいたように言う。

「そうですわ。ではわたくしとお話をしましょう」

「シェンリューと？」

「あら、ご不満ですの？」

　シェンリューがジト目を向けてきた。

「そういうわけじゃない！　しようぜ、話し合い」

「分かりましたわ」

　シェンリューはにこりと頷うなずいて訊きいてくる。

「ではガオガオちゃん。ガオガオちゃんはどんな劇がいいんですの？」

「うーん、ぶっちゃけ俺は裏方ができればなんだっていいんだがな。お前の方こそ何かやりたい劇はないのか？」

　シェンリューは顎あごに人差し指を当てて考える仕草をした。

「……葉限イエシエン、とかですわね」

「なんだそれ？」

「中国版のシンデレラですわ」

「ぷっ」

「ど、どうして笑うんですの！」

　俺が吹き出したことで、シェンリューが赤面して身を乗り出してきた。

「いや、意外にも乙女趣味なのが出てきて可愛かわいいなって思って」

「なっ！　か、かわいいでしゅって……!!」

　シェンリューが顔をさらに真っ赤にして固まってしまった。

　まずい、怒らせてしまったか。

「すまん、気に障ったなら謝る」

「い、いえそういうことではないんですわ、ただ、その、可愛いと言われたことがあまりなくて、どう返したらいいかが分からないんですの、ですからそのええっと」

　シェンリューは早口でもごもご言ったかと思うと、最後に上目遣いで問いかけるように言う。

「ありが、とう？　ですわ」

　なぜかお礼を言われた。

「よく分からないが、どういたしまして」

　というところで、生徒会長が立った。

「さあ、五分経たちました。誰か意見のある人ー」

　生徒会長の声に、一同が話すのをやめて前を向く。シェンリューも顔を手で扇ぎながら急いで前の方へ戻っていった。

　まだざわつきが収まらない生徒会室。その中で、真まっ直すぐ上へ手を挙げる生徒がいた。

「はい、鈴すず木きさん」

　生徒会長が指名すると、鈴木は椅子から立って発言する。

「『マタギ日和びより』。これはマタギの日常生活を描く物語で、獣を狩り、それを食べたり加工したりするまでの姿を演じることになる。無論、脚本は私に任せろ」

「何を言っているんですの！　そんな劇誰も見たいはずないですわっ！」

　シェンリューがツッコんだ。

　しかし、生徒会長が興奮するシェンリューに言う。

「リューちゃん、板書板書」

「え、あ、はい」

　鈴木がとんでもないアイディアを出し、シェンリューが反論。でも、生徒会長に指摘されては板書せざるを得ない。この流れは今日も健在のようである。

「では他に案のある人は？」

　会長が言い終わるより前に立ったままの鈴木が手を挙げていた。鈴木は絶好調のようだ。

「お、鈴木さん二回目ですね。どうぞ」

「『鍋になったクマ』。これは、クマが生まれてから鍋になるまでの一生を描いたもので、涙あり笑いありの物語となる。無論、脚本は私に任せろ」

「ですから何なんですの、そのヘンテコな劇は！　そんな秩序を乱すような劇が認められるはずあ──」

「リューちゃん、板書板書」

　反論するシェンリューだったが、生徒会長に言われしぶしぶ大人しく板書した。

　会長はまたも、にこにこ楽しそうな顔をしている。あの人は鈴木の暴走を楽しんでいるのだ。生徒会や実行委員会の上級生も、生徒会長が認めているならと、その暴走を温かく見守ってくれているようである。

「鈴木さん、もしかしてまだあるのかな？」

　生徒会長がわくわくしたような浮ついた声で訊たずねると、鈴木は頷うなずいた。

「うむ、『吾わが輩はいは猟銃である』。これは猟銃の主人公が、なぜ自分は猟銃なのか、なぜ獣たちを狩らなければいけないかについて考える劇である。無論、脚本は──」

「──脚本は私に任せろ、ですの？　バカ言わないでほしいですわ！　そんな劇を見たところでお客様たちがポカンとしてしまいますわ」

「シェンリュー君、板書だ」

「え、あ、はい……ってならないですわよっ！」

　生徒会長のふりをして鈴すず木きが板書の指示を出すが、シェンリューは引っかからなかった。

　隣にいた俺おれだけが聞こえたと思うが、鈴木は口の中で舌打ちをした。

「ちょっとガオガオちゃん！　ちゃんと鈴木さんを見ていてくださいな！」

「は、はい……」

　シェンリューにすごい剣けん幕まくで叱られてしまった。

　そんな保護者みたいなことをしろと言われても困るが、鈴木がここまで絶好調でぶっ飛んだアイディアを出しているのは、さっきのクラスの話し合いの後俺が言ったことが原因かもしれない。そう思うと少しだけシェンリューに申し訳ない気持ちになった。

　そこで、生徒会室がやけにざわついていることに気が付く。

「がおがおちゃんってなに？」「二人ってもしかして……」「おい、あれって一年二大美少女を攻略したっていう阿あ部べ久きゆう真まってやつじゃないか」

　この流れ、本日二回目のような気がする。

　俺とシェンリューは一同から注目を浴びることとなった。

「みんな早く案出さないとこの中から決めることになりますよー？」

　生徒会長が黒板に書きだされた鈴木のアイディアに目を向けながらそう言った。

　そのおかげで俺たちからは視線が外れ、かわりに多くの案が飛び出すようになる。

　それから話し合いは進み、黒板には実に多数の演目の候補が並ぶこととなった。

「では、採決をします」

　生徒会長により採決が執り行われ、一つの演目に丸印が付いた。

「多数決により、演目が決まりました」

　生徒会長は丸印が付いた演目を指差して言う。

「生徒会と実行委員会合同の出し物は、『かぐや姫』に決定です」

　全員が拍手をして賛成の意思を示した。

　鈴木も残念がりつつも拍手をしている。

「こうなればクマ討とう伐ばつ隊で悲願を果たすほか……」

　何やら不気味なことを呟つぶやいているが、気にしないでおこう。

　会長は黒板上方の時計を見て、一同に向き直った。

「うーん、まだ時間あるし、役決めもやっちゃいましょうか」

　シェンリューが一度黒板をすべて消し、役名を端から書いていこうとする。

　しかし、『かぐや姫』と書いたところで固まり、助けを求めるような表情で生徒会長に顔を向けた。

　シェンリューは中国育ちだからな。かぐや姫の登場人物が分からないのだろう。

　会長に教えられながら、シェンリューは登場人物を書き連ねていった。

　翁おきな、媼おうな、帝みかど、五人の求婚者、天人などなど……。

　それから立候補や推薦、じゃんけんなどにより、役が決まっていった。

「で、どうしてこうなったんですの……？」

　シェンリューが不服そうな声を上げた。

　黒板に並ぶ名前。その中の、かぐや姫のところにはシェンリューの名前だけが書かれ、丸印が付けてあった。

　主役であるかぐや姫は、シェンリューに決定したのである。

「大丈夫、リューちゃん。この物語の主人公のイメージぴったりだから」

　生徒会長のフォローにシェンリューは首を傾かしげた。

「このわたくしが、かぐや姫のイメージに……？」

「お偉いさんたち相手に『この宝物を取ってきなさーい』とか命令してそう」

「どんなイメージですのわたくし!?」

　シェンリューが高い声を上げた。会長がにっこりと笑う。

「とにかく決定したから、頑張ってね」

「うぅ……わ、わかりましたわ」

　シェンリューはやむを得ず主役を引き受けることとなった。

　可哀かわい想そうではあるが、確かにシェンリューはかぐや姫が似合うだろうな。

「がんばれよ、主役」

　俺おれがにこにこしながらシェンリューにエールを送ると、彼女は脱力した声こわ音ねで言う。

「他ひ人と事ごとのように言っていますが、ガオガオちゃんは翁おきなに決定していましてよ？」

「へ？」

　黒板の翁のところには俺の名前だけが書かれ、丸印がしてあった。

　なぜだ！　ついさっきまで翁のところには誰の名前も書かれていなかったはず。

　一体誰が俺の名前を書いて勝手に決定したんだ……！

「ちなみに阿あ部べ君を翁に推薦しておいたのは私だ。君は心優しいからな。翁にぴったりだと思ったのだ。ぜひとも頑張ってくれたまえ」

　したり顔で鈴すず木きがそう言った。なるほどこいつのせいか。

「ははは……ありがとよ」

　生徒会・実行委員会の出し物の劇に、俺も出演することとなってしまったのだった。










「阿あ部べ君、できたぞ。イモリの黒焼きコーヒーだ」

　凛りんとした声と共に、目の前のテーブルへコーヒーカップが置かれた。その中では真っ黒な液体が揺れている。

　コーヒーにしては些いささかとろみが感じられるような気がするのだが気のせいか……？

　俺おれは隣に立つ制服エプロン姿のポニテ少女を見上げた。

「あー鈴すず木き……どうして俺はこれを差し出される羽目になったんだっけ？」

「我々一年Ｂ組が学級活動の時間を借りて、調理室で喫茶店のメニューの試作をすることになったはずだが」

「そうだったな、ああそうだった……で、こんなもん喫茶店にあるかよっ！」

「おかしい……お祖じ父い様さまはこれが喫茶店で出てくると言って教えてくれたぞ……」

「どんな喫茶店だよ……」

　俺は呆あきれ混じりにため息を吐ついて調理室を見渡した。

　一年Ｂ組の生徒たちは班を作り、それぞれ出し物として考案したメニューの試作を行っている。わいわい楽しそうにやりながらも、みんな張り切っているようだ。ちなみに担任教師は放任主義な性格で、一言「頑張れよ」と言ったきりどこかへ行ってしまった。

　出し物を決めた会議からおよそ一ヶ月。十月も中旬に差し掛かり、時々冬の寒さが感じられる。

　それに伴い制服も、およそ一ヶ月間の移行期間を経て、夏服から冬服へと移り変わっていた。

　けれども、それに相反して日ひ夏なつ高校全体は熱気を帯びてきている。ひな高祭まで一ヶ月を切ったことで、各クラス各部活はよりやる気を増してきているのだ。

「何はともあれ、飲んでみてくれたまえ。イモリは細かくしてブレンドしているから、きっと飲みやすいはずだ」

　鈴木がずいっと俺の胸元にコーヒーカップを押し付けてきた。

「悪いが遠慮する……」

「ううむ、では天あま海み君と河こう野の君はどうかね？」

「わ、私も遠慮します……」

　鈴木に訊たずねられるや否や、桜さくらが真っ先に拒否した。

　河野も断るに違いない。さすがにイモリコーヒーは飲む気がしないだろう。

　しかし、河野は眉み間けんに皺しわを寄せ、目をぎょろっと見開いて迫ってきた。

「なあ阿部どうしよう……！　こんな美人の淹いれたてコーヒーなんてそう飲めるもんじゃないんだけどよ。オレの野生の勘がこれを飲んじゃいけないって叫んでるんだ……！　オレは一体どうすればいいんだぁああああ……」

「好きにしろ……」

　まったく、どうしようもないやつだ……。

「どうしようもない人ですね……」

　俺おれの心の声を代弁するように、隣の桜さくらが呟つぶやいた。

　思わず彼女を振り向くと、反射的に桜も俺を見て視線がぶつかる。驚いた俺たちは互いに視線を逸そらしてしまった。

　何をやっているんだ俺は。せっかく桜と話をするチャンスだったのに。

　近頃、話のできる機会が減ってしまったせいか、ちょっと話すだけでも緊張してこんな行動をとってしまったのだろう。

　初夏の時のように、桜と学校生活を共にし、二人きりで下校する毎日が恋しい。

　……またあの日々に戻りたい。

「麗れ奈な師匠ぉー！」

「……!?」

　俺の考え事が一瞬で吹き飛んでしまうような甲高い声が調理室に響き渡った。

　調理室入り口の方を見ると、黒髪ツインテールの小柄な女の子。その子は日ひ夏なつ中学校の制服であるセーラー服を着ていた。

「九ここ舞ま君、血相変えてどうしたのかね？」

　鈴すず木きがその女の子の方へ歩いていった。

　甲高い声と共に調理室に入ってきたのは、つい三ヶ月ほど前までずっと生き別れだった中学生の俺の妹──九舞だったのである。

　九舞も俺と同じでクマのハーフなのだが、幼い頃から父さんのもとで訓練をしたおかげで、俺とは違いクマ化をある程度制御することができる。ちょっとやそっとハチミツの香りを嗅かいだところで、集中さえしていればクマ化しないくらいだ。

「麗奈師匠！　どうして最近放課後のクマ討とう伐ばつ隊の活動に参加してくれないんですか？　ひな高祭の出し物準備もありますのに！」

　九舞が大股で鈴木に近寄りながら、興奮したようにそう言った。

　ちなみに日夏高校は部活動に地元の中学生が入ることを容認しているように、文化祭の参加に関しても寛大なようだ。九舞が出し物に参加することはきちんと許可が下りている。

「九舞君……すまない。そのひな高祭準備の会議で忙しくてな」

　鈴木はさっきまでの元気はどこへやら、シュンとした声こわ音ねで謝罪した。

　ひな高祭準備で忙しかったのは事実だ。それはほぼ毎日放課後に一緒に活動していた俺が保証する。しかし、責任感の強い彼女のことである。きっと、もう少しうまいことやればクマ討とう伐ばつ隊の準備に余力を割くこともできたのではないかと反省しているに違いない。

　だが、俺おれはそれよりも気になることがあった。

「おい九ここ舞ま、わざわざそれ言うために中学校を抜け出して来たのか？」

「そうですよ？　六限目は自習でしたから」

　こいつはどうしてこうも当然の如ごとく答えられるのだろう。

　まあ、九舞は三ヶ月前までクマの里で暮らしていたから仕方ないか。

「今すぐ帰れ、九舞。自習といえど授業は授業だ」

「いくらお兄さまの言葉でも嫌です。今日はこのまま麗れ奈な師匠と討伐隊に行くんです！」

「お前なぁ……」

「九舞君」

　鈴すず木きが凛りんとした声でゆっくりと話す。

「申し訳ないが今は、同級の皆とメニューの試作をしなくてはならない。放課後も文化祭準備があるが、それが終わったら必ずクマ討伐隊の方へ行く。信じてくれまいか？」

　そう言って鈴木は、九舞の真ん丸な目を真まっ直すぐに見つめた。

「麗奈師匠……」

　鈴木の眼まな差ざしに、思わず言葉を発するのを忘れてしまう九舞。

　と、そこへクラスメイトの女子が一人寄ってきた。

「なにこの子、阿あ部べ君の妹ちゃん？　可愛かわいいぃ～！」

「えっと……あの」

　その女子は戸惑う九舞なんかお構いなしで頭を撫なで、試作品のお菓子の袋を差し出す。

「あ、クッキー食べて食べて」

「いえ、ですからあの……っ」

　九舞はどうにか逃げようともがく。

　しかし、そこに降り注ぐもう一人の女子の黄色い声。

「うわぁなにこの子可愛い！」

「阿部君の妹ちゃんだって！」

　九舞の頭を撫でていた女子が答えた。

「へえ～阿部君って妹いたんだー」

　そうして騒がしくしていたせいか、さらにもう何人かの女子が「なになに阿部君の妹が来てるの？」と言って近寄ってきた。

「ねえねえ、名前何て言うの？」「中学生？」「年はいくつ？」

「はわわわ……」

　矢継ぎ早に投げかけられる質問の嵐に、九舞はぐるぐると目を回していた。

　そんな彼女に、一人の女子がスプーンを差し出す。スプーンの上に乗っているのは恐らくプリンだ。

「これ食べてみてー！」

「はい……ってマズいですこれ!?」

　プリンをぱくりとするなり、九ここ舞まがぎょっとした顔になった。

「えーうそー！　そんなにまずいかな」

　プリンを渡した女子は眉を曇らせて帰っていく。

「じゃあこれ食べてみて！」

「うぅ……ビミョーです。というか何ですかこれ？」

　別の女子から手渡された得体の知れないものを食べ、九舞は難しい顔になった。

「何だろうね～あはははー」

「えー……」

　渡した本人は全く悪びれた様子もない。

「口直しにこれも食べてよ！　ハチミツのお菓子だよ！　こっちは美お味いしくできたから」

「は、ひゃい」

　元気な女子に圧倒され、言われるがまま渡されたものを食べる。

　いや待て、今ハチミツって言ったか？　それはまずい、九舞がクマ化してしまう！

「そ、そろそろ妹を放してやってくれないかっ！」

　俺おれが女子の集団に叫んだことで彼女たちの視線は俺に向いた。その中の一人が首を傾かしげて言う。

「え、なんで！　今妹ちゃんがせっかく美味しくできたお菓子で口直ししてるのに」

　そう言って女子はまた九舞に向き直ってしまった。他の女子たちも同じように妹を放してくれないようである。

　こうなれば無理にでも九舞を引っ張り出すか。それしかない！

「うわぁ～！」

　女子の一人が甲高い声を上げた。

　しまった！　そうこうしている内に九舞のクマ化が見つかってしまったようだ。

　俺のバカ！　もっと早く動くべきだった。せめて九舞を女子たちの中から救い出し、どうにか誤ご魔ま化かしてみるしか……！

「モコモコの耳、手もモコモコなの着けてる！　クマかな！　やだぁすごく似合ってるんだけどー！」

　女子の黄色い声がそう言った。

　って、あれ。女子の言う通り、九舞の頭には丸っこい耳があり、手はモコモコとしている。クマ化をしているのだ。それなのに、この反応……。どうやら、いい感じに勘違いをしてくれたようである。ひとまずはほっと安あん堵どの息を漏もらす。

　しかし、不意に一人の女子生徒が訝いぶかしげに眉を顰ひそめて首を傾かしげた。

「妹ちゃん、いつの間にこんなもの着けたの……？」

　しまった。やはり異様だと思うやつがいたか……！

「でも可愛かわいいからいっか～」

　訝いぶかしげだった女子生徒が一瞬にして柔らかい表情になった。

　俺おれはその場でコケそうになる。

　だが、まあ、大騒ぎにならなそうでよかった。

「ちょっとこの耳触らせてー！」「モコモコすごーい！」「あたしにも触らせてー！」

「はわわわわ……」

　そこからしばらく、九ここ舞まは女子の大群にもみくちゃにされた。

　すまない、九舞。残念ながら俺にはクラスの女子たちを相手にどうこうできそうもない。

　心の中で謝罪して見守りつつ、俺はふと隣に立つ鈴すず木きに目を向けた。

「…………」

　鈴木は羨ましそうな目でもじもじしながら、九舞をモフモフする女子たちを眺めていた。

　こいつは九舞のクマ化した姿を見て我を見失って追いかけた過去があるからな。きっとあの集団に混ざって九舞を触りたいとか考えているのだろう。

　というか、俺が耳だけでもクマ化すればすぐに銃弾をぶっ放してくるのに、九舞の時はどうしてこんな反応なんだよ。お前にとって一体何が違うんだよ。実際に訊きいてみるわけにもいかないが。

　俺は一つ大きな息を吐はいて、鈴木に謝っておく。

「うちの妹が悪かったな」

「ん。いいや、悪いのは私だ。近頃クマ討とう伐ばつ隊への参加率が低かったからな。これからはもう少し時間を見つけて参加しようと思う」

「九舞にもそう言っておく。それ聞いたらあいつもきっと喜ぶだろ。だが……」

「？」

「無理はしなくていいぞ。お前が忙しいことは実行委員をやってる俺がよく知ってるからな」

　すると鈴木は自信満々の笑みを浮かべて言う。

「安心したまえ、阿あ部べ君。この私の頭の中の辞書に【無理】という二文字は存在しない」

　鈴木はそう言って笑った。

　こいつならば今の仕事にクマ討伐隊の活動を追加しても、容易にこなして見せそうな気がする。鈴木麗れ奈なという少女に無理の二文字がないというのは、あながち間違いでもなさそうだ。

「も、もう帰るです……わたし帰りますぅ～……」

　隙をついてうまく抜け出すことに成功したらしい九ここ舞まが、マンガのように目に渦を描き、ふらふらとした足取りで帰っていこうとする。そんな彼女の背中に俺おれは言う。

「気を付けて帰れよ」

「はい～……」

　振り返りもせず、力なく手を上げて返事をした。

　よほど疲れたのだろう。鈴すず木きをクマ討とう伐ばつ隊の活動に連れていくために来たはずなのに、その目的を忘れてしまったようだ。だが、無事に帰れるかちょっと心配である。

「やっぱり送っていこうか？」

「いいですぅ、一人で帰れるです～……そ、それではまた」

　九舞が一度振り返って目を回したままそう言い残し、調理室を後にした。

　集まっていた女子たちも興奮冷めやらぬといった様子で自分たちの班へと戻っていく。

「ああ～阿あ部べ君の妹ちゃん可愛かわいかった～」「だけど妹ちゃんにもお菓子不評だったね」「お料理の本を参考にしてある程度のものはできたんだし、文化祭の出し物なんだからこんなものでいいんじゃない？」「そっかなー……」

　その声を聞いた鈴木が独り言のように呟つぶやく。

「皆、あともう一歩欲しいようだな」

「そうみたいだが……そもそも俺たちは知識も経験もない素人しろうとだからな。みんなの言う通り、ある程度美お味いしくできれば十分なんじゃないか」

「知識と経験……」

　何かを考えるように床を見つめた鈴木が、ふと思い出したかのごとく言う。

「そういえば天あま海み君の家は喫茶店だったな」

　その発言に散りかけていた女子たちが反応した。

　駆け足で桜さくらのもとまで寄り、身を乗り出して問いかける。

「えっ！　天海さんちって喫茶店なの!!」

「え、あ……」

　桜は当惑したように目を泳がせた。いきなり話しかけられたことで頭が真っ白になったようで、「そうです」の一言すら言えなくなってしまったようだ。

　林間学校以来、桜は友達作りをしようと頑張ってきた。その結果、最近ではクラスメイトと少しは話をするようになったのだが、このテンションで話しかけられるのはまだ難易度が高かったかもしれない。

　そんな桜に、次々とクラスメイト達が押し寄せる。

「なに、天海さんの家、喫茶店なの！」「美味しいコーヒーの淹いれ方教えてよ！」「こっちはケーキのいい焼き加減とか教えてほしい！　本だけじゃよく分からないんだ！」

　男子も女子も入り乱れ、桜の周りを取り囲んで質問攻めにしていた。

「ひゃの……あの！　一人ずつ、一人ずつお願いします……！」

　それを見ていた鈴すず木きが、少々申し訳なさそうに言う。

「天あま海み君に悪いことをしてしまったかもしれない」

「意外だ。お前でもそんなふうに思ったりするんだな」

「む、当然だ」

　心外だと言わんばかりに不機嫌そうな顔でそう言った。

　しかし──。

「その心配はいらないと思うぞ。桜さくらを見てみろ。困ってるようだが、どことなく楽しそうだ」

　あたふたとしながらも応対する桜。大変そうだが、時々見せる笑顔は本物だ。

「阿あ部べ君は、天海君のことに詳しいのだな」

「そうでもねーよ」

「ところで阿部君、天海君は今何を言っているのだろう？」

　桜が必死にパクパクと口を動かしている。何かを俺おれたちに伝えようとしているようだ。

　その口の動きから鈴木が読み取る。

「……み・ろ・く・ちゃ・ん……何っ!?　天海君はミロクちゃんを撃ちたいのか！」

　ミロクちゃんとは鈴木の愛銃の名前だ。

　桜がふるふると首を横に振った。

「違うらしいぞ？」

　再度パクパクと口を動かし始めたので、今度は俺が読み取ろうとする。

「んーと、なになに……た・す・け・て…………助けてっ!?」

「何っ!?　天海君は助けてほしいのか」

　桜は頷うなずき、手で顔を扇ぐような仕草をしてみせた。

「きっと緊張やら人に囲まれた熱気やらで汗をかいたんだ……！」

　そのことを裏付けるように、桜の周りに集まっていた生徒たちがきょろきょろとしだす。

「あれ、甘くてすごくいい匂い……」「ほんとだ」

　この教室にはお菓子作りをしていたことですでに甘い匂いが充満している。けれども、どの甘い匂いよりも魅力的な香りの存在に生徒たちは気付き始めたようである。

　そして、中には喧けん嘩かを始めるやつらも出てきた。

「ねえちょっと！　天海さんに気安く近づかないでよ！」

「お前の方こそ天海さんに寄り過ぎだ！」

　桜のハチミツには、香りを嗅かいだ者を惹ひきつける不思議な力がある。惹きつけられた者は一時的に桜の言うことを何でも聞くようになるのである。これが、今年の初夏まで桜が周りの人を避けていた主な理由だ。

「まずい……っ！」

　きっと今惹ひきつけられた生徒は、自分以外に桜さくらに近づく者が許せなくなっているのだろう。このままでは惹かれた者同士の争いがどんどん加熱してしまうかもしれない。

「皆、静粛にしたまえ！　天あま海み君が困っているだろうっ！」

　鈴すず木きが一喝するが、惹きつけられた生徒を中心に騒ぎが大きすぎて、聞いてくれたのは外側の一部の生徒のみだった。

「不ふ甲が斐いなくて申し訳ない。私の声はもはや届かないようだ。阿あ部べ君、私に協力してくれまいか？」

「その言葉、むしろ俺おれから言おうと思ってたくらいだ」

　鈴木の問いかけに俺がそう答えると、彼女はフッと笑う。

「さすがは阿部君だ。頼もしい。何かいい方法でもあるのかな？」

　俺は桜を救出する方法について考えたことを述べる。

「鈴木、お前は生徒全員の気を引いてくれ。俺がその隙に桜を連れ出す」

「わかった」

　鈴木は頷うなずいて、どこからか猟銃を取り出した。

　って、猟銃っ!?




　──ドゴォン




「「「っ!?」」」

　雷にも似た轟ごう音おんに一同がびくりと体を震わせた。鈴木が天井に向けて猟銃を撃ったのだ。

　しかし天井には傷一つついていない。恐らく今のは空砲だ。

「すまない、手が滑った」

　銃口から硝しよう煙えんが立ち上る猟銃を下ろしながら鈴木が言った。

　いったいどう手が滑れば猟銃をぶっ放すんだよ……。

　何はともあれ、みんなの意識が鈴木に集中した。今の内に桜を連れ出そう。

　俺は生徒たちを搔かき分けていった。

　続けて鈴木が桜に集まる生徒たちに向けて言う。

「それより諸君、時間の空いている者に私の作ったイモリの黒焼きコーヒーの味見を頼みたいのだが、誰か──」

「さぁーて！　ホットケーキ作り頑張ろー」

「コーヒーのお湯沸かさないと！」

「あ、洗い物洗い物～！」

　桜の周りから一気に生徒たちが去っていく。

　これでさらに桜さくらに近づきやすくなった。

　しかし、桜に惹ひかれた生徒たちはそれでもなお残ったようだ。ざっと六、七人ほど。

　俺おれは生徒たちの隙間から桜に手を伸ばす。

「……桜……！」

「ベア君……！」

　桜も手を伸ばしてきた。

　けれども、あとちょっとで指先が触れる、というところで間に立っていた男子に阻はばまれてしまう。

「阿あ部べ君、天あま海みさんに触らないでくれるかな？」

「じゃ、邪魔するな……っ！」

　払いのけるようにしてその男子をどかそうと試みるが、全く動く気配がない。体育の授業では運動音痴を披露しているやつだったと思ったが、どこからこんな力が出ているんだ。

　そうしている隙に他の惹かれた生徒たちも俺を排除しようと寄ってくる。

「や、やめ……！」

「天海さんは下がってて」

　桜が生徒たちにやめるように言おうとしたが、隣に立つ女子に阻まれてしまった。

　惹きつけられた生徒たちは桜の言葉なら何でも聞くが、ちゃんと聞こえなくては意味がない。

「くそ……！」

　俺が桜に向かおうとしても、惹かれた生徒の壁に押し返されてしまう。

　これでは桜に近付けない……いったいどうすれば……！

　──ドクンッ

　胸が大きく高鳴った。

　この興奮、この高揚感には心当たりがある。

　気が付けば、辺りを満たす桜のハチミツの甘い香り。

「まずい……！」

　クマ化が始まってしまう。

　俺は慌てて頭を手で覆う。するとちょうど、ふさっとした耳が生えてきたところだった。

　その場から逃げようにも、桜を置いていくわけにいかない。

　俺はクマ化していく顔を見られないように蹲うずくまり、近くの調理台の下に体を潜もぐり込ませた。

　その間にも、甘い香りはどんどん俺をクマの姿へと変貌させていく。

「う、うわっ！　クマだ！」「いつの間にここにいたの!?」

　周りの生徒たちが突然、悲鳴じみた声を上げた。

　いよいよ、俺は完全にクマ化してしまい、それを見た生徒たちが驚き、逃げ始めたようである。そんな彼らの声を聞いてこっちを見た調理室中の生徒たちがパニックを起こし始めた。

　調理室のど真ん中でクマ化という最悪の状況だが、これはチャンスかもしれない。

　俺おれは体を起こした。予想通り、桜さくらを取り囲んでいた生徒たちはまばらになっている。

　そこへ俺は黒い毛に覆われた手を伸ばし、桜の腕を摑つかんだ。

「桜！　一気に逃げるぞ！」

「……はい！」

　桜を引っ張り、生徒たちが密集したところを抜け、調理室の出口から飛び出した。

　そのまま真まっ直すぐに伸びていく廊下を走り抜ける。

　──ドォン

　響き渡る銃声。しかし、どこにも着弾した様子はない。ということは空砲だろう。

「出たなクマめ！　今日こそは鍋にして食べてやる！」

　鈴すず木きがそう言って猟銃を背負い、どこからかサバイバルナイフを取り出して走ってきた。

　桜がいるからナイフで襲ってきたか……！

　あいつならそれでも十分に狩りができるだろう。

　これは急いで逃げないとナイフでばらばらに刻まれてしまいそうだ。

　いや、待て。

　俺は立ち止まり、桜を見た。

「ベア君！　早く逃げませんと！」

　桜が鬼気迫る顔でそう言ってきた。

　手の中には優しい彼女の温ぬくもりが。このところずっと恋しくて堪たまらなかった温もりだ。

　けれども俺は桜の手を離した。

「え、ベア君……？」

　桜が、なぜそんなことをするのか問いたげな目をした。

　鈴木の狙いは俺だ。ならば、惹ひきつけられた生徒たちから抜け出せた桜がこれ以上俺と一緒に逃げる必要はどこにもない。それに万が一、鈴木のナイフが桜を傷つけても嫌だ。

「じゃあな桜！　俺は一人で逃げるぜ！」

「待ってベア君っ！」

　俺は桜を手放して駆け出した。クマの脚力を使って全力で逃げる。授業中のおかげで廊下には誰一人いないのが救いだ。

「逃がすか！」

　後ろで鈴木が銃を構える音がした。桜が離れた以上、猟銃を使わない理由は無くなった。

　だが、なんとか避よけてみせる……！

「す、鈴木さんっ！」

「何だね天あま海み君、私は今忙しい！　鍋の具材が逃げてしまう！」

　咄とつ嗟さに桜さくらが鈴すず木きに抱き着いた。

　そのおかげで鈴木の動きが止まる。

　しめたと思い、この隙に俺おれは窓を開けて中庭へと出た。

　けれども、下へ手たに逃げれば目撃者が増えてしまう恐れがある。

　俺は校舎の壁にべたりと体を付けて、鈴木の出方を窺うかがった。

　鈴木はもちろん俺の後を追って来ようとしているようだ。しかし、桜がその腕にしがみついてそれを止めていた。

「く、クマがまた戻ってきて私を襲うかもしれません……。そ、傍そばにいてください」

　桜の上目遣いに、鈴木の胸が撃ち抜かれる音が聞こえた気がした。

　鈴木がキリッと親指を立てる。

「わかった、任せろ」

　俺は胸を撫なでおろした。

　桜の美貌と鈴木の単純さに感謝だ。

　桜がウェットティッシュで首や手を拭き終わるのを待ってから、二人はパニックと化した調理室へと戻っていった。

　鈴木もいることだし、桜のハチミツについてもひとまず安心である。

「お兄さま、こんなところでどうしたのですか？」

「うおわっ!?　って、九ここ舞まか！」

　いつの間にか俺の真横には九舞がいて、不思議そうな顔で首を傾かしげていた。もうクマ化は解けているようだ。さすがクマ化を制御する訓練を積んだだけあって解けるのが早い。

「お前帰ったんじゃなかったのかよ？」

「帰ろうと思ったところで何やら調理室の方が騒がしくなったので隠れて様子を見ていたんです」

「そういうことか」

「それよりも、何かお手伝いした方がいいです？」

　俺は調理室の方を窺った。

　明らかにパニック状態。何人かの生徒が調理室の外をちらちらと覗のぞいて安全かどうか確かめている。これは大ごとになりそうだ……。

「よろしければわたしが、クマが出没したことをうまく誤ご魔ま化かしてきましょうか？」

「できるのか？」

「はい」

　九舞がにこりと頷うなずいた。

「じゃあ悪いが、頼んだ」

「任せてください！」

　と、九ここ舞まがまな板のような胸をポンと叩たたいて見せる。そして窓から校舎内に入り込み、調理室の方へパタパタと駆けていった。

　そして十分ほどして九舞が戻ってきた。その足取りはフラフラとしていておぼつかない。よく見ればまたクマ化をして、口の周りにはお菓子のカスをくっつけている。どうやらまた、さっきのようにもみくちゃにされたようである。

「……大丈夫か？」

「あーお兄さまぁ……」

　九舞が疲れ果てた笑みを浮かべてこちらを見た。

「ばっちり誤ご魔ま化かしてきましたよ。ですから、今夜のお風呂はタオルなしで一緒に入りましょうね～。きゃーお兄さまの肉体美が～！」

「それとこれとは別……っておい待て九舞！」

　九舞はキラキラとしたオーラを放出しながらフラフラと去っていってしまった。

　ちなみに九舞は毎晩のように俺おれの風呂に突入してきて一緒に入ろうとする。もちろん俺は抵抗するのだが、たまに疲れた日には抵抗する気力もなく一緒に入る日もあった。それでも、俺は大事なところにタオルを巻くし、九舞の体は極力見ないように心掛けている。

　何せ、実の兄妹きようだいとはいえ、つい最近まで生き別れだったのだ。異性として意識するとかはないが、何となく恥ずかしい。

「今夜の風呂は一際大変そうだな……」

　いっそ今日は風呂に入らないでおこうか。いや、そんなわけにはいかないよな。走っていっぱい汗をかいたし。じゃあどうすれば……。

　どう妹を回避したものかと考えている内に、クマ化が解けていた。

　ひとまず俺は調理室へと戻ることに。

　調理室に入った俺をまず出迎えてくれたのは鈴すず木きだった。何やらひどく暗い顔をしている。

「どこに行っていたのだね、阿あ部べ君？　君がいない間にクマが現れて大変だったのだぞ」

「どうしたんだ、鈴木。それにしてはやけに浮かない顔をしてるな？　クマが出れば喜びそうなものなのに」

「そのクマの正体がどうやら、着ぐるみを着ただけの九舞君だったそうなのだ……。クマセンサーが見誤るなんぞ……くっ、不覚だ……！」

　クマセンサーって何だよ。実はこいつサイボーグなんじゃないのか。いやそれはないか。

　それはそうと、着ぐるみを着ていたというのは九舞の吐ついた噓うそだろう。そのおかげでうまく誤魔化せたようで良かった。けれど、俺を守るための噓でそんなショックを与えてしまったのは何だか心が痛む。

「まあ、そのセンサー（？）が調子悪い時だってあるさ。そこまで気に病むことじゃない。それに九ここ舞まは無傷だったんだろう。それならそれでいいじゃないか」

「うむ……」

　鈴すず木きは納得がいっていない様子だったが、俺おれに慰められて少しは気が落ち着いたようだった。

「なあ、それより桜さくらはどこいった？」

「あそこだ」

　鈴木が調理室の中の一班を指差した。

　そこには女子生徒の隣に寄り添って何かを教える桜の姿が。

　さっきまでのように囲まれるということはなさそうだが、一対一のやり取りでも慣れないことに苦労しているようだ。

「桜、頑張ってるな」

「ああ」

　そこでふと、気掛かりなことを思いだした。桜は確か、料理の腕が壊かい滅めつ的だったはずだ。それは楓かえでと手作りスイーツを作り合った時に俺が身をもって実感している。

「だが……大丈夫か？」

「何がだね？」

「その……桜って料理の腕が壊滅的だったからさ」

　鈴木が近くのテーブルからコーヒーカップを持ってきて、俺に差し出す。その中身は黒い液体で満たされ、湯気が立ち上っていた。

「阿あ部べ君、これを飲んでみてくれたまえ」

「イモリの黒焼きコーヒーか……？」

「違う。いいから飲んでみてくれ」

　恐る恐るコーヒーカップに口を付けてすすってみる。

　その途端、香ばしいコーヒーの香りが鼻を抜けていった。それにほどよい苦味と酸味で、深いコクも感じられる。

「……うまい」

「これは天あま海み君の教えに従って淹いれたインスタントコーヒーだ」

「え」

「コップにコーヒーの粉と少量の水を入れて練り、そこにお湯を注ぐ。お湯は沸騰させ過ぎない80度～90度くらいにする。最後に電子レンジで温める。すべて天海君が教えてくれた。ちょっとした工夫で、インスタントコーヒーがここまで美お味いしくなるのだな」

「桜のやつ、知識はあるのにどうして……」

「どうしたのかね？」

「いや、何でもない」

　俺おれは熱心に教える桜さくらの姿に視線を戻す。

　難しそうな表情よりも笑顔が目立つようになってきた。一緒に試作品を作ることで、徐々に緊張が解けてきたのかもしれない。

　クラスメイトと話すその姿は実に楽しそうだった。

　友達作りを始めてから、ずっと彼女が望んできたことだ。楽しくないわけがない。

　これがきっかけで、桜はクラスにより馴な染じんでいくことになるだろう。

「桜が楽しそうでよかった」

「……阿あ部べ君、それは本心かね？」

「え」

「あ、いやすまない。ただどことなく、阿部君の表情に違和感を覚えたものでな。おかしなことを言った。忘れてくれ」

「あ、ああ」

　俺の表情に違和感？　桜が楽しいことを喜ぶのは本心でない？

　……ああ、そうかもしれない。

　鈴すず木きに指摘され、心の中に芽生えたある一つの感情の存在に気が付いた。

　何となく桜がどこか遠くへ行ってしまうような気がする。寂しくて孤独な感情だ。

　これまでは桜と話をするのは自分がほとんどだった。それが今後は変わってしまうかもしれない。それが寂しくて仕方ないのである。

　桜の幸せを心から喜べないなんて────俺は〝くず〟だな。

「鈴木……お前の言うこと、案外当たってるかもしれない。さすがだな」

「この一ヶ月ほど毎日のように一緒に仕事をしてきた仲だぞ？　もはやクマと阿部君のことに関してだけは間違うことなしと言っても過言ではない」

　鈴木はドヤ顔でそう言ったが、もしその言葉が本当なら今頃俺は猟銃で撃ち抜かれて鍋にされている。けど、こいつが俺についてよく理解してくれているということは分かった。

「うむうむ、だから分かるぞ。君はやはりこれが飲みたいのだな」

　鈴木はどこからか取り出したコーヒーカップを差し出してきた。

　妙にとろみが感じられる黒い液体は見覚えがある。イモリ入りコーヒーだ。

「お前は俺のことを分かってるのか分かってないのかどっちなんだ！」

　その後、イモリ入りコーヒーを断ろうとしている内に六限目が終了してしまった。

　今日の放課後はまた、ひな高祭の準備だ。




◇◇◇




「か、かぐや姫……えーっと、どうして月を見て泣いているんだい？」

　俺おれがシェンリューに向かって見事な棒読みでそう言った。

　すると彼女は今にも泣きだしてしまいそうな湿った声で返す。

「実は私は人間世界の者ではなく、月の都の人なのです。しかし、もう帰らなければいけなくなりました。今月十五日、月の都から迎えが来ます。それゆえ、私は悲しくて仕方がないのです」

　今は放課後、生徒会と実行委員会は体育館で出し物の演劇を練習していた。

　体操服を着た俺とシェンリューがステージに立ち、台本を片手に役を演じる。

「何ダッテ!?　そんなこと許せるものか！」

　シェンリューに倣ならって俺も感情を込めて台本を読もうとするも、変に臭い演技になった。

　対してシェンリューの方は、まるでかぐや姫の魂が宿ったかのように物もの憂うげな表情を作る。シェンリューの外見をしつつも、その中身は別人が入っているような錯覚を感じる。

「月の都に父と母がいます。けれど、この世界にあまり長くいすぎたせいでその顔すら思い出せません。そんな私にとって、この世界を離れるのは悲しいことでしかありません。それでも……私は帰らなければいけないのです……」

「はいカットォー！　十五分休憩で～す」

　生徒会長が手を叩たたいてそう言った瞬間、俺は思わず深く息を吐はき出した。

　ステージを降り、体育館端に置いてあった荷物のところに行く。舞台袖やステージ下にいた生徒たちも水を飲んだり、携帯電話を確認したりするために体育館端へ来ていた。

　俺は近くでペットボトルの水を飲むシェンリューに話しかける。

「お前、すごい演技力あるんだな。一緒に演じていた俺ですら引き込まれたぞ」

　シェンリューがペットボトルのキャップを閉めつつ、悪戯いたずらっぽい笑みでこっちを見る。

「あら、演じているつもりでしたの？　てっきり朗読をしているだけだと思いましたわ」

「何とでも言え」

「しかし、わたくしの演技もまだまだですわ。こんな出来では、劇は成功しませんもの」

　シェンリューは思いつめたような表情になって少し先の床を見つめた。

　一体何がそこまで彼女を追い詰めているのだろう。

「お前さ、もう少し肩の力を抜いてもいいんじゃないのか？」

「そんなわけにはいきませんわっ。もし失敗したら、お父様が許しませんもの」

　若干強めの語気でそう言った。

「お前の親って厳しいのか？」

「厳しい、というより絶対──逆らうことのできない存在ですわ」

　そう言うシェンリューの声には恐れと言うか、畏い怖ふの念が感じ取れた。

「昔から何事も一番であれと教わってきましたの。ですから、わたくしはその期待に応えるために全力を尽くしてきましたわ。保育園のかけっこも、小学校の音楽会も、中学校の作文コンテストも、いつだって何だって全力で一番。ですから、今回も失敗するわけにはいきませんの」

　シェンリューは強い眼まな差ざしで遠くを見つめた。覚悟とか使命感といった感情があるようだった。

　それにしてもなるほど、一つ納得した。

　一番であるために生徒会長を目指し、そのライバルである鈴すず木きを目の敵かたきにしていたということか。親の言うことに逆らうわけにはいかないため、その障害になりえるものには容赦がなかったのだ。

　とにもかくにも、親の言うことが絶対なんだな。

「お前とかぐや姫って少し似てるかもな」

「何が、ですの？」

「だって、かぐや姫は親の言うことにはどうしても逆らえず、月へ帰ることになるだろ」

「そう……ですわね」

　シェンリューの瞳に陰りが見られた。

「すまん、悪いこと言ったか？」

「い、いえっ！　そんなことありませんわ！」

「だけどかぐや姫って、地球にいたいなら親にちゃんとそのこと話してみればよかったのにな」

「そ、そんなのダメですわ……っ！　月の都のお父様とお母様に逆らうなんてあってはならないことですもの！」

　校則違反を注意する委員長のような言い方だった。

　しかし、親の言うことなんてものは、校則のように絶対順守というわけではない。

「そりゃ、親は子に幸せになってほしくてあれこれ指図するだろうよ。けれど、少しは子どもだって自分の意志で動いていいんじゃないのか？」

「そんな……そんなことあってはいけませんの……っ！」

　シェンリューがぐっと距離を詰めてきて、そのまま俺おれの肩に摑つかみかかって揺さぶる。

「そんなことをしたらお父様はわたくしのことを……っ！」

　爽さわやかな葉の香りとか女の子特有の甘い香りがする。

　綺き麗れいな顔をすぐ目の前にし、俺は胸の鼓動がドクドクと加速するのを感じた。

　いや、やばい。この状況は、はたから見たら、あらぬ誤解を持たれかねない。

「ちょっ待て！　離せシェンリュー！」

「あ、ごめんなさいです…………わ」

　シェンリューの手からふっと力が抜け、俺を離してくれた。しかし、きょとんと俺の顔を見つめているようだ。

「どうした？　俺おれの顔に何か付いてるか？」

「頭に耳が……あと目元に隈くまが……」

　シェンリューと接近したこの状況で、耳が生えて隈ができるなんて思い当たる節ふしは一つしかない。

「パンダ化したのかっ!?」

　この鼓動の加速はシェンリューとの距離が近かったからだけじゃない。彼女の髪の香りにクマ……パンダの本能が刺激されたからでもあったんだ。

「ど、どこかに隠れないと……っ！」

「ひとまずあそこに……！　わたくしがサポートしますわっ」

　シェンリューが指差したのは体育館後方。そこには体育倉庫があった。

　ここからは少し距離があるが、舞台袖には誰かがいるかもしれないし、それ以外に隠れられる場所はなさそうだ。

　俺はシェンリューと頷うなずき合い、頭を手で覆って体育倉庫へと歩き出した。

　できるだけ目立たないように、自然を装って……。

「シェンリューさん、どうしたの？」

　近くにいた女子に声をかけられた。

　俺は顔を隠すように身を縮こまらせる。

「ガオガオちゃ……阿あ部べさんが目にゴミが入ったようなので、洗い流すために水飲み場まで連れて行こうとしているのですわ」

　シェンリューは全く慌てることなく流麗な調子でそう言った。

　さすがはシェンリュー。かぐや姫の時のように完璧な演技だ。

　女子は俺の顔を覗のぞき込むようにして訊きいてくる。

「そう、私も何か手伝った方がいいかな？」

　シェンリューは俺を庇かばうように一歩前に出て答えた。

「いいえ、それには及びませんわ。せっかくの休憩時間、休んでいてくださいまし」

「はーい」

　女子生徒はとことこと、どこかへ行ったようだ。

　俺たちは二人揃そろって大きくため息を吐つき出した。

　その後は誰にも気にかけられず体育倉庫へ到着。

　重い鉄の扉を、音が響かないように注意して開ける。

　開いた隙間から体を滑り込ませるようにして中に入り、扉の陰に背中を置く。

　ひとまずはこれで大丈夫だろう。

『えー、間もなくかぐや姫の稽古を再開します。役者はステージに集合してください』

　シェンリューも中に入ってきたところで、生徒会長の声がスピーカーから響いてきた。

「まずい！　この姿じゃ戻れない……！」

「わ、わたくしはど、どうすればっ」

「シェンリュー、ひとまずお前だけでも先に戻れ」

　あたふたするシェンリューにそう言った。

　俺おれはパンダ化しているから戻れないが、シェンリューまで俺に付き合うことはない。

　しかし、シェンリューの責任感は俺が思っている以上に強いようだった。

「そんなことできませんわっ！　わたくしのせいでガオガオちゃんがピンチですのに！」

「いいから戻れ」

「嫌ですわ！」

　強情なお嬢様だ。

　このまま俺と一緒にいたって、彼女にできることなんて…………ん、待てよ。

「ならシェンリュー、俺のために何でも協力してくれるか……？」

「何でも……？　まさかガオガオちゃん、わたくしにはしたない真ま似ねをさせようとしているのでは……！」

　シェンリューが自らを抱き締めるようにして、軽蔑するような眼めを向けてきた。

「こんな時にそんな要求するかよ！」

「こんな時？　で、ではどんな時ならするのです!?」

　シェンリューが顔を真っ赤にして声を荒らげる。

「あーもーめんどくせー！　シェンリュー、お前の髪を舐なめさせろっ！」

「…………は、はいぃー!?　どどどどうしてそういうことになったんですの!?　十分にはしたない要求ですわ！　破は廉れん恥ちですわ！　あり得ませんわっ！」

「俺が元の姿に戻るにはそれが必要かもしれないんだ！」

「はあぁ!?」

　これまでにないというほど取り乱すシェンリュー。無理もない。いきなり髪を舐めさせろと言われたんだ。きっと俺のことをとんでもない変態だと思っているに違いない。

『かぐや姫と翁おきなさーん、休憩は終わりましたよー。戻ってきてくださーい』

　スピーカーから聞こえる生徒会長の声。

　俺たちを待っているため、まだ練習が再開できないようだ。

　その声を聞いたシュンリューがはっと我に返り、静かな声こわ音ねで訊きいてくる。

「ほんとに……本当にそれで元に戻りますの……？」

「分からない……けど、その可能性は高い……」

「……うぅ………………分かりましたわ」

　ぎゅっと目を瞑つぶり、覚悟を決めたようにそう言い、シェンリューはお団子にまとめられていた髪を解ほどいた。

　金色の髪が広がり、腰に届くほどのツインテールが現れた。たった今まで丸く結われていたと思えないほどさらりとしなやかで、薄暗い体育倉庫の中でも輝きを放っている。

「さ、さあ。お好きにどうぞ……ですわ」

　シェンリューが恥じらいがちに目を伏せつつ、右のツインテールを俺おれの胸の高さまで差し出してきた。

　この距離で見ても本当に綺き麗れいな髪だ。

　俺はその美しい髪にしゃぶりつく。

「いただきます……！」

　鼻を抜ける爽さわやかな香り。つるつるで柔らかな舌触り。

　パンダ化がぐっと進み、今の俺はきっと服を着た二足歩行のパンダにしか見えないだろう。

　舐なめているだけだからか、味はほとんどしない。けれど、心なしかほのかな甘さが感じられる。癖になる甘さだが、果たしてそれはクマザサの味なのか、それともシェンリューの味なのか。……今それを考えるのはやめておこう。

「……」

「……」

　ペロリペロリ、髪を舐める音だけが体育倉庫に鳴り響いていた。

　その状況に早くも堪たえられなくなったのか、シェンリューが声を発する。

「あの……ガオガオちゃん。ちょっとだけ、触ってもいいです？」

　俺の予想が大きく外れた。

　シェンリューは好きなことを我慢させられた子供のような目をして、俺のことを触りたくてうずうずしているようだった。

「も、もう我慢できませんわ……！　えい！」

「！」

　シェンリューは俺が了承する前に俺のパンダ耳を触り始めた。

　くすぐったさと妙な気持の良さが耳から全身を駆け抜ける。どこかの誰かとは違う手付きだが、どうやらこのお嬢様もかなり手て馴なれているようだった。

　シェンリューが至福の声を漏もらす。

「ああこの毛並み、この温ぬくもり。何をとってもガオガオちゃんですわっ。ああガオガオちゃん…………ガオガオちゃん、ガオガオちゃん、ガオガオちゃん！」

「んぱっ……や、やめろシェンリュー……っ！」

　シェンリューの髪から口を離し、彼女の手から抜け出そうとするができない。か細い腕が絡みつくようにして逃がしてくれなかった。

　こうなれば一刻も早くパンダ化を解くしかない。俺おれは髪を舐なめるスピードを加速させた。

「あら、耳が引っ込んでしまいましたわ……」

　心底残念そうなシェンリューの声。

「はあ………はあ……どうにか戻った……」

　思っていたよりも早くパンダ化が解けた。まさかシェンリューに触られたことが関係しているとか？　いや、まさかな。

　とにかく、パンダ化してもシェンリューの髪を舐めることで人間の姿に戻れることが分かった。次回があるとは思いたくないが、いざとなった時はこれで何とかしよう。

　──ガシャァ……

「「え」」

　体育倉庫の扉が開けられる音に、俺たちは同時に顔を向ける。

　体育倉庫の入り口に体操服姿の女子がいた。

「ぱんだ……」

　その女子が呟つぶやいた。

　まずい、第三者にしっかりと見られてしまった……!?

　その女子はライトブラウンの髪をボブカットにし、紫色の丸い目をして、桜さくらにそっくりな顔をしていて……。

「……って、楓かえでじゃないか！」

　その女子は俺の知っているやつだった。

　今は髪をおろしているが、それは彼女の部活動中のヘアスタイルだ。

「パンダ……ジャイアントパンダちゃんだわ！」

　楓が嬉き々きとした表情で解説を始める。何を隠そう、彼女はクマ関係のこととなると見境がなくなるクマニアなのである。

「ジャイアントパンダは中国の一部地域にだけ住んでいるの！　体長は１２０センチから１５０センチくらい、体重は80キロから１５０キロよ！　生まれたばかりの時は全身ピンク色で薄うつすら白い毛が生えてるだけなんだけど、生後四週くらいまでに模様が分かるようになるのよね！　主に食べるのはタケやササの葉！　手を使って器用に食べる姿がとってもキュートなの！　ねえ分かるクマさん!!」

　ハイテンション女子の登場に、シェンリューが困惑した目を俺に向けてきた。

「な、何ですのこの子……？」

「ちょっと、いや、かなり変わったやつなんだ。許してやってくれ……」

　俺は楓に向き直って訊たずねる。

「なぜこんなところにいるんだ、楓？」

「早く練習が終わったから別の競技の子の器具を取りに来たのよ。そんなことより、どうしてクマさんはパンダさんになってたの？　ひょっとしてその子もあたしたちと同じ体質なのかしら？」

　楓かえでが好奇心に満ちた眼まな差ざしで俺おれとシェンリューを交互に見た。

「体質ですって？　ねえ、ガオガオちゃん。体質ってどういうことですの？」

　楓の言葉に反応したシェンリュー。

　こうなった以上、楓とシェンリュー、お互いの秘密を隠すのも難しいだろう。

「あー……わかった。お前らの体質のことについて話をするから、ひとまず楓は部活が終わった後、正門前に来てくれ。俺たちももう劇の練習に戻らなくちゃいけないからな」

「わかったわ」

　楓は元気よく頷うなずいた。

「シェンリューもそれでいいか？」

「本当は今お話しして欲しいくらいですが、仕方ありませんわね」

　シェンリューは渋々というようにそう言った。

　そういうわけで、ひとまずその場は解散。

　それぞれの活動の後、再度集まることとなったのだった。

　ちなみに生徒会長の呼び出しからえらく時間が経たって戻った俺たちは、以前会議に遅刻した時のように会長にしつこく弄いじられることとなってしまった。

　しかし、シェンリューが俺の目にゴミが入って大変だったと、うまいこと言い訳してくれたおかげで最終的に変な誤解はされずに済んだのだった。




◇◇◇




　もう間もなく完全下校時刻。

　俺とシェンリューが校門のところで下校する生徒たちを眺めていると、部活帰りの生徒の中に楓の姿を発見することができた。

「かえ……」

　声をかけようとして、その隣の女の子の存在に気が付いた。

「さ、桜さくら？　てっきり帰ったものだと思ってた」

　楓と一緒に歩いてきた桜が事情を説明する。

「楓に急きゆう遽きよ残ってほしいと言われたのです。なんでも、私抜きで、体質についてお話ししようとしていたそうで？」

　訝いぶかしげな視線を浴びせてくる桜。

「ちゃ、ちゃんと後でお前にも話そうと思ってたぞ……？」

「さあ、どうでしょう」

　ふん、と鼻を鳴らして桜さくらはそっぽを向いてしまった。

「こ、こんなところで話すわけにもいかないし、どこか場所を変えようぜ。この近くにいい場所ねーっかな～？」

　話題を逸そらすことが主な目的でそう言ったのだが、その言葉に楓かえでが答えてくれる。

「学校のすぐ近くにいい感じのお店があるわよ。そこでお話ししましょ」

「よし！　じゃあまずはそこに移動だ」

　俺おれたちは楓の先導で学校近くにあるという店に向かった。

　その店は喫茶店だった。

　けれどもその外装は、桜たちの家である喫茶店〝ＳＷＥＥＴＮＥＳＳ〟とは全く違う。〝ＳＷＥＥＴＮＥＳＳ〟が近代風のものだとすれば、こっちはかなり現代風だ。

　窓が大きく開放的で、オシャレなカウンターやテーブルが見える。

　中に入って、窓際の四人掛けテーブルに座った。俺の隣にシェンリュー、正面に桜、その隣に楓という並びである。

　ひとまず俺と桜はコーヒー、楓が紅茶、シェンリューがウーロン茶を注文。それから誰も何も喋しやべらない時間が続き、各おの々おのの飲み物が来たところで俺は口を開く。

「よ、よし～！　まずは自己紹介といこうか。だが俺はする必要ないだろうし楓からな」

「はーい！　あたしは天あま海み楓、一年Ａ組よ。部活は陸上部。クマさんとはモフモフの関係よ。はい次お姉ちゃん」

　楓がシェンリューに向かって元気に自己紹介をし、桜にバトンパス。

　桜はシェンリューと目を合わせようとせずに自己紹介を始める。

「私は楓の双子の姉の桜と申します。ベア君と同じ一年Ｂ組です。ベア君とはお昼を一緒に食べたり、一緒に下校したりする関係で……あとは秘密の協力関係があります」

「お前らなんで最後に俺との関係入れるんだよ。てか、モフモフの関係って何だ……？」

「わたくしは秘密の協力関係の方が気になりますわ。お二人は一体どのような関係ですの？」

　シェンリューが若干引き気味に訊きいてきた。

「あー、えっとだな……それはこの後話すから、今はシェンリューも自己紹介してくれ」

　シェンリューはそれ以上詮せん索さくしようとはせず、頷うなずいて桜と楓に向いた。

「わたくしの名前は李リー・深緑シエンリユーですわ。クラスは一年Ｄ組。これでも副生徒会長をしていましてよ。ガオガオちゃんとの関係は……」

「待って、ガオガオちゃんって何？」

　自己紹介の途中でそう訊いてきたのは楓。シェンリューはよくぞそのことを訊いてくれたと言わんばかりに目を輝かせて話す。

「昔屋敷で飼っていたパンダの名前ですわ。モコモコ、コロンとしていて……うふふ。あ、パンダ化した阿あ部べさんはそのガオガオちゃんにそっくりなんですの」

　桜さくらが「パンダ化……？」と疑問の言葉を口にしていたが、楓かえでの元気な声がそれを搔かき消した。

「へーそうだったのね。それにしても独特な名前で呼ぶのね」

「クマさんと呼んでいるあなたが言いますの……」

　シェンリューは苦笑いでそう言い、自己紹介を締める。

「ともかく、わたくしとガオガオちゃんの関係は一緒に文化祭を作る仲、といったくらいですわ」

　ここでなぜか、桜がちょっと安心したように胸を撫なでおろしていた。

　よく分からないが、話を進めよう。

「じゃあ話すと約束してた体質についてだが、これは俺おれから説明する」

　桜、楓、シェンリューの体質のこと。俺がクマのハーフで、クマ化やパンダ化をしたこと。そして、蜜の汗やササの髪を舐なめたことで人間の姿に戻れたことについて、俺は説明した。

「蜜を……女子の汗をペロペロと……」

　シェンリューから冷たい視線を浴びせられた。

「し、仕方ないだろっ！　早くクマ化から戻るためだ！」

「ササを……女子の髪をペロペロと……」

　今度は桜からの冷ややかな眼まな差ざし。

「し、仕方ないだろっ！　早くパンダ化から戻るためだ！」

　二人してぞっとしたような顔を向けてきた。

　実はこの二人息がぴったりなんじゃないだろうか。

「というか二人とも、ハチミツの汗とかササの髪については何もツッコまないんだな？　相変わらず順応性高すぎだろ」

　桜とシェンリューが口々に言う。

「ツッコまないも何も……」

「わたくしたち自身がそういう体質ですもの……」

　それもそうか。自分たちの体質が異常だから、ある程度のものは無条件で受け入れられるようになるよな。それはこの場で最もおかしな体質の俺が一番よく分かる。

「それはそうと、シェンリューさん」

　桜がシェンリューに向き、言葉の節ふし々ぶしに棘とげを感じるような声で言う。

「うちのベア君がえらくお世話になったようですね」

「俺はいつからお前のベア君になったんだ？」

「ですが、ベア君に悪影響なので、もう髪を舐めさせないでください」

「無視かよっ！」

　俺おれがツッコんでも桜さくらはお構いなし。シェンリューに敵意の眼まな差ざしを向けていた。

　するとシェンリューも喧けん嘩か腰ごしな口調で返す。

「あなたの、とおっしゃっていますが、お二人はお付き合いでもされているのでして？」

「しょっ、そういうわけではありませんっ！」

　顔を紅潮させて否定する桜。

「なら、あなたにお願いされる筋合いはありませんわ」

「そんなことをおっしゃるということは、シェンリューさんはベア君に髪を舐なめてもらいたいのですか？」

「何をおっしゃいますのっ！　そんな破は廉れん恥ちなこと望んでいませんわ！」

　桜とシェンリューが睨にらみ合あい、火花を散らしていた。

　なんだか大変なことになってきてしまった。止めるべきか。

　しかし、俺が口を挿はさむより前に。楓かえでが口を出す。

「そうよ、お姉ちゃん」

「楓……？」

　意外なことに、楓はシェンリューの味方なのか。

　桜が不安げな面おも持もちで妹を見つめる。

　すると楓は興奮したように桜に迫った。

「シェンリューちゃんの髪はクマさんをパンダさんにできるのよ？　可愛かわいくてモフモフしたパンダさんよ？　パンダ化させてもらわない手がある？　もちろんないわ！」

「え、あ。そ、そうですね」

　どう答えたらいいか分からず困った様子の桜。楓はそんな彼女からシェンリューに向く。

「これからもその髪でどんどんクマさんをパンダさんにしてね、シェンリューちゃん」

「え、は……はいですわ」

　シェンリューはシェンリューで、姉妹揃そろって言うことが真ま逆ぎやくなものだから困った顔をしていた。

　俺は呆あきれのため息を吐ついて、楓に軽くチョップ。

「勝手に変な約束するな」

「えへへ」

　チョップをされたおでこをさすりながら、なぜか楓は嬉うれしそうに笑っていた。何が嬉しいのか。こいつの生態はまるで分からない。

　シェンリューが俺に小声で言ってくる。

「ガオガオちゃん……このお二人は変わった姉妹なのですわね……？」

「否定できない……」

　──プルルルル、プルルルル

　突然、携帯の着信音が店内に鳴り響いた。

　誰のものかとみんなきょろきょろと辺りを見回す。

　するとシェンリューが制服のポケットからスマートフォンを取り出して電話に出た。

「…………爸爸」

　何を言ったのか聞き取れなかった。

　あ、そうか。今のは中国語だったのか。

　シェンリューは席を外し、喫茶店の外に出た。

　大きな窓から彼女が電話で話す姿が見える。

　主には相手の言うことを聞いているようだが、見る見る内に暗い表情へと変化していった。しばらく話すと電話を切り、早足でシェンリューが戻ってくると、取り繕うようにして笑顔になる。

「ごめんなさい、もう帰らなきゃですわ。学校まで迎えが来ているみたいですの」

「えー、もうちょっ……」

　引き止めようとする楓かえでを俺おれは手で制し、シェンリューに訊たずねる。

「シェンリュー、父親からか？」

　シェンリューはこくりと頷うなずいた。

「だから帰らなければいけないんですの」

　そう言うシェンリューの姿は、今日劇で彼女が演じたかぐや姫と重なって見えた。

　だが彼女にとって父親の存在は絶対だ。かぐや姫の翁おきなや媼おうなのような家族であれば引き止めることができただろうが、文化祭を一緒に作る仕事仲間なだけの俺には、何も言うことができなかった。

「そうか。じゃあシェンリュー、またな」

「ええ、また明日、ですわ」

　俺たちはシェンリューの背中を見送った。

　その後、間もなく桜さくらと楓も一緒に帰り、俺は一人帰路に就く。

　夜空に浮かぶ満月を見上げ、別れ際のシェンリューの顔を思い出した。

　シェンリューはまだもう少しここにいたいような表情をしていた。

　それなのに何もできない俺は、どうにもやるせない気持ちになったのだった。










　ひな高祭まで残り数日となり、文化祭の会議や準備が続いていた。

　けれども今日の昼休みは急に会議がなくなったのだ。これで久しぶりに桜さくらと一緒に弁当が食べられる。

　四限終了のチャイムが鳴るなり、俺おれはスキップをするような足取りで桜の席に行った。

「桜、今日は会議がないから……」

「ねえ、桜ちゃん。今日も一緒にお昼食べに行こうよ！」

　しかし、俺が話しかけるより前にクラスメイトの女子が桜を誘っていた。

　桜は俺に気付かずに、その女子にやや緊張した笑みを見せる。

「は、はい。いいですよ」

「やった！　じゃあいつも通り準備して中庭行こーねー！」

　女子生徒が一度荷物を取りに自分の席に戻り、桜が小さく息を吐はく。その表情はどこか嬉うれしそうだった。

　と、そこで、桜の視線が俺に向く。

「……あ、ベア君。どうしたのですか？」

「いや、何でもない。それより友達が待ってるぞ？」

　昼食に誘おうと思っていたがやめた。

　せっかくの友達との時間を邪魔したら悪い。

「そうですね。行ってきます。ベア君もお仕事頑張ってください」

「おう」

　数人の友達と一緒にお喋しやべりをしながら教室を後にする桜。

　かなりクラスメイトたちと馴な染じんできたようで良かった。

　しかし、その姿を見ていると、やっぱりどうしても寂しい気持ちになる。

　また桜の隣にいる日々に戻りたい。

　そんなことを思いつつ、俺は自分の席で弁当を食べたのだった。







「ベア君」

　放課後になると、真っ先に桜が声をかけてきた。

　どうしてか申し訳なさそうな顔をしている。

「すみません、今日はお昼休みに会議がなかったそうで……」

「いや、いいって。それより最近クラスの女子と昼飯食べてるんだな？　よかったじゃないか」

「はい、ですが……」

「ん？」

　桜さくらは躊躇ためらいがちに言葉を紡ぎ出す。

「ベア君、今日は一緒に──」

「ガオガオちゃん」

　桜の言葉を遮さえぎったのはシェンリューだった。

　ちょっとだけ切迫した表情をしている。何かあったのだろうか。

「シェンリュー、どうしたんだ？」

「ちょっと手伝ってほしいことができたんですわ」

「え、今か？」

　そう言って桜の顔を見る。

　その青い瞳はどこか不安げに揺れていた。俺おれとまだ話したいことがありそうな顔だ。

　こんな表情をした桜を放っていくのは気が引ける。

　俺はシェンリューに向き直った。

「他の生徒会のやつとかに依頼すればいいだろ。俺で役に立てるか分からないぞ？」

「ガオガオちゃんがいいんですの」

　にこりと笑い、さりげなくシェンリューが俺の腕を取った。逃げるなってことか。

　すると桜が俺たちの間に割って入ってきた。

「ちょっとシェンリューさん、今私がベア君とお話をしていました。勝手に入ってこないでください」

　冷ややかな声をしている。明らかに怒っていると分かった。

　だが、そんな桜を前にしてもシェンリューは臆することなく堂々とした態度を取る。

「ガオガオちゃんはみんなのガオガオちゃんですわ。独り占めはよくなくってよ」

　桜とシェンリューの鋭い視線がぶつかり、火花が散っているかのような幻視をした。

　このままでは喧けん嘩かに発展してしまうかもしれない。俺は先の桜がしたように二人の間に割って入り、シェンリューに言う。

「悪いシェンリュー、ちょっと待っていてくれ」

　そして俺は桜を引っ張ってシェンリューから二、三歩ほど離れて訊たずねる。

「すまない、桜。何の話だっけ？」

「……いえ、何でもありません」

　桜は俯うつむいてそう言った。

　いくら鈍い俺でも分かる。本当は何か言いたいことがあったはずだ。

「本当にいいのか？　何なら後でメールしてくれ」

「はい、本当に大丈夫ですから。今日もお仕事頑張ってください、ベア君」

　桜さくらは僅わずかに笑みを見せ、くるりと背中を向けた。

　今日もこれで桜とはお別れか。そう思うと寂しい気持ちが湧き出てくる。けれども、その感情を悟られてしまっては、せっかく前へ進もうとしている桜の邪魔になってしまうかもしれない。

　俺おれはいつも通りを装って言う。

「わかった、お前も気を付けて帰れよ」

「はい」

　顔だけ向けてそう答え、自分の席でスクールバッグを取ると教室から出ていった。

　シェンリューが寄ってくる。

「さあガオガオちゃん、わたくしのお手伝いをしてもらいますわよ」

「はいはい、任せておけって」

　俺はシェンリューの仕事の手伝いをして、それからひな高祭の準備に参加。

　最近ではこれが日課となり、いつの間にか桜と一緒にいないのが当たり前になってしまったのだった。




◇◇◇




「ただいまー」

　実行委員会の仕事が長引き、家に帰った時にはすっかり夜になってしまった。

　しかし家には誰もいないようだ。母さんは地区の婦人会だかの旅行に行っていていないのは知っている。九ここ舞まはどうしたのだろう。

　そんなことを思いながら靴を履き替えようとしていると、玄関の戸が開けられ元気な声が響いた。

「ただいまです！」

　ぴょこんとしたツインテールを揺らして入ってきたのは九舞だった。日ひ夏なつ中学校の冬服であるセーラー服を着ている。

「九舞、今帰りか？　遅かったな」

「クマ討とう伐ばつ隊でも文化祭で出し物をするので、その準備で忙しいのです」

「そういえばこの前高校に乗り込んできた時に、ちらっと出し物準備があるようなことを言ってたな」

　九舞が屈くつ託たくのない笑顔になる。

「最近は麗れ奈な師匠もよく参加してくださるので嬉うれしいです」

「あいつも頑張ってるんだな」

　ひな高祭の準備もいよいよ佳境に入ってきた。それなのに鈴すず木きは、時間を見つけてはクマ討とう伐ばつ隊の方に顔を出しに行く姿をよく見かける。もちろん生徒会の仕事も疎おろそかにはしていない。それが鈴木麗れ奈なという色々な意味で凄すさまじい少女なのである。

「お兄さま」

　唐突に九ここ舞まがじっと俺おれの顔を見つめてきた。

「ん、どうした？　俺の顔に何か付いてるか？」

「いえ、ただ何となく暗い顔をしているように見えたので……」

「俺が暗い顔？」

　俺は思わず顔に手をやった。

　暗い顔をしている。そんな自覚なかった。

　どうしてだろう。なんて考えるまでもなかったな。

「桜さくらと……」

「天あま海み桜と？」

　九舞がきょとんと俺を見つめていた。

　桜と一緒にいる時間が少ないから。そう言おうとした。しかし、それを九舞の前で言ってしまっては恥ずかしい。俺は慌てて言い直す。

「さ、サクラのハチミツが足りないかもしれない！」

「その可能性が否定できないお兄さまが大好きです」

　九舞が苦笑しながらそう言い、仕切り直すようにして咳せき払ばらいをした。

　そして、にこりと笑って自分の胸をポンと叩たたく。

「そんな元気のないお兄さまのために、今日は私がご奉仕をしてあげますっ」

「嫌な予感しかしないから却下だ」

「えーそんなこと言わずに～！　さあさ、手を洗って着替えて、ダイニングで待っていてください」

　何を言っても聞かなそうだったので、俺はひとまず九舞の言うことに従うことにした。

　手を洗って自分の部屋で着替え、ダイニングに入る。

「おお」

　テーブルの上には、ドドンと皿が見えなくなるほど大きなステーキ肉が置かれていた。帰ってきて着替えるまでの間に焼いたとは考えづらい。事前に調理されていたものを温めなおしたのだろう。

「じゃーん！　どうです、どうです？」

　エプロンを着けた九舞がにこにこと近づいてきた。

「すごいな。だが九舞、これ何の肉なん……」

「さあ食べてください！」

　九ここ舞まが俺おれの背中に回り、テーブルに向かって押す。

「いや、だから、何の肉なんだ？」

「それは食べてみてからのお楽しみということで」

　俺は椅子に座り、皿の脇に置かれたナイフとフォークを手に取った。

　そして何の肉なのか分からないステーキに切り込みを入れ、一口サイズを作る。それをフォークで刺し、顔の前まで持ってきて俺は唾を飲み込んだ。

　赤身が多いがスッとナイフが通るほど柔らかい。スパイスの効いた香りが何とも堪たまらない。何の肉かは分からないが、美お味いしそうだし食べてみよう。

「ん」

　パクリ、と口の中に入れ咀そ嚼しやくする。

　ほどよく脂が乗っていて美味しい。豚肉のような味がすれば牛肉のような風味もある。食べてもなお何の肉か分からないが。

「……うまい」

「ですよね！　さすがは麗れ奈な師匠、猪いのしし肉の料理の仕方をよく分かっています！」

「ん、猪肉？」

「ご、ごほん！　ほらお兄さま、わたし特製のこのタレを付けるともっと美味しいですよ！」

　九舞が慌てた様子でタレの入った皿を差し出してきた。

「誤ご魔ま化かされた気がするが、まあいっか。どれどれ」

　俺は九舞特製だというタレを付けてステーキを食べてみた。

「うん、美う味まいな」

「ふふふ～、よかったです！」

　九舞は心底嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる。

　ふと、にこにこ俺を見つめているだけで何も食べていない九舞のことが気になった。

「ところで九舞。お前の分はないのか？」

「大丈夫です、ちゃんとクマ討とう伐ばつ隊で食べてきました！」

　グッと親指を突き立てて返事する九舞。

　そうは言っても、こうも見つめられながら一人で食べるのも気まずい。

「九舞、よかったら一緒に食べるか？」

「お兄さまと！　一緒に！」

　九舞はぱぁっと顔を輝かせた。

「はいぜひ！　一緒に食べます！」

　九舞は俺の正面に座り、あーんと言わんばかりに口を開けた。

　これは、食べさせて、ということなのだろうか。まったく、世話の焼けるやつだ。

「それ、あーん」

　俺おれはステーキを一口サイズに切り、それを九ここ舞まの口に入れた。

　彼女はぱくりと食べて飲み込む。

「う～美お味いしい～！」

　九舞は頰ほおを押さえてうっとりとしていた。とろけてしまいそうな表情だ。

　兄バカなのか、ずっとその顔を見ていたいと思ってしまう。

「もっと食べるか？」

「はい！」

　九舞にもう一口食べさせる。

「ふぁ～美味しいですぅ」

　何だこれ、なんだか小動物に餌をやってるような気分になってきたぞ。

　俺はステーキをもう一口食べる。不思議とさっきよりも美味しく感じた。

　一人よりも二人で食べたほうが美味しいとかいうが、案外それは本当なのかもしれん。

　その後も俺たちは二人でステーキを食べ、あっという間に完食したのだった。

　食事を終えた俺は、一人風呂に入る。

「なんだかんだ言って、いい妹なんだよな」

　湯船に浸つかりながら呟つぶやいた。

「え！　今いい妹って言いました!?　言いましたよね！」

　ツインテールで幼い体付きの女の子が、お風呂場の扉を勢いよく開けて入ってきた。

　体にタオルを巻いているものの、それは今にも落ちてしまいそうでハラハラする。

「またか九舞！　入ってくんなっ！」

「そう言わずに～！　今日は全身クマなく洗ってあげますから～」

「んなことしなくていい！」

「お兄さまは遠慮深いですね～！」

　言い合いつつも、九舞は容赦なく湯船の中に入ってきた。

　そのまま俺に抱き着くようにして腕を回してくる。

「さあ立って湯船から出てください」

「ちょっ、変なとこ触るな！　やめ！」

　九舞の手が下半身の際どいところに当たっている。この妹はそのことに気が付いていないのだろう。ふざけたようにケタケタ笑いながら俺を立たせようとしてきた。

「よいではないか、よいではないか～」

「いやぁあああああああああ」

　しかし、俺があまりにも必死に抵抗をするものだから、さすがの九舞も全身クマなく洗うのは諦めたようだ。

「まったく、恥ずかしがり屋さんですね」

　九ここ舞まは聞き分けの悪い子供を見るような目でそう言って、自分の体を洗った。

　そして、二人肩を並べて湯船に浸つかる。

「はぁ～」「ふぁ～」

　俺おれも九舞も文化祭準備でヘトヘトだ。その疲れに染み渡るお湯の気持ちよさに、兄妹きようだい揃そろってだらしない声を上げてしまった。

　家の風呂は大きい方だと思うが、肩が僅わずかに触れ合ってしまう。けれど、散々スキンシップをした後ではもうどうでもよくなっていた。感覚が麻ま痺ひしたようである。

「お兄さま、天あま海み桜さくらと何かありましたか？」

　唐突に九舞が何気ないことのように訊きいてきた。

「なぜいきなり桜なんだ？」

「お兄さまがそんな顔するのは、それ以外考えられませんから」

「なんだよそれ」

　だけど、桜のことで悩んでいるのは事実だ。

　って、待てよ。そんなことを言い出すということは……。

「九舞、まさか俺の気持ちに……？」

「はい！　お兄さまは天海桜のことが好きですよね」












　にっこりとそう言う九ここ舞まを前に、俺おれは風呂の中で溺れそうになった。

「あれ、違いました？」

「いや……違わない」

　俺は風呂の中でぶくぶくと音を立てながら答えた。

　どうしてそうも当然のように俺の想おもいに気付いてみせるんだ。

　ああ、家族に好きな子の存在を知られるなんて恥ずかしい……！

　俺は恥ずかしさを紛らわすように、ちょっとだけ胸の内を打ち明ける。

「……最近、桜さくらとの距離が広がった気がするんだ」

「ひな高祭の準備が忙しいからですか？」

「それもあるが……」

　最近桜がクラスに馴な染じんできたから。そんなことは思っても言えなかった。

　それを言ってしまっては、自分が〝くず〟であるということを示すようなものだ。

　また暗い顔になってしまっていたのか、九舞が体をこっちへ向けて慰めるような声で言ってくれる。

「お兄さまが元気ないのは嫌です。だからわたしに何でも言ってください。頼ってください。お兄さまが元気になるためなら何でもします」

「九舞……」

　俺は本当にいい妹を持ったな。俺なんかにはもったいないくらいの自慢の妹だ。

　そんな妹のために、頼りがいのある兄でいなくては。だから暗い顔なんてしていたらいけないだろう。

　俺は九舞の頭にポンと手を置いて一言。

「じゃあまずは風呂から出ていってくれ」

「分かりました！　先にベッドへ行ってスタンバイしていますね！」

「何のスタンバイだよ」

　小さく敬礼する九舞のおでこに、俺は優しく笑って軽くチョップを食らわす。

「あいたっ」

　九舞は叩たたかれても嬉うれしそうな顔をして、うふふと声を漏もらしながら湯船から出て脱衣所へ向かった。そんな背中に俺は独り言のように言う。

「九舞、ありがとな」

　九舞は振り返り、屈くつ託たくのない天使のような笑みを見せて頷うなずいた。

「はい！」




◇◇◇




　十一月に入り、この二ヶ月間ずっと準備を進めてきたひな高祭もついに明日となった。

　前日準備の今日は、全校生徒が一日中、出し物準備や校内の飾り付けを行っている。

　生徒会と実行委員会も例に漏もれず、体育館で演劇の最終リハーサルの準備をしていた。

「そこのセット、ちょっと色が薄くてよ。もう少し濃く塗りなおしてくださいな。音響さんはそんなところで油売っていないで他の仕事を手伝ったらいかが？　ところで帝みかどの小道具はまだですの？」

　各方面に厳しく声を飛ばすのは、きちんと制服を着こなしたシェンリュー。

　本番が明日だからか、どうやら今朝から気が立っているようだ。しかし、周りの生徒たちはせっかくのお祭りにうるさく口出しされ、言われた通りに動きながらも厄やつ介かい者を見るような目をシェンリューに向けていた。必然的に険悪な空気が流れ始める。

　このままではシェンリューが嫌われてしまう。俺おれは彼女を落ち着かせようと声をかけた。

「なあシェンリュー。前も言ったが、もう少し肩の力を抜けよ」

「ガオガオちゃん……しかしそれでは劇が成功しないかもしれませんのよ。わたくしが関わったものでそんなこと許せませんわっ」

　シェンリューは俺にまで吠ほえた。

　相当追い込まれている様子だ。今俺が何を言っても無駄かもしれない。

　そこへ明るい声が響き渡る。

「クーマさぁ～ん！　シェンリューちゃぁん！　差し入れ持って来たわよぉ！」

　それは大きなプラスチック容器を持って現れた制服姿の楓かえでだった。正直空気を読まない明るさだったが、今はそれさえも救いだと感じる。

「おう、楓。自分のクラスは良かったのか？」

「ちょっと休憩をもらったのよ。ほら見て、今日はチョコパイを作ってきたの！」

　楓がプラスチック容器の蓋ふたを開けて見せる。

　その中は一口サイズの四角いパイで満たされていた。生地に見える焦げ目ときらきらした表面が食欲をそそる。

「おお美う味まそうだな！　だが蜜は入ってないよな？」

「さあどうでしょー」

　楓はおどけたようにそう言った。

「こんなところでクマ化は嫌だぞ」

　身を隠す物がほとんどない体育館でクマ化すれば、この場で一緒に仕事をしている鈴すず木きに襲われる恐れがある。以前ここでクマ化した時は、本当に運が良かっただけだ。ラッキーが二度続くとは思えない。

　楓が悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「うふふ、冗談よ。今回は入れてないから安心して食べてちょうだい」

「その言葉を聞いて安心したよ」

　楓かえでは噓うそを言っているようではなかった。これなら食べても問題ないだろう。

　俺おれはシェンリューに向く。

「というわけだし、甘いものでも食べて少し落ち着こうぜ」

「ですが」

　反論しようとしたところで、体育館内にアナウンスが入る。

『はい、ここで十分ほど休憩の時間を設けたいと思いまーす』

　生徒会長の声だ。あの人のことだし、ひょっとしたら俺たちの状況を見ていて、気を回してくれたのかもしれない。

　シェンリューはため息を吐つき、しぶしぶというように言う。

「わかりましたわ……」

　三人で体育館端に行って座り込む。

　楓がナプキンを敷き、その上にプラスチック容器を置いた。

「さあ食べて～」

「いただきまーす」

　まずは俺がチョコパイに手を伸ばした。

　ひょいっと口の中に放り込む。

　嚙かんだ瞬間、サクッといい音が鳴った。香ばしい生地と甘すぎないチョコの相性は抜群だ。

「うん、美う味まいな。さすが楓だ」

「えへへ～、クマさんに褒ほめられたぁ～」

　でれぇとだらしない表情をする楓。

　今まで膝の上にハンカチを広げていたシェンリューもチョコパイに手を伸ばす。小さく口を開けて、チョコパイの端をかじった。すると、彼女は驚きに目を全開にして言う。

「本当に美お味いしいですわね。これなら我が家の厨ちゆう房ぼうで作ったと言っても十分通じますわ」

「ほんとに!?」

　楓は心から嬉うれしそうな顔になった。

「ええ、家のシェフにレシピを教えてもよくって？」

「もちろんいいわよ！　えっと……」

　楓がレシピを教え、シェンリューがスマートフォンのメモ帳にそれを打ち込んでいく。

　一通り作り方や注意事項を伝え終えた楓が、ステージを見渡して言った。

「にしても完成度高いわね～。どんな劇をするのかしら？」

「それはまだ内緒ですわ」

　シェンリューが珍しく子供っぽく笑って言った。楓はそんな彼女の腕を摑つかんで揺さぶる。

「えー教えてくれたっていいでしょ～」

「ダーメ、ですわ」

　ころころ笑ってじゃれ合う二人。

　いつの間にこの二人はこんなにも仲良しになっていたんだ。まあ、楓かえでは人と仲良くなる技術に長たけているから驚くことでもないか。

「でも楽しそうよね」

　唐突に楓がそう言い、シェンリューの表情が固まる。

「え」

「みんなで一つの劇を作り上げるのって楽しそう。大変なことは多いと思うし、うまくいかないこともたくさんあるとは思うけど、それ以上にみんなで困難を乗り越える楽しさがあると思うし」

「…………」

　シェンリューは楓から目を逸そらすようにして俯うつむいてしまった。

　今の楓の言葉を聞いてそんな反応をするということは、シェンリューは楽しいと思っていなかったのだろうか。生徒会や実行委員会の一員として文化祭を作り上げていく時間を。

　いや、楽しいはずがない。シェンリューは父親の圧力に押さえつけられながらやってきたのだ。それに今の彼女は、劇を成功させなければと焦るあまり明らかに一人浮いている。

　シェンリューは楓に返す言葉がなく黙ってしまった。

　これ以上の沈黙はシェンリューを苦しめることになってしまうかもしれない。

　俺おれは場を繫つなぐために楓に質問をする。

「楓のクラスは何の出し物だったっけ？」

「あたしのクラスはお化け屋敷よ。今日の前日準備まで全然教室の飾り付けができなくて、今日の帰りは遅くなっちゃうかも。でも、そんなことがまた楽しいのよね」

　シェンリューが「もし……」と顔を上げた。どこか不安げな面おも持もちで楓を見る。

「……もしうまくいかなかったら、とかは考えないんですの……？」

「うーん」

　楓は一度宙を見上げて考えてから、てへへと笑った。

「うまくいかなかったら、なんて今まで考えたことなかったわ」

　シェンリューは驚き半分呆あきれ半分といった表情になった。

「考えたことなかったって……よくそれで計画を進めてこられましたわね？」

「だって、自分たちが楽しめてお客さんが楽しめたらそれで大成功でしょ？　その自信だけはちゃんとあるもの」

「自分たちと……お客さんが……」

　シェンリューは呟つぶやいた。まるで心の中で楓の言葉を何度も反はん芻すうするように。

「その点では生徒会と実行委員会にだって負けないわよ～」

　楓かえでが小さく拳を握ってファイティングポーズをとって見せた。

「俺おれたちだって負けないぞ。ずっと頑張ってきたんだからな。なあ、シェンリュー？」

「……え、ええ。もちのろんですわ」

　シェンリューは考え事から引き戻されるようにして返事をした。それからいつもの調子になって言う。

「楓さんのクラスに負けないくらい、わたくしたちも楽しみます。お客さんに楽しんでもらいますわ」

「ふっふっふー、勝負ね」

　楓はおどけたようにそう言い、ふと体育館の時計に目を向けた。

「あ、もう戻らないと！　残ったパイは食べちゃっていいから！」

　慌てた声でそう言い残し、とっとと去って行ってしまった。

　太陽のように明るい少女がいなくなった体育館は、一気に静かになったような気がする。

「わたくしは……もう少し楽しんでみたい、ですわ」

　楓の背中が見えなくなって一呼吸おいて、シェンリューが独り言のように呟つぶやいた。

　自信なさげな上目遣いで見つめてくる。

「まだ間に合いますの？」












「何を言ってるんだ。文化祭本番は明日だぞ？　まだまだ楽しめるに決まってるだろ。一緒にいい劇を作ろう」

　シェンリューの表情は徐々に晴れやかなものになり、頰ほおを紅に染めてにっこりと頷うなずいた。

「はい、ですわ！」




◇◇◇




　生徒会と実行委員会の準備は順調に進み、特に俺おれがやることもなくなったので、俺は自分のクラスの様子を見に行くことにした。

　飾り付けや準備で慌ただしい廊下を進み、一年Ｂ組の教室を目指す。すでに校内はお祭りムード一色のようだ。とそこへ行く手を阻はばむ影が現れた。

「……」

　それは足の生えた赤い魚の着ぐるみだった。金魚のつもりだろうか。丸く太った腹をこちらへ向けて上を向き、うつろな目をしているせいで苦しそうな印象を受ける。

「何だ、あの着ぐるみは……？」

　子供が見たら泣くこと間違いなし。まさかこれもひな高祭で使おうというのだろうか。

　こいつに関わってはいけないという野生の勘に従い、俺は目を合わせずにその脇を通り過ぎようとした。

　しかし──、

「……っ」

　──金魚（？）の着ぐるみはズズズと横移動をし、俺の前に出てきたのだ。

「ちょっとそこ通してもらえるか？」

「…………」

　金魚は答えずただ静かに立っているだけ。

　実にシュールだが、何気なく怖い。

「邪魔だから退どいてくれ！　誰なんだお前は！」

「…………」

　それでも金魚は無視を決め込んでいる。

　何なんだよこいつ。邪魔はしてくるし気持ち悪い目をしているし、いい加減腹が立ってきたぞ。

「退いてくれっ」

　俺は金魚を腕で払いのけるようにして前へ進もうとするが、金魚は見事なステップでまたも俺の前へと戻ってきた。

　ならば……！

　俺おれは右へ抜けようとしてすぐ反対側に切り返した。フェイントである。

　それでも金魚はすぐに俺の前へ出てこようとする。そこへ俺は腕を出し、金魚を押し込んだ。これで前はがら空き。前へ進める。

　むにゅ。

「ん、何だかやけに柔らかい感触が……」

　金魚に押し出した手が触れる感触。着ぐるみ越しにも分かる確かな膨らみ。

　俺の手は金魚のでっぷりとした腹の上部分を触っている。

　ひょっとして……。

「胸！　そこ胸！」

　籠こもった高い声と一緒にバシバシと金魚のヒレで叩たたかれた。俺は慌てて手を離す。

　まさか中に入ってたのは女子だったのか……!?

　つまり俺は今、とんでもないことをしてしまったということになる。

「あ、ご、ごめんなさいっ」

「いきなり何するの！　ひどいよー！」

　そう言って金魚は着ぐるみの頭を脱いだ。

　そこに現れたのは、ウェーブがかかったピンク色の髪を左側でサイドテールに結った女の子。大人っぽくて綺き麗れいな顔付きだが、今はその頰ほおはムスッと膨れている。

「酒さけ見み先輩じゃないですかっ！」

　ということは今、俺は酒見先輩の胸を触ってしまったのか……！

「あの、すみません酒見先輩！　今のはわざとじゃないんです。ほんとごめんなさいっ」

　俺は全力で頭を下げた。それを見ていた酒見先輩が静かな声を発する。

「ねえ、久きゆう真まくん。顔を上げて」

　俺は酒見先輩の言う通り頭を起こして彼女を見た。

　いつも通り明るい微笑ほほえみを浮かべている。

　よかった、案外怒っていないのかもしれない。

「本当にすみま……」

「クマ化した上で、学校中の女子生徒に○○したり××したりすれば許してあげるよ」

　前言撤回。完全にお怒りのようだった。

「さ、さすがにそれだけは勘弁してくださいっ！」

　俺は再度勢いよく頭を下げた。

　こうなったら謝り倒すしかない。そう思った途端、クスクスと笑い声が聞こえてきた。

　ゆっくり頭を上げると、笑っていたのは酒見先輩だった。

「ふふふ、冗談。ちょっとびっくりしたけどお姉さんも悪かったし怒ってないよ」

「なんだ……」

「胸を触られたことは忘れないけどね」

「ぶっ」

「へへへ～」

　酒さけ見み先輩は心底楽しそうに笑っていた。俺おれをからかうのが相当面白いようだ。

　この先輩には本当敵かなわないな。

「はあ……それで酒見先輩。どうしてそんな恰かつ好こうしているんですか？」

「なんとお姉さん、出し物の宣伝でこの着ぐるみを着ることになったの～」

　ヒレでぺちぺち拍手をしながら、弾んだ調子で先輩がそう言った。

「それ着て人を脅かして遊んでたわけですね？」

「うふふ、正解～」

　酒見先輩は悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべた。

「ほどほどにしてくださいよ。じゃあ俺、教室の様子を見に行くんで」

　そう言って、酒見先輩の横を通り抜けようとした時だった。

「ちょっと待って、久きゆう真まくん」

　またも酒見先輩によって阻はばまれてしまった。

「何ですか……？」

　酒見先輩は紅色の瞳で真まっ直すぐに俺を見つめてきた。前かがみになり、少しずつ距離が縮まってくる。

　先輩のような美人にそんなことをされれば、無意識に鼓動が加速してしまう。

　酒見先輩は鼻を鳴らして言う。

「最近、ハチミツ足りてないでしょ？　ハチミツ欠乏症って顔してる」

「どんな顔ですか……。てか、毎朝毎晩きっちり舐なめてますけど」

「うん、昼は舐めてない、と。それは足りてないね」

　何を言っているんだ。この人は。

「昼は学校ですし、クマ化するから舐められませんよ」

　学校でクマ化すれば、鈴すず木きに撃たれて鍋にされてしまう。

　そんなリスク、冒すはずがない。もしするとすれば、それは命をかけてもいいと思えるようなかけがえのないハチミツのためだけに、である。

　酒見先輩は俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「でも今までは舐めてたよね？」

「どういう…………」

　……そうだ、俺は今まで昼間もハチミツを舐めていた。

　桜さくらのハチミツを。

　それが最近めっきり舐める機会を失ってしまっていた。大分涼しくなり、桜を守る鈴木も現れ、俺おれがわざわざ舐なめなくてもよくなってきたのだ。何よりも、今俺たちには溝が生まれてしまっている。

　だから俺は、鈴すず木きを理由にして舐めないことを当たり前にしていたのだ。

　しかし、本心ではずっと舐めたかった。鈴木に撃たれてしまうというリスクを抱えながらでも、桜さくらのハチミツが舐めたい。桜と一緒にいたい。

　けれど桜には、もう俺は必要ないかもしれないのである。

　ならば俺の私利私欲だけで桜を舐めては……好きな子にそんなことをしてはいけない。

「えい」

「え」

　考え事をしていた俺の額に、不意に酒さけ見み先輩の唇が触れた。

「な、な、何すんですかいきなりっ！」

　一瞬で離れてしまったが、額には確かに唇の感触が残っていた。

　この先輩はどうしてそんなことをしたんだ！　勘違いしてしまうじゃないか！

「えへへへ、手がヒレなので口でデコピンしちゃった」

　酒見先輩はヒレを揺らしながら子供っぽく笑った。

「だからって、おでこにキスを──」

「……今の久きゆう真まくんを元気にできるのはアタシじゃない、か……」












　酒さけ見み先輩が何かを呟つぶやいた。初めて見る悲しげな目をして。

　しかし、声が小さすぎて準備をする他の生徒の声に搔かき消されてしまった。

　俺おれが聞き返すより前に酒見先輩はまたいつもの元気な表情に戻る。

「久きゆう真まくんにお姉さんからアドバイス。文化祭当日、桜さくらちゃんと一緒に過ごす時間を作りなさーい。それで何もかも解決するから」

「え、それどういう意味ですか？」

　俺の言葉には答えずに酒見先輩は回れ右をして、ヒレで目元をゴシゴシと擦こすった。

「大丈夫ですか？　目にゴミが入ったとかですか？」

「ううん、大丈夫」

　俺の問いにそう答えた酒見先輩は、着ぐるみの頭をかぶってから再度こっちを向く。

「じゃあお姉さんは行くね。次なる人を脅かすために」

　籠こもった声でそう言い、ヒレを振ってさよならのポーズをする。

「もうやめたげてください……」

「あはははははは！」

　呆あきれた顔をする俺なんかお構いなしで、酒見先輩はけたたましい笑い声を上げながら廊下を駆け抜けていった。

　まるで嵐が過ぎ去ったような廊下で、俺は独ひとり言ごつ。

「桜と一緒に過ごす時間か……楽しそうだな」

　好きな人と一緒に文化祭を過ごすのだ。楽しくないわけがない。

　ん、ところで、そんなことを突然言い出すなんて──。

「──まさか酒見先輩、俺の気持ちに気付いて……！」

　慌てて酒見先輩が走っていった方を見るが、もう彼女の背中はどこにもない。

　確かめ損ねてしまったが、恐らくあの人は俺の想おもいなんてお見通しだろう。

　ああ、心がくすぐったい……！　恥ずかしい。

　まずはゆっくり深呼吸だ。

　すぅ……はあ。

　……よし、少し落ち着いた。

　次に酒見先輩と顔合わせる時にまたこの恥ずかしさが再来しそうで怖いが、今はそのことを考えないようにしよう。

　俺は本来の目的を思い出し、一年Ｂ組の教室を目指した。

　教室に着くと、そこでは生徒たちがわいわいと賑にぎやかに喫茶店の準備をしているようだった。

　その中心には桜の姿が。みんなに交ざってお喋しやべりをしながら作業をしていた。彼女の表情にはぎこちなさなんてなく、もうすっかり友人と話す普通の女の子だ。

　今話しかけては邪魔になるかもしれない。

　それに他の生徒と仲良くしている桜さくらを見ていると、俺おれはもう必要とされていないということが証明されているような気がして嫌だった。

　……戻ろうか。

　俺は背を向け、体育館へ向かって歩き出した。




　◇◇◇




　劇の最終リハーサルが終わると、今日の俺たちの仕事も終了となった。

　シェンリューはこの後も、劇とは別で文化祭準備に勤いそしんでいた生徒会のメンバーと合流し、もう少し仕事をしてから帰るらしい。

　窓から見える空は紫色になっていた。もう少しで完全に暗い時間となる。

　一年Ｂ組の教室の明かりは消えていた。

　パチッと電気のスイッチを入れる。すると、すっかり喫茶店の装いへと変貌した教室が現れた。

　レトロな雰囲気の壁。温かみのある木目のデザインのテーブル。どこかしら天あま海み家の喫茶店に似ている気がする。

　教室を見渡すが、そこには誰もいない。

「また一日話さなかったな……」

　今日は桜と一緒に帰りたかったのだが、それも叶かなわなかった。

　せめて一言だけでも会話したかったな……。

　そんなことを思いつつ、とぼとぼと下げ駄た箱ばこへと向かい、靴を履き替える。

「ベア君」

　幻聴かと思った。ずっと聞きたくて仕方なかった声だからだ。

　俺はゆっくりと声のした方へ顔を向ける。

　そこには、生徒玄関から俺を見つめる桜の姿があった。

「さ、桜、待ってくれてたのか？　どうして？」

　俺は早足で歩み寄る。

「ついさっきまで準備をしていたのです。もう少しでベア君の方も終わりそうだったので待っていました」

　これは夢だろうか。どうしよう。嬉うれしすぎる。

　桜が待っていてくれた。久しぶりに桜と一緒に帰れるのだ。

　俺は声が裏返りそうになるのに気を付けながら言う。

「もう暗いし、一緒に帰ろうか」

「はい」

　桜さくらは僅わずかに笑みを見せて頷うなずいた。







　夜の堤防道。

　空にはたくさんの星が浮かんでおり、川がそれを映し出しキラキラと輝いている。

　住宅街にはそれぞれ明かりが灯ともり、どこか懐かしさを感じさせた。

　けれどもこの道は街灯が少なくて薄暗い。

　夜よ目めが利くクマの俺おれでも見えづらいのだから、隣を歩く桜はもっと見えづらいだろう。俺は桜が転ばないか気にしながら歩みを進めた。

　それにしても、桜と二人きりのこの時間。本当に久しぶりだ。

　何も言葉は交わされないが、一緒にいるだけで十分に幸せ。

　こんな気持ちになったのは初めてかもしれない。

　どうしたらこの時間が長く続くのだろうか。どうしたら明日もこの時間を得ることができるのだろうか。

「もう着いちゃいました」

　考え事をしている内に、いつの間にか桜の家の前に着いてしまっていた。

　住宅街の中に建つ明治時代風の二階建て。白い壁はツタに覆われ、ドアの上にはライトアップされたレリーフに〝ＳＷＥＥＴＮＥＳＳ〟と書いてある。

　結局どうすればいいか分からずじまいだ。

　どうすれば俺は桜と一緒にいられるんだろう。

「桜……」

　名前を呼ばれたことで桜の丸い瞳が俺を見つめる。

　この愛いとおしい人と一緒にいたい。なのに、どうすれば一緒にいられるか分からない。一体どうすれば。

　その時、頭の中に今日聞いた言葉が思い出される。




　──文化祭当日、桜ちゃんと一緒に過ごす時間を作りなさーい。それで何もかも解決するから。




　それは酒さけ見み先輩の言葉だ。

　何となくだが、それで本当に何もかも解決するような気がした。

「俺と文化祭一緒に見て回らないか？　二日目だったら時間ができると思うから」

　桜は驚いたように目を見開いた。そのリアクションに不安な気持ちが湧き出てしまう。

「い、嫌だったら断ってもいいぞっ！　お前だって一緒に見て回りたい友達がいるかもだし、俺おれなんかより──」

「ベア君」

　桜さくらが俺の手をぎゅっと握ってきた。手から伝わる体温は優しく、焦っていた気持ちが落ち着いていく。

　そして彼女は穏やかな微笑ほほえみを浮かべて言う。

「私はベア君と一緒がいいです」

　ドキッと、胸が高鳴った。

　顔が熱い。誤解するなと言う方が無理だ。桜も少なからず俺のことを想おもってくれていると考えてしまう。今、彼女の想いを確かめるべきなのだろうか。

　ああどうしよう、何と言っていいのか頭に言葉が浮かんでこない。

「……そ、そうか。じゃあよろしく」

「はい」

　意い気く地じなしだと言われようが、桜に想いを確かめるのは今じゃなくてもいいと思った。

　俺は桜と笑顔でさよならを言い、帰路に就いたのだった。










「第七十回日ひ夏なつ高校文化祭──ひな高祭の開祭を宣言します！　スローガンは『BREAK　─掟おきて破りの二日祭─』。はっちゃけていきましょー！」

　体育館のオープニングステージの最後。制服をピシッと着こなした生徒会長がマイクでそう言った途端、生徒たちから歓声が起こった。

　この瞬間、ずっと準備を進めてきたひな高祭の幕が上がったのだった。

　しばらくステージ発表の運営を手伝い、その後校内のパトロール。

　一時間ほどでパトロールを終え、昼前にようやく自分のクラスの様子を見に行くことができた。

「はい、かしこまりました！」

「ご注文を繰り返します」

「お待たせしました。コーヒーとサンドウィッチです」

　様々な接客の声が飛び交っている。時間が時間だけに、一年Ｂ組喫茶店は大盛況のようだった。

　いつの間に衣装を用意していたのか、男子は執事のような、女子はメイドのようなウェイター、ウェイトレス衣装を身に纏まとっている。

「忙しそうだな」

「あ、ベア君」

　一人呟つぶやいていると、銀色の髪の女子店員に呼ばれた。と思ったら、それは桜さくらだった。

　ひらひらのフリルがたくさん付いたエプロンドレスを着ている。〝ＳＷＥＥＴＮＥＳＳ〟のクラシックなデザインの制服とは違い、水色と白が基調でもっと派手だった。髪型もそれに合わせていつもと違うツーサイドアップにしている。

　意外にも桜はこういう服も似合うんだな。なんだか新鮮だ。

　そんな桜を見ていると、無意識の内に胸の鼓動が速くなった。それを悟られないように努めて平静を装って言う。

「桜、いい衣装だな」

「被服部の人たちが作ったのです。なかなか可愛かわいいですよね」

　桜はスカートの裾をちょっと持ち上げて見せた。

　そんな動作にもいちいちドキドキしてしまう自分が情けない。

　俺おれは彼女から目を逸そらして言う。

「そ、そうだ、俺も何か手伝った方がいいか？」

「バカ言いなさんな阿あ部べさんよ～」

　そう言ってきたのはウェイター衣装の河こう野のだった。

　野球部で丸刈りの河野にその服は泣けるほど似合わなかった。

「お前のシフトは明日だろ。それに今日は実行委員会の方で劇があんだから。天あま海みさんにはオレが付いていてやっから、お前はそっち行けって」

「付いていなくていいです。近付かないでください」

　桜さくらに冷たくそう言われ、河野はガックシと肩を落とす。

「そりゃねーぜ天海さん。だけどこのゾクゾクする感じは何だろう……ありだな」

　なんだこいつ、変態度が増してないか……？　俺おれが言えたことでもないが。

「河野、お前は桜に近付くな」

「えぇええー……まあ夫が言うなら仕方ないか。従っておいてやるぜ」

「「誰が夫だ（です）!!」」

　仕事に戻っていく河野の背中に、俺たちは声を揃そろえてツッコミを入れた。

　まったく、いきなり夫なんて言うものだから顔が熱くて仕方ない。

　桜の方も同じなのか、パタパタと赤くなった顔を扇いでいる。

「そ、そういえば、今日は劇でしたね」

「ああ」

「どうですか？　緊張でお腹なか壊していたりしませんか？」












「う……残念ながら正解だ」

　桜さくらが口元を両手で隠し、クスクスと笑った。

「笑うなよ。クマは緊張するとトイレする習性があるんだ」

「人間でもそんな人たくさんいますよ」

　ふと桜が教室を振り返った。正午に近付いたことでさらに客足が伸び、賑にぎわいは最高潮を迎えようとしている。

「すみません。そろそろ私もお仕事しないとです。劇、頑張ってくださいね。その時だけ抜け出して見に行きます」

「ああ、ありがとな。お前も喫茶店頑張れよ」

「はい！」

　桜が一般客の座るテーブルに行き、メモ帳を取り出して注文を受けていた。時折自然な笑みも垣かい間ま見みえる。

　劇は午後一時から始まるから、そろそろ昼食を取らないとな。

　心の中でもう一度桜にエールを送り、俺おれはその場を後にした。







　俺は舞台袖から観客席の様子を窺うかがう。

　八割ほどの客入りといったところだろうか。

「意外にも人来るんだな」

「当然ですわ」

　背後からの声に振り向く。そこには煌きらびやかな十じゆう二に単ひとえに身を包むシェンリューの姿があった。髪はお団子を崩し、ストレートにしているからいつもと印象がまるで違う。

　練習の時から何度か見てはいたが、こうして目にするとやはり綺き麗れいだ。今日は薄うつすらと化粧もしているようで、大人っぽい色気も感じられる。

　舞台袖には他にも生徒がたくさんいたが、その中では明らかに浮いて見えた。

　俺がシェンリューに見とれていると、彼女は人差し指を突き立てて得意げに話す。

「生徒会と実行委員会の出し物は毎年完成度が高いと人気なんですのよ」

「そうだったのか……」

　それを聞いて尚なお更さら緊張が強まってきた。もう一度トイレに行っておこうか。

「それにしてもガオガオちゃん……いいえ、お爺じいさん。その服よくお似合いですわね」

　シェンリューが蝶ちようの羽のような袖で口元を隠して笑う。

　今の俺の恰かつ好こうは、ボロボロの茶色い布で作られた着物だ。これが似合っても嬉うれしくないが、悲しいことに鏡を見た俺自身も良く似合っていると思ってしまった。

「お前の方も良く似合ってるぞ」

「ふふふ、ありがとう存じます。そうですわ、はいこれ」

　シェンリューが服の中から何かを取り出した。俺おれは手を差し出してそれを受け取る。

　それは赤い紐ひもで幾何学模様に編まれたものだった。手の平サイズだが、ずっと見ていても飽きないような不思議な形をしている。

「お、何だこれ？」

「中国結びというお守りですわ。祈りを込めて編んで作るんですの。ガオガオちゃんがセリフを嚙かまないようにと、しっかりとお祈りしましたわ」

「ん、ということは、これはシェンリューが作ってくれたのか？」

「はい、ですわ」

「すごいな」

　手先が器用なんだな。俺には到とう底てい作れそうもない。

「ちなみにわたくしとお揃そろいですの」

　そう言ってシェンリューは、もう一つ緑色の中国結びも見せてきた。

「へえ、色違いなのか……って色違い!?　まさかシェンリューお前……！」

　ひょっとしてシェンリューは俺のことが好きで、二人きりのお揃いのプレゼントをしてきたとか……？

　シェンリューはポカンとしていたが、すぐに俺の言っていることの意味を理解したようで、赤面して早口に言う。

「ちょっ、変な誤解はしないでくださいまし！　何もわたくしたち二人だけのお揃いではありませんわっ！　他の方の分も用意してありますの！」

「そ、そうなのか」

　落ち着いて考えてみれば普通そうだよな……ふう。

「だが、ありがとな、シェンリュー。すごく嬉うれしいぜ」

「どういたしまして。ほら、そろそろ始まりますから、それ仕し舞まってくださいな」

「おう」

　少しばかり照れくさそうな顔のシェンリューに言われ、俺が中国結びを懐に仕舞おうと思った時だった。

「ちょっと通りますよー」

　俺の背後を大道具を担いで通った生徒がぶつかってきて、よろめいてしまった。

「おっと」

「きゃっ」

　一歩前へ押し出された俺は、シェンリューに覆いかぶさるような姿勢になってしまう。

　幸い、どこかのラッキースケベ主人公のように女の子を押し倒してしまうなんて展開には至らなかったが、彼女の頭に僅わずかに口が触れてしまった。

　その際にすごくいい香りが鼻から肺に入ってくる。

「大丈夫か？」

　まずはシェンリューの心配をした。

　ひょっとしたら思わぬところで怪け我がをさせてはいないかと不安になったのだ。

「え、ええ……あの、ガオガオちゃん」

　シェンリューは呆ぼう然ぜんと俺おれの額の辺り……いや、頭を見つめていた。

　俺は桜さくらでこの反応を何度も目にしてきている。

「まさか……？」

　俺は頭に手を当てた。そこにはモコッとした感触。

　──パンダ化をしている。

　俺は咄とつ嗟さに頭を手で覆い、背中を丸めた。

「どうしようっ」

「お、落ち着いてくださいな！　前もこのようなことがあって元に戻ったではありませんの。その時のようにしますわよ」

「ま、また舐なめていいのか？」

「じょ、状況が状況ですし、四の五の言ってはいられませんわ」

　シェンリューの言う通りだ。開演までもう時間がない。

　しかし、周りは準備する生徒や本番までの時間を待つ生徒でいっぱいだ。

「だが一体どこに隠れればいいんだ……！」

「そうですわね……ではあそこの裏に隠れましょう」

　シェンリューの視線の先には、ステージ後方の背景用の幕があった。

　なるほど、あの幕の裏には少しのスペースがあったはずだ。姿を隠せるかもしれない。

　俺たちは互いに頷うなずき合い、幕の裏へと移動を開始した。

　こっそり、ゆっくりと、不自然に見られないように歩みを進める。早足になりたい気持ちを必死に抑えた。

　そして幕まであと二、三歩というところで──、

「あ、ちょっと待っていてくださいまし」

　──シェンリューがすぐそこの壁に駆け寄った。そこにはいくつものボタンがある操作盤が設置されているようで、彼女はそのボタンの一つを押す。

　するとその瞬間、ステージ裏すべての照明が消えた。もちろん、窓のない舞台裏は真っ暗になる。生徒たちはざわざわと混乱しだした。

「ほらガオガオちゃん……！」

　そんな中、俺はシェンリューに手を引かれ、幕の後ろへと隠れる。

　幕の裏側は予想よりも隙間があった。これなら大人しくしていれば誰かがここに入っているなんて気付かないだろう。

「誰だ照明落としたやつ～」

　そんな声と共に、幕の外では照明が戻ったようだった。薄うつすらとこちらにも光が入ってきた。しかし、これで恐らく俺おれたちがこの幕の裏へ入るところを見た者はいない。シェンリューの機転のおかげだ。

「ありがとう、シェンリュー」

「さあ、急いでくださいな」

　シェンリューが背中を向け、髪を舐なめやすいようにする。

「ああ、いくぞ」

　俺は彼女に後ろから近付き、長く流れる髪を手で掬すくうようにして取る。

　ずっと触っていたいくらいの手触りだ。けれども、今は急がなくてはいけない。

　シェンリューの髪を鼻に寄せた。

　その途端、シャンプーの甘い香りとスッとした葉のような香りが鼻孔をくすぐる。

　全身の血の巡りがよくなり、体温が上昇していくのを感じた。

　パンダ化が進行しているようである。

　そのせいか、彼女の髪の毛が凄すさまじく美お味いしそうに見えてきた。

「あむ」












　シェンリューの髪を咥くわえる。

　するとその途端、まるで自分が深い竹林の中にいるような錯覚を感じた。

　それほどまでに濃い葉の香りが、味となって口の中を支配したのだ。

　しかしほのかに甘みも感じられる。

　ハチミツのようにガツンと甘いのは大好きだが、これはこれでいい。

「…………」

　シェンリューがちらちらとこっちを振り返っては、すぐに顔を戻して首を振っている。

「どうしたんだ？」

「な、何でもありませんわよ？」

　明らかに何でもある。もしかして前回の時のように……。

「やっぱり我慢できませんわ！」

　いきなりシェンリューが体をこっちへ向けた。

　そして俺おれの頭や顔を触り始める。

　やっぱりそうきたかー！

　その手付きはやはり恐ろしく、一瞬にして俺は全身がとろけてしまいそうな感覚に陥おちいった。

「ガオガオちゃ～ん」

「んーん！」

　シェンリューが甘い声を上げながら俺の耳や首の下を撫なでまわした。

　俺は声が漏もれないよう注意しつつ、シェンリューの髪を舐なめていく。




　──バサッ




「「えっ!?」」

　突然、身を隠してくれていた幕がめくられ、俺たちは咄とつ嗟さに離れた。

　幕をめくったのは、どうやら鈴すず木きだったようである。

　彼女は不思議そうな顔で俺を見つめていた。

　まずい……！　見つかった！　あいつの目はしっかり俺を捉えている。撃たれてしまう！

「何となくクマっぽい気配を感じて開けてみれば……そんなところで何をして遊んでいるんだ、二人とも？」

　そう言って鈴木は首を傾かしげた。

　って、あれ。鈴木が襲ってこない。

　俺は自分の頭に触れてみて、その理由が分かった。

　パンダ化が解けていたのである。

　だが安心するのはまだ早い。一難去ってまた一難。今度は鈴すず木きに、俺おれとシェンリューがここで何をしていたか誤解されてしまいそうな状況である。

「あ、いやこれはそのっ！」

　動揺するだけの俺とは反対に、シェンリューはさっと言い訳を考えて話す。

「これはですね、えっと……そう、この中で最後のリハーサルをしていたんですの！　この中ならば声が響かないですし！」

「そうか、それは邪魔をして悪かったな」

　鈴木は納得したようだった。

　この状況で全く疑おうとしない鈴木に感謝だ。

「それはそうと、クマ討とう伐ばつ隊からの差し入れだ。よければぜひ、後で食べてくれたまえ」

　鈴木の手にはプラスチック容器があった。その中には草餅のようなものが入っている。

　俺は礼を述べる。

「あ、ああ。ありがと。後でもらうな」

「ああそれと、そろそろ始まるから集まってくれたまえ」

　鈴木が親指を立てて後方へ向ける。その先では、生徒会と実行委員会のメンバーが集まっていた。劇の衣装を身に纏まとう役者、真黒な服を着る黒子、音響や照明をやる制服姿の生徒。色々な恰かつ好こうをした者が勢せい揃ぞろいだ。

　俺とシェンリューは急いでその集団に合流。遅れて鈴木も加わったところで、生徒会長が全員を見回して言う。

「みんな、ここまですごく頑張ってきたね。いよいよ今日が本番！　張り切っていくよー！　さあリューちゃん、締めに一言」

「え、わたくしが!?」

　突然の振りに焦るシェンリュー。

　そんな彼女の肩に俺はポンと手を置く。

「言ってやれ、かぐや姫」

「ガオガオちゃん……」

　シェンリューは覚悟を決めたように頷うなずき、深く息を吸い込んで声に変えて吐はき出す。

「楽しんでいきますわよー！」

「「「おぉおー！」」」

　小さく拳を突き上げるシェンリューに続いて、一同は腕を天井に向かって振り上げた。

　さあ、いよいよ劇の始まりである。

　俺たちは幕の下りたステージで配置に着いた。

　最初は翁おきなである俺と媼おうなの二人だけがボロ屋にいるシーンからだ。

『これより、生徒会と文化祭実行員会による演劇──「かぐや姫」を開演致します』

　アナウンスがあり、観客の拍手と同時に幕が上がる。

　完全に上がり切ったところで拍手が止やみ、スピーカーからナレーションの声が聞こえてくる。

『昔々、あるところに竹取の翁おきなと呼ばれるお爺じいさんがおりました。野山に入って竹を取り、それで様々なものを作って売って暮らしておりました』







「お疲れ、翁～。次の出番まで少し休んで」

　ステージから舞台袖に戻った俺おれに生徒会長がにこっと笑いかけてきた。

「はい、ありがとうございます」

　劇は順調に進み、かぐや姫に求婚する五人の貴公子たちが、それぞれ彼女に言い渡された宝物を取りに行くシーンとなった。本当は宝を手に入れるたびに一人ずつかぐや姫とのシーンがあるのだが、いちいちセットを出したり戻したりが面倒だということで、ここは一気にやってしまう。

　つまり、しばらく俺やシェンリューの出番はないのである。

　ふと、浮かない顔をしているシェンリューの姿が目に入った。

　俺は彼女に歩み寄る。

「どうした、シェンリュー？　浮かない顔してるぞ？」

　シェンリューはこっちを見て、表情を変えずに答える。

「両親が……来ていますの」

「ほんとか、よかっ……」

　いや、よくない。彼女にとってそれはよくないことだ。

「きっとわたくしが恥をかかないか確認しに来たんですわ」

「応援しに来てくれたんじゃないのか」

「同じことですわ。わたくしは、この劇を完璧に成功させないと……」

　シェンリューの目が、完璧に追い込まれて焦っていたつい数日前のものに戻っていた。

「シェンリュー、俺たちはここまで頑張ってきた。あとはそれを発揮するだけ、楽しむだけなんだ」

「ですが……」

「ぬおぉわぁああ～！」

　不意に悲鳴にも似たおかしな声を上げて、天人役が一人どこかへ行ってしまった。

「何かあったのか？」

　近くにいた黒子の女子に訊たずねる。しかし、彼女は首を傾かしげた。

「わかんないけど、天人役がみんないきなりどこかに走っていっちゃって……」

　とそこへ、制服姿の男子が舞台袖に駆け込んできた。

「おい大変だ！　天人役が何か悪いものに当たったらしく、全員トイレに籠こもった！　このままじゃ劇に出られない！」

　舞台袖の生徒たちがざわつき始めた。

「リューちゃん！」

　生徒会長が緊迫感に満ちた表情でシェンリューを呼んだ。

「お腹なか壊した生徒の様子を見に行きたいんだけど、この場を任せても大丈夫？」

「え……あ、はい」

　シェンリューは咄とつ嗟さにそう返事した。

「困ったらすぐ電話して。すぐにだよ」

　生徒会長は後ろ髪を引かれるような素振りを見せつつもステージを後にしていった。

　残された生徒たちがざわざわと話す声が聞こえる。

「悪いものって、一体何に？」「天人役が全員共通で食べたものって……？」「あ、天人役の人たち、前半出番ないからって差し入れの草餅を食べてたよ」「え、じゃあ……」

　示し合わせたかのごとく、一同の視線が鈴すず木きの持つプラスチック容器に集まる。

　ただ鈴木だけがこの状況を理解できず疑問の表情を浮かべた。

「ん、皆も丸まる井い君が作った山菜草餅が食べたいのかね？」

　丸井、またお前かー！

　おかげで天人は全滅。もはや新手のテロだ。

「おいシェンリュー、大丈夫か？」

　シェンリューの顔は先程までよりももっとひどいものになっていた。まるでこの世の終わりを見てきたみたいだ。

「天人がいなければ劇は台無し……失敗ですわ。そうなればお父様が……」

「シェンリュー、しっかりしろ！」

「っ!?」

　シェンリューがハッとして俺おれを見る。その目は不安そうに揺れていた。

「今ここで副会長であるお前が取り乱せば、みんなまで狼狽うろたえてしまう。そうなればどうすることもできずに劇は失敗する。この状況を打開するには、まずはお前がしっかりするしかないんだ」

　ここでしっかりしろ、とは我ながら自分勝手で酷なものである。

　しかし、副会長として指揮を執ってきたシェンリューなら、この状況を打破し、みんながついていこうと思える策を考えつけるかもしれない。みんなにはシェンリューが必要なんだ。

「どうするか一緒に考えよう」

　シェンリューはぎゅっと目を瞑つぶり、そして、心を決めたように見開いた。

「はい、ですわ」

　シェンリューはさっそく顎あごに手を当てて考え、一つ何か思いついたようだった。

「代役を立てるのはどうでしょう？　今出ている役人たちならば、最後にもう一度天人として出られますわ」

　シェンリューの提案に黒子の女子生徒が手を挙げる。

「けど、衣装は今もトイレで苦しんでる天人が着てるから……」

「では一応着替えを持って行って、衣装と交換できないか試みてくださいまし」

「は、はい……！」

　黒子の女子生徒が近くにある衣装を手に走っていった。

　しかし、腹痛で苦しんでいるなら着替えにも時間がかかるだろう。出番までに戻ってこられる保証はない。

「即席で衣装を作るとかはどうだ？」

「いくらなんでも時間がないよ。それに完成度だってひどいものになっちゃう……」

　衣装係の女子生徒が答えた。

「じゃあどうしたら……」

　八方塞ふさがりだ。何か打開策はないのか……！

「おい、かぐや姫と翁おきな、媼おうなの出番まであと少しだぞ」

　ステージの様子を窺うかがっていた黒子の男子生徒がそう言った。

　まずい、今すぐ何かを考えないと！

「あの、みなさん」

　みんなが難しい表情で下を向き始めた時、シェンリューの声が響いた。

「聞いてほしい案がありますの」

　シェンリューの話す案を聞いた俺おれたちは、最初は賛同することに渋った。

　しかし、彼女の熱意に負け、その方法に運を託すこととなったのだった。







　ステージが暗転し、天人が必要となる最終シーンへと舞台が作り変えられる。

　天人の衣装は間に合わなかった。つまりもうシェンリューの案を実行するしかない。

　俺はステージに入る直前、隣でガチガチに固まるシェンリューが気になった。

　彼女の手に触れると、驚いたようにこっちを見た。

「大丈夫か？」

「あ、ええ」

　俺おれは懐から中国結びを取り出して見せる。

「お前のお守り、効力ありそうだ。ここまで全然セリフを嚙かまずにこれた」

「よかったですわ。最後までその効力がもてばいいのですが……」

「シェンリュー、お前ならきっと素敵なかぐや姫になれる。それに楽しんだもん勝ちなんだろ。最後まで楽しもうぜ」

「ガオガオちゃん……」

　シェンリューも中国結びを取り出し、僅わずかに笑顔を作る。さっきとは打って変わって落ち着いているようだ。

「ええ、楽しみますわよ」

　俺たちは頷うなずき合ってステージの配置に着く。

　かぐや姫は媼おうなと一緒に家の中で、翁おきなは兵士役の生徒たちと一緒に外へ。

　月から天人がかぐや姫を迎えに来るシーンである。

　ステージの照明が点つき、ナレーションの声が響く。

『ついに訪れた満月の夜。帝みかどはかぐや姫を守るため、お爺じいさんの家に多くの兵士を向かわせました。ネズミ一匹すら入れそうにないほど完璧な守りです』

　シャン、シャンという鈴の音ねがスピーカーから聞こえ、その音は段々大きくなっていく。

　俺は当初通りのセリフを言う。

「ついに月からの使者が来たか」

　ここまでは練習通りだ。しかし、ここからは違う。

「お爺さん」

　家から出てくるかぐや姫。その姿を見て翁である俺は驚く。

「どうした、かぐや姫。どうして出てきてしまうんだい？」

「わたくしを信じてくださいますか？」

「どういう意味じゃ……？」

「わたくしはこれまで自分の気持ちを伝えようとはしませんでした。お優しいお爺さんたちに甘えてばかりいました。しかし、わたくしはこのままでは嫌なのです」

　かぐや姫……いや、シェンリューは一度客席の方をちらりと見た。

　その視線の先に誰がいるかは考えずとも分かる。彼女の両親だ。

　それから彼女は観客に正面を向いたままの姿勢で、見上げるようにして自分の想おもいを打ち明ける。

「わたくしは、昔からお父様の言うことに何でも従ってきました。お父様の言うことがすべて正しい、お父様が絶対だと思っていたのです」

　そうだ、かぐや姫もシェンリューも同じだ。親の言うことに従ってきた。

　だが、シェンリューはかぐや姫とは違う。

「しかし、ここで過ごして気付いたのです。それがすべてではない、と。ですから、わたくしは……わたくしの本当にしたいことをします。わたくしは月には帰りません。たとえお父様に逆らうことになったとしても、自分のしたいことに従いたい……ここで生きていたいんですの。この、温かい人々がいる場所で」

　それはかぐや姫の想おもいと同時に、シェンリューの想いのようだった。

　シェンリューのセリフの直後、天人の接近を告げていた鈴の音ねが止やんだ。

　しんと静まり返り、無音の時間が流れる。

　一体どうなってしまうのだろう、という緊張感が観客から伝わってきた。

　その時、沈黙を破るように、シャン、と一回大きく鈴の音が鳴り響いた。

　かと思うと、それに続く鈴の音が徐々に小さくなっていき、仕し舞まいには聞こえなくなった。

　かぐや姫は翁おきなと視線を交わす。

「帰った……のか」

　翁がそう言うと同時に、兵士たちから歓声が起こった。翁は媼おうなやかぐや姫と喜び合う。

　喜びの声がおさまってきた頃、かぐや姫が訊きいてきた。

「わたくしの気持ちが伝わったのでしょうか」

「ああ、きっとそうに違いない。お前の想いは、しっかりと伝わったはずだ」

「しかし、お爺じいさん」

　かぐや姫が遠慮がちに言う。

「本当によろしいのですか、わたくしがここにいても。お爺さんやお婆ばあさんに迷惑をかけてしまうかもしれませんよ？」

　何をバカなことを言っているんだと思った。

「それでも構わない。かぐや姫が、もう悲しまないのなら」

　終劇を告げる曲が流れ、暗転。もう一度照明が点ついた時、俺おれたちはその場で気を付けをし、観客席に向かって一礼をする。すると、観客からは拍手が巻き起こった。

　最後に出演者全員がステージに並び、観客からなかなか鳴なり止やむことのない拍手をもらう。

　シェンリューはその拍手を前に固まっていた。と思ったら、少しずつその表情が和やわらいでいき、心から嬉うれしそうな微笑ほほえみを作る。安心と喜びと達成感と色々な感情が混ざった顔だ。

　本来とは違うかぐや姫だったが、むしろ文化祭にはハッピーエンドでよかったのかもしれない。

　生徒会と文化祭実行委員会の演劇は大成功に終わったのだった。




◇◇◇




　文化祭二日目。

　一年Ｂ組は早朝から慌ただしい雰囲気に包まれていた。

　お菓子や料理の仕込みなど、クラスの出し物の準備をするのである。

　二日目にシフトが入っている俺おれも準備に入っている。うっかりハチミツを使ったお菓子に近づかないよう注意をしなければいけなくて大変だ。シフトに入っている間は常に注意が欠かせない。

　俺はウェイター衣装に着替えて教室に入る。そして、フロアとは仕切られた裏方へ行き、きびきびと動く背中に声をかけた。

「おはよう、桜さくら」

「おはようございます、ベア君。今お菓子の準備をしています。手伝ってください」

「おう」

　どうやら彼女は今クッキーの準備をしていたようで、生地の型抜きをしている最中だった。俺もその型抜きに加わる。

　二人で型抜きをしたら桜が生地をこねなおして伸ばし、そこからまた型抜きをする。

　けれど、その間も俺の目は桜に釘くぎ付づけだった。

　今日も一年Ｂ組喫茶店の衣装に身を包んだ彼女は、不思議の国から飛び出してきたお姫様のように可愛かわいらしかったのだ。

「べ、ベア君、何ジロジロ見ているのですか？」

「あっいや、何でもない」

「そうですか」

　桜は照れたように頰ほおを赤く染め、お菓子作りに戻った。

「そういえば昨日の劇、最後すごくよかったです。心温まるハッピーエンドでした」

「それをシェンリューにも伝えてやれ、きっと喜ぶから」

　──ぐしゃ

　桜が生地を潰つぶすようにしてまとめていた。

「あの人は……」

「どうしてシェンリューのことをそこまで嫌うんだ？」

「別に嫌っているわけでは……ただ、何となくベア君と一緒にいるのを見ていると……」

　口ごもる桜。次第に語尾が小さくなっていく。

「見ていると？」

　俺が顔を覗のぞき込むと、桜は生地をぎゅっと握り、こね始めた。

「何でもありません。ほら、開店までもうあまり時間がないです。準備を急ぎますよ」

「ああ、分かった」

　俺おれは静かに頷うなずいて、桜さくらがこねなおした生地からまた型抜きをした。

「天あま海み君、私に手伝えることはないかね？」

　そんな俺たちの背後から凛りんとした声で話しかけてきたのは、執事のようなウェイター衣装をシュッと着こなす男子……ではない。よく見ればそれは鈴すず木きだった。

　白のシャツにリボンタイを締め、黒いベストを着ている。さらに彼女はその上からマタギ衣装の毛皮まで羽織っていた。

「鈴木、お前は男装なのか？」

「どういうわけか、女子たちにこれを着せられてしまった。私だって可愛かわいいガールの服が着たかったぞ」

　ムスッとする鈴木の後ろの方で、鈴木の威厳ある男装に熱っぽい眼まな差ざしを向ける女子が数人見受けられた。鈴木には変わったファンがいるようである。

「その割にはしっかりいつものマタギ衣装も合わせて満足げだが？」

「この毛皮を着ていると安心するものでな」

　胸を反らし、自慢の毛皮を見せびらかす鈴木。毛皮よりもたわわに実った二つの膨らみに目がいってしまうのは健全な男子として仕方ない。

「ベア君、視線がいやらしいです」












「なっそんなことはないぞっ！」

　桜さくらには俺おれがどこを見ていたかバレバレだったようだ。否定してもジト目をやめてはくれない。

　そんなところへ、クラスメイトの女子が来て鈴すず木きに言う。

「鈴木さんは食器の準備をお願いしまーす」

「うむ、わかった」

　鈴木は桜の方をちらりと見てから、大人しく女子についていった。本当は桜と話したいんだろうが、クラス委員長として断るわけにはいかないようだ。

　鈴木の残念そうな顔は面白くて、少し笑ってしまった。

　だが、余裕な素振りを見せられたのはそこまで。

　テーブルの準備や最後の仕上げをしている内に、いよいよ開店時間となった。

「いらっしゃいませ。ようこそ、一年Ｂ組喫茶店へ」

　クラスメイトたちの元気な声が客を出迎え、忙しい一日が幕を開けた。







　朝はまばらにしか見られなかった客だが、昼に近付くにつれその数は増えていき、たちまち店は大おお賑にぎわいとなった。昼食にはまだ随分と早いし、おやつ感覚で来店してくれているのだろう。

　入れ代わり立ち代わり、生徒や一般客が店を訪れる。

「なかなかきついな……」

　俺はウェイター姿に慣れる暇もなく、注文された品を持って教室を歩き回っていた。

　食べ物類はともかく、コーヒーを二、三杯となると運ぶのにコツがいるため苦労する。

　やっと一息吐つけると思えば、お菓子を作っていた生徒から声がかかる。

「阿あ部べ君、これ持っていって！」

「わかった」

　すぐ斜め前のテーブルに運ぶものだからあまり動かなくていい。

　俺はお菓子を乗せたトレイを胸の前に持ち、運ぼうと一歩踏み出した──。

「ん……この香り……」

　──まさにその時、ふわりと甘い香りが鼻をくすぐった。

　胸いっぱいに吸い込みたくなるような魅惑的な香りだ。

　ああ、なんだか血が騒ぐ感覚がする。鼓動が速くなっていく。

「べ、ベア君……っ！」

　振り返ると、注文を裏方へ伝えようとしていた桜が立ち止まり、ぎょっとした目でこっちを見ていた。そして桜は、自分の頭を指差し、口をパクパク動かす。

　なになに、ク・マ・ミ・ミ……ク・マ・ミ・ミ……。

　──まずい、またクマ化した!!

　俺おれは慌てて頭を触る。そこには柔らかい毛に覆われた二つの感触があった。

　ということは、この甘い香りの正体は……！

　俺は持っているトレイの上に乗るお菓子を見た。それは一見普通のロールケーキのようだ。けれど、僅わずかながら間違いなくハチミツが使われている香りがする。ひょっとして、隠し味のつもりで入れたのかもしれない。

　急いで頭を隠し、周りの生徒を見る。幸い、教室内は賑にぎわっているため気付かれてはいないようである。

　急いで斜め前のテーブルにそのロールケーキを届けると、俺はトレイで頭を隠した。

「こっちへ……！」

　桜さくらも俺のピンチに素早く対応し、駆けつけてくれた。

　しかし、ここは大勢の客で賑わう喫茶店。どこに行っても隠れられる場所はない。

「ダメだ、人が多い！」

　出し物の喫茶店でクマ化という絶望的な状況に喘あえぐ俺。

　桜はそんな俺の手を引き、教室の出口を目指した。

「ひとまず廊下へ……！」

　クラスメイトたちにバレないように教室を脱出することを選んだのだろう。

　ところが、廊下はさらに人で混雑しているはずだ。一体どうするつもりなのか。

「ここに隠れましょう！」

　桜は緊張で額にハチミツの汗を浮かべつつ言った。彼女が指し示す方向には、【一年Ｃ組　迷路】の看板が。

「迷路……最適かもしれないな」

　この中に入ってしまえば、人目に付くことなくクマ化を解くことができる。

　俺は桜の誘導に従い、薄暗い迷路の中へと二人で入った。

　段ボールで作られたと思われる壁が背高くぎっしりと並んで迷路を形成している。そのせいであまり換気できてないのか空気が籠こもっているが、完成度の高さに感謝だ。これならば身を隠すには十分である。

　だが、物事はそんなに簡単にはいかない。

「どこからかクマの匂いがした気がしたのだが、気のせいだったか？」

　迷路に入って最初の角を曲がったところで、背後から鈴すず木きの声がしたのだ。

「まずい、ここで見つかれば逃げ場がない……！」

　鈴木の五感はクマのそれを超越している。このままでは容易に見つかり、銃で撃ち抜かれてしまう。

　くそ、万事休すか……っ！

「ベア君、ご自慢の鼻でゴールへと導いてください！」

　そうか、俺おれは今クマ化しているのだ。しかも、桜さくらが汗をかいていることでほとんどクマになりかけている。この鼻で外の匂いを嗅かぎ分ければ、うまく迷路を抜け出し、鈴すず木きから逃げることができるかもしれない。

　俺は急いで迷路内の空気を吸い込んだ。

　ここを通った者の匂いも感じるが、微かすかに漂ってくる新鮮な空気。

「こっちだ」

　次の角を右に、次は左に曲がって、次も左に……。

　俺たちは一心不乱に迷路を進み続け、薄暗い空間から一気に明るい場所へと抜け出る。

「ゴールだ…………なっ!?」

　しかし、ゴールから出ればそこは、生徒や一般客が往来する廊下。まだ何も解決していない。

　さらに迷路の入り口あたりには鈴木の姿が。今は偶然こっちを見ていないが、きょろきょろとクマを探している。このままではすぐに見つかってしまう。

　野生動物のクマであれば、迷路を攻略できずにすぐに入り口からまた出てくると踏んだのだろう。人間の知能があったから迷路を抜けてきたのであって、本物のクマにやらせればそうなったかもしれない。

　やはり鈴木麗れ奈なというハンターは一ひと筋すじ縄なわではいかないな。

　いや、感心している場合ではない。このままでは見つかってしまう。

　鈴木が俺の気配に気付き、振り返ろうとする。

　今度こそ絶体絶命だ!!

「ぶっ……！」

　物もの凄すごい衝撃と共に、視界が暗くなる。いや、視界が狭せばまったのだ。

　頭にはずしっとした重み。顔全体を覆う感触。

　どうやら俺は何かを被かぶせられたようである。

「うむ、やはりクマがいるように感じたのは気のせいだったか」

　鈴木は首をひねって遠ざかっていった。

　助かった……のか？　だがどうしたというんだろう。

「いや～危ないところだったね、久きゆう真まくん。迷路に入っていくのがちらっと見えたから待ち構えててよかったよ～」

「「酒さけ見み先輩！」」

　狭くなった視界の奥で、ピンク色の髪を揺らす酒見先輩の姿が見えた。だが、その恰かつ好こうは、でっぷりと膨らんだ白い腹を正面に構え、赤い鱗うろこを持った金魚の着ぐるみ姿。しかし、被かぶり物ものが無い。

　もしかして、今俺おれが被っているのって……。

　俺は自分の顔を触る要領で自分の頭にかぶさる物を触った。

　ああ、間違いない。気持ちの悪い金魚の形をしている。

　鈴すず木きに見つかりそうになる俺を酒さけ見み先輩が咄とつ嗟さの判断で隠してくれたのだろう。

　桜さくらが恐る恐る酒見先輩に訊たずねる。

「サケ……ではないですよね？」

「金魚だよ～」

　酒見先輩は声を上げて笑い、ヒレを振って廊下を進むよう促す。

「ほら、まだ安心はできないよ。早くどこかに隠れて舐なめないと」

「ありがとうございます、酒見先輩」

　俺は被り物が外れないように頭を下げた。

「いいっていいって。その代わり、あとでアタシのクラスにも来て」

「もちろんです」

　酒見先輩は満足そうな笑みになった。

「ベア君、そこの教室に隠れられそうです」

　校舎の奥の方へ進んだ桜が明るい表情で振り向き、教えてくれる。

　俺は酒見先輩に再度小さく礼をした。

「では」

「うん、クマ化が解けたらそれ返してね。あと、その頭かぶってるとすごくシュールで面白いよ」

「あんたが言いますか……」

「あははは」

　楽しそうに笑う酒見先輩をその場に残し、俺は桜のいる方へ駆け足で寄った。

　金魚の頭をしたウェイター衣装のおかしな外見は注目を集めるが、客寄せか宣伝だと思われて文化祭という場にうまく溶け込んでいるようだ。

　桜の案内に従って入ったのは、展示発表をしている教室だった。

　一応催し物をしているのだろうが、見ている生徒はおろか、受付の生徒すらいない。

　ちらりと見たが、展示内容は【日ひ夏なつ高校周辺のミツバチ分布】とある。なぜ人気がないのか不思議だ。少なくとも俺は興味津々だぞ。あとで見に来よう。

「ここならば大丈夫か」

「油断はできません。静かにお願いします」

　桜の言う通り、あまり大きな音や声を上げれば、誰か入ってくるかもしれない。

　俺と桜は手軽に身を隠せそうな展示ボードの裏に回った。

　俺おれが金魚の頭を外している間に、桜さくらはブラウスのボタンを外す。

　焦る桜の姿を見ながら、俺は思わず頰ほおを緩ゆるませた。

「どうしてにやけているのですか？　気持ち悪いです」

「いやさ、なんかこういうのも久しぶりだなって思って」

　前に桜を舐なめたのは約二ヶ月前。桜と一緒に帰った時だ。

「そう、ですね」

　桜はどこか寂しそうな面おも持もちで頷うなずく。

　廊下の方でガヤガヤと騒ぐ声が聞こえた。話している場合ではない。

「舐めるぞ？」

「……はい」

　俺は桜をできるだけ刺激しないよう、首筋を舐め上げる。

「……ん」

　桜は声が出ないよう、ぎゅっと目を瞑つぶって口を押えていた。

　しばらく桜を舐めていると、あっという間にクマ化が解けてしまった。

　もっと舐めたかったのだが、そうする理由が存在しない。

　桜はさっと乱れた服を整える。見つかってしまう危険性を考えればそれが正しいのだが、それでも、桜と離れるのは名残惜しかった。

　どうすれば、もっと桜の傍そばにいられるのだろう。どうすれば……。




◇◇◇




　昼過ぎ。

　朝からの疲れを感じ始め、お腹なかも空いてきた。

　俺が喫茶店の準備スペースで洗い終わった食器を片付けていると、一人の女子が声をかけてくる。

「阿あ部べ君。お客さんも一段落したし、自由に回ってきていいよ。天あま海みさんも」

　そう言って、調理台でお菓子を皿に乗せている桜にも目を向けた。

　俺はその女子に訊たずねる。

「昼時でまだまだ客足が途絶えなさそうだが大丈夫か？」

「うん、もう十分に働いてもらったしね」

「そうか、ありがとな」

　やっと巡ってきた好機に興奮しつつ、俺は桜を見た。

　確認の意味で頷くと、桜は今取り掛かっていた作業だけ終わらせて駆け寄ってきた。

「桜、行こうか？」

「はい」

　俺おれたちは文化祭Ｔシャツに下は制服という格好に着替えた。

　だが桜さくらの髪型はツーサイドアップのままだった。

　Ｔシャツでもツーサイドアップはよく似合うなぁ。

「さあ、行きましょう」

　思わず見とれてしまっていた俺に桜がそう言い、いよいよ出発だ。

　まずは楓かえでのクラスに行くことにした。一年Ａ組はお化け屋敷をやっていて、桜は最初入るのを躊躇ためらっていたのだが、楓の押しに負けたのか、渋々中に入ることを決めた。

　お化け屋敷といっても正直期待はしていなかったのだが、中の造りは結構本格的で、お化け役の特殊メイクも凝っている。

　入り口であれだけ渋っていた桜だが、中に入ってみると俺よりも冷静で、ひょいひょいと奥へと進んでいってしまう。そして、あっという間にゴールに到着した。

　桜にすごいなと言おうとしたところで、彼女が余裕そうな顔をしつつも少し震えていることに気が付いた。どうやら本当はかなり怖かったらしい。

　彼女のそんなところも可愛かわいいなと思い、図らずも笑みが漏もれてしまった。

　バカにされたと勘違いした桜に怒られたが、なんだかそんなやり取りも楽しくて仕方なかった。

　次に俺たちは、酒さけ見み先輩のクラスを訪れた。

　先輩のクラスの出し物は金魚掬すくいだった。といっても、子供用プールに浮かべたおもちゃの金魚をポイで掬うというものだ。

　楽しそうだったので、俺と桜もいざやってみようと思ったところで、ハイテンションになった酒見先輩が着ぐるみのまま子供用プールに飛び込もうとし始めた。

　こんなところでサケ化しては大変だと思い、俺と桜は必死に先輩を止める。荒れ狂う巨大金魚を押さえる俺たちは相当変な人に見えたことだろう。

　金魚掬いはし損ねたが、これはこれで楽しい思い出ができた。

　それからクマ討とう伐ばつ隊の出し物を見に行く。

「へえ、クマ討伐隊は射的になったのか。意外にもまともだな」

　ベニヤ板を張り合わせて作った台に、イノシシ、シカ、タヌキ、キツネ、クマといった的が十個ほど置いてある。実に縁日らしい出し物だ。

　景品は何だろうと受付の奥を覗のぞくと、ツインテールでハッピ姿の少女が銃にせっせと弾を詰めていた。

　少女は俺たちに気が付き、パッと顔を輝かせる。

「お兄さま！　……と、天あま海み桜。来たんですね」

「来てはいけませんでしたか？」

　相変わらず険悪なムード。

　九ここ舞まは銃を受付台に置き、体を大きく見せるように腕を組んだ。

「ふん、ですが今日は大人しくしておいてあげます。二人分でいいですね」

　そう言ってノートを開くと、そこにはたくさんの正の字が。九舞は書きかけの正の字に二画足した。

　妹の予想外の態度に俺おれは嬉うれしい気持ちになった。

「えらいぞ、九舞」

「えへへ～」

　頭を撫なでると、九舞は嬉しそうに身を捩よじった。

　すっかり気をよくした九舞は銃を片手に、射的のルール説明をし始める。

「このおもちゃの銃を使って、あの動物の的を撃つんです。本当は本物の銃で申請しようとしたんですが、さすがに許可が下りなかったのでこれで我慢してください」

「よく本物の銃で申請しようと思ったな……」

　これでも麗れ奈な師匠は最後まで抗議したんですよ、と九舞は口を尖とがらせる。

　あの鈴すず木きならやりかねない。俺は手渡された銃が本物でないことに小さく安あん堵どした。

　それから九舞にやり方を教えてもらい、俺は数発撃ってみる。

　五メートルほど先の的によく狙いを定めて撃ったつもりが、

「あ～思いのほか難しいものだな」

　俺の弾は的を射抜くどころか、掠かすりもしなかった。

　一方、意外な才能を見せたのは桜さくらだ。

　僅わずか二発目にしてコツを摑つかんだようで、次々に的を倒していく。

「すごいな、桜」

「そ、それほどでもないです」

「いえ、これはなかなかのものですよ。敵ながらあっぱれってやつです」

　九舞もその腕には感心しきりのようだ。

　仕し舞まいにはクマ討とう伐ばつ隊に興味はないかと誘ったほどである。ついさっきまであれだけ仲が悪かった二人だが、意外なことで友人のように話せるようになっていた。

　結局、桜はイノシシ二匹とシカ一匹を、俺はキツネ一匹をやっとのことで倒した。

　九舞は受付台に銃を戻すと、腕いっぱいに何かを抱えて戻ってきた。

「そんなお二人に景品です」

　俺にはラッピングされた袋が、桜には何かを包んだ葉の塊が渡された。

「俺のは飴あめか」

　数種類の味が入っていたが、カエルにバッタにミミズと、どれも味わいたくないものばかり。てか、どこで手に入れたんだよこんな飴。

　俺おれは見なかったことにしてポケットにそっと袋を封印した。

「私のは……何ですか？」

　桜さくらは訝いぶかしげに葉の塊を持って訊たずねた。恐る恐る開けて中を見てみると、茶色くて硬そうな塊が出現。

「シカ肉を加工した携帯食です。すごく美お味いしいんですよ」

　にこっと笑顔で答える九ここ舞まに、桜はシカ肉の携帯食をスッと差し出す。

「返品でお願いします」

　景品ですからと押し返す九舞。桜はさらに押し返す。

　そんなやり取りが続いたのち、結局折れたのは桜だった。手に収まりきらない大きさのそれを桜は受け取ることとなった。

　その後もいくつかの出し物や出店を回ったが、桜は文化祭が終わるまで至極嫌そうな顔をしながら持ち歩いていたのだった。

　さて、楽しい時間はあっという間に過ぎ、文化祭も終わりの時間を迎えた。
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　体育館で閉会宣言をした後、グラウンドでいよいよひな高祭最後のイベント、後夜祭が催される。












　俺おれはグラウンドの中央で実行委員会の仕事をしていた。

　後夜祭ではかなり大掛かりなキャンプファイヤーが行われる。今はその点火の準備をしていた。隣にはシェンリューがいて、軽い足取りで組まれた薪たきぎに異常がないか点検している。

「いよいよ終わりですわね」

　手元のクリップボードから顔を上げ、シェンリューは微笑する。

　その視線は、かぐや姫の劇をした体育館へと向けられていた。

「ああ、この二ヶ月間大変だったな」

「ですが、すごく楽しかったですわ」

「なら大成功だ」

　この二ヶ月間は本当に色々なことがあった。

　特にひな高祭をただ完璧に成功させることだけに拘こだわっていたシェンリュー。あの頑かたくなな態度はもうどこにもない。今を楽しもうという気持ちだけがそこにはあるようだ。

「劇の後、親は大丈夫だったか？」

　唯一、俺が心配していたのは劇のことだった。

　アドリブで劇を終えただけでなく、演技とはいえ意味深な発言を両親に投げかけたのだ。どんな反応をされたのだろう。

　シェンリューは目をこちらへ向け、少し眉尻を下げた。

「あれは何だ、と怒られましたわ」

　……やっぱり。

　そうだよな。娘に突然あんなことを言われて、怒らない親はいないよな。

　だが、怒られた割にシェンリューの口ぶりはやけに軽かった。

「しかし、わたくしのやりたいこと、進みたい道を優先させていいということも言ってくださいましたの。これからはもう少し、完璧にするよりも楽しむことに重きを置けたらと思いますわ」

「それはよかった」

　すっかり晴々した顔をしているシェンリュー。

　自分の本心を伝えることができて、今はすっきりしているようだ。

　俺はシェンリューと視線を交わし、互いに笑う。

「ガオガオちゃん。この二ヶ月間、お疲れ様でした」

「そっちこそお疲れ様」

　実行委員として、そして友達として、シェンリューと共に文化祭を作り上げることができてよかった。心からそう思う。

　それから俺おれたちは点火の準備をそそくさと済ませ、最後のチェックも終えた。

　ほっと息を吐はくシェンリュー。するとその隣にいつの間にか、銀色ロングヘアの少女が立っていた。

「あの、シェンリューさん」

「あら桜さくらさん、どうしましたの？」

　桜は先程までとは違い、髪をおろして制服を着ている。おそらく後夜祭の前に着替えたのだろう。

「……」

　シェンリューに訊たずねられ桜はしばらく黙ってしまった。そして何回か呼吸を挟んだ後、大きく息を吸って口を開く。

「劇の最後、とても良かったです」

　予想していなかった一言。

　俺がシェンリューに伝えろと言った時には渋っていたのに。

　シェンリューは驚いたように目を見開くと、少し間を置いた後に言葉を発する。

「ありがとうございます、ですわ」

　多少たどたどしい謝辞だが、桜はそれでも嬉うれしかったようだ。

　シェンリューの表情を見て、強こわ張ばっていた顔がようやく緩ゆるんできた。

「そうですわ」

　唐突にシェンリューが両手の平を打ち、スカートのポケットを探り始める。

　ポケットから出された手には黄色い紐ひもを編んで作られた見覚えのあるものが。

　それをシェンリューは桜に差し出す。

「はい、受け取ってくださいまし」

「これは？」

　桜は両手で受け取りつつ訊ねた。

「中国結びというお守りですの。わたくしと、ガオガオちゃんとお揃そろいなんですわよ」

　シェンリューは自分の中国結びを見せた。俺もポケットに入れていた自分のを桜に見せる。

　桜は俺の方をちらりと見て、シェンリューに目を遣やり、自分の中国結びを見た。

　何やら考え込んでいるようである。

「どうして、私なんかに？」

「わたくし、桜さんとは仲良くなりたいと思っていたんですわ。どこかわたくしたちって似ていると思いますし」

「シェンリューさん……」

　似た者同士。そうかもしれない。

　桜さくらとシェンリューはお互いちょっと頑固なところがあるけど、俺おれがクマ化やパンダ化した時に自分のことなんかお構いなしで助けてくれるなど、相手のことを自分よりも考える優しい心を持っている。

　黄色い紐ひもに沿って指を動かすと、桜はそっと中国結びを握り締める。

「ありがとうございます。改めて、よろしくお願いします」

　シェンリューは手を差し出した。桜は中国結びを持っていない方の手で彼女の手を取る。

　出会った当初はどうなるかと思ったが、良かった。

　桜にまた新しい友達ができたのだ。

　長い握手が終わった後、シェンリューはクリップボードを小脇に抱え、身を翻ひるがえした。

「さて、と。お二人の邪魔をしては申し訳ないですし、わたくしは生徒会の方へ行きますわ。それでは」

　やはり軽い足取りで、生徒会長のいる方へ歩いていく。

　桜はシェンリューの言葉に戸惑いつつも、中国結びを握り締めたまま彼女の背中を笑顔で見送った。

　その横には入れ替わりで俺たちの方へやってくる影がある。

「やっぱり文化祭もただでは終わらなかったね～」

「酒さけ見み先輩、今日は本当に助かりました。それに助言ありがとうございます」

「うふふ、どういたしまして」

　酒見先輩からの助言──ひな高祭で桜と一緒に過ごす時間を作りなさい、というのは、本当に何でも解決してくれたような気がした。

「そうだ、今度温水プール行こうよ」

　俺に対する先輩の提案に、桜の表情がパッと変わる。敵を見るかのような鋭い眼光だ。

　けれど先輩は、桜の様子なんてお構いなしにゆるりと言葉を続けた。

「もちろんみんなでね」

　右目をぱちりと閉じる先輩。桜は途端に表情を和やわらげ、同調した。

「いいですね、行きましょう。それまでにサケ化をどうにかしなくてはいけませんが」

「あはは、そうだね。また特訓に付き合ってもらおうかな」

「いいですよ。何度でも付き合います」

「ありがとう桜ちゃん」

　快諾する桜に酒見先輩はにこりと微笑ほほえむ。

　そして、桃色の髪をなびかせ後ろを振り返った。

　盛り上がる生徒たち。その中に先輩の名前を呼んで手を振る女子生徒がいた。

「お、そろそろクラスの方に戻るよ。またね～」

「はい、また」「それでは」

　酒さけ見み先輩と別れた俺おれたち。

　そろそろキャンプファイヤーが始まろうとしている。俺たちは二人でグラウンドの端に移動した。

　さっきまで俺たちがいたグラウンド中央では、生徒会長が組まれた薪たきぎに松明たいまつの火を当てていた。

「お、火がついたみたいだな」

「綺き麗れいですね」

　大きく上がる火柱。

　遠巻きにそれを眺めていた生徒たちが歓声を上げ、ぞろぞろと火に近付いていく。

　それと同時に、スピーカーからフォークダンスの定番曲が流れ始めた。

　今日ばかりは文化祭で温まったテンションそのままに、それぞれ友達や異性の手を取り、リズムに合わせて踊り始める。

　俺と桜さくらの間には微妙な雰囲気が流れた。

　桜の手は二十センチもしないところにある。手を伸ばせば、すぐ繫つなぐことができる距離。

　桜も桜でこちらをちらっと見て、俯うつむき黙り込んでしまう。

　炎の光に照らされ、桜の横顔が長い睫まつ毛げの一本一本までよく見えた。白い肌は薄うつすら橙だいだい色いろに染まっている。

　……ダンスでも踊ろうか。

　そう誘おうと口を開いた時だった。

「クマぁさぁあああん！」

「うおぉなんだ!?」

「一緒に踊りましょ！」

「は、え、ちょっと待ておい」

　突とつ如じよ背後からツインテールの元気な少女が現れ、俺に腕を絡ませてきた。

　このメイプルシロップの香りは楓かえでのものだ。汗をほとんど流しきっているようで薄いが、微かすかな甘い香りが感じ取れた。恐らく、これくらいならばシロクマ化しないだろう。

　楓は狼狽うろたえる俺を引っ張って、炎の近くまで連れてきた。

　キャンプファイヤーに近付くと音楽はさらに大きく聞こえた。

「俺は踊りなんてまともに踊ったことないぞ」

「あたしが教えてあげるから」

　楓はこうやって、こうやってと言いながら、ステップを踏む。

　だが俺は、リズムに合わせるどころかついていくのがやっと。楓に完全に振り回されていた。

　ふさふさと揺れるライトブラウンのツインテール。思ったよりも楓との距離が近く、少しドキッとしてしまったが、しばらくすると楽しくなっていた。

「そうそう、いい感じ」

　自己流のアレンジを加えつつ、楓かえではなぜか中央から遠ざかっていく。

　楓に合わせて踊っている内に、俺おれたちは元いた場所まで戻ってきていたようだ。

　楓はくるりと一回転して桜さくらを指し示す。

「さあ、次はお姉ちゃんとだよ」

「は？」

　俺は思わず間抜けな声を上げてしまう。

　桜は瞬時に目を細めた。

「私じゃ不満ですか？」

「そ、そうじゃないが」

　フォークダンスというのはずっと手を繫つないでいる。

　もし桜と踊ることになったら、て、手汗が吹き出てしまうかもしれない。

　それに楓と踊って分かったが、意外と距離が近いんだ。

　桜と至近距離で踊るなんて……。

　俺が悶もん々もんと考えているうちに、桜は完全に気を悪くしたようだ。勝手に俺の手を引いて炎の近くに出ていってしまった。

　そこからは恥ずかしさであまり覚えていない。

　桜にリードされるままステップを踏み、音楽に合わせてくるりと回る。

　けれども桜は、楓とは違って驚くほど運動音痴だ。ダンスの所々で俺の足を踏んできた。

　結構痛かったのだが、それは間違っても桜には内緒だ。

　桜との距離感に胸が高鳴り、手汗は洪水状態になる。

　だが、それは桜も一緒だった。

　合わせる手から伝わる桜の熱。じっとりと混ざり合う互いの汗に、ほのかに漂う甘い香り。

　桜の顔は燃え上がる炎よりも赤く染まっていた。

「ベア君、このまま続けたらクマ化してしまうかもしれません……」

　そうだ。汗をかいたせいか、先ほどからハチミツの甘い香りが鼻を刺激している。

　このまま踊り続ければ、後夜祭会場のど真ん中でクマ化してしまう。

「抜けようか？」

　桜はこくりと頷うなずいた。

　俺たちはグラウンドから静かに抜け出し、いつもの屋上へとやってきた。

　ここならば人ひと気けがなく、キャンプファイヤーもよく見える。音楽も遠くに聞こえていた。

「ふぅ、火暑かったな」

「そ、そうですね」

　桜さくらは火ほ照てった顔を冷やすように手をパタパタとさせた。

　人ひと気けのない空間に二人きりの状況。俺おれはむしろ、さらに汗をかきそうだった。

　後夜祭はさらに盛り上がりを見せ、ついにクライマックス。

　ヒュルルルルルという細い音が聞こえたと思ったら、大きな音を立てて花火が打ち上がった。

　中心は白、外側は赤い火花が散っている。

「綺き麗れいだな」

「はい」

　ドン、と腹に響き渡る花火の音と同時に、隣の桜の顔を覗のぞき見た。

　花火に照らされて、暗がりに彼女の顔がポッと浮かび上がる。

「桜」

　また闇に包まれる屋上。その中でも、桜がこっちを向いたのが分かった。

　俺はこの二ヶ月間ずっと抱いていた想おもいを吐はき出す。

「この二ヶ月間、お前とはなかなか一緒にいられず……何というか、苦しかった。もうこんな思いは嫌だと思った。うまく言葉にできないんだが、何が何でも離れたくないと思ったんだ」

　自分の感情なのにうまく表現できない。すべてを桜に伝えられない。そんなもどかしさを抱きつつも言葉を紡いだ。

　すると、いつぞや、夕焼けの堤防道で彼女に言ったセリフのようになってしまった。

　桜は薄うつすら笑みを浮かべて訊たずねる。

「それって、私のハチミツに対してではないですよね？」

「こ、今度は違う。正真正銘、お前に対して思ったことだ」

　ちゃんと言おう。はっきり伝えるんだ。自分の気持ちを。

　俺はこれまでにないほど速く打つ脈と小刻みに震える唇に鞭むちを打って口を動かす。

「桜、お前のことが好きだ。これからは、ずっと一緒にいて欲しい」

　花火が鳴り、桜の顔が照らされた。きらりと銀色の髪が輝く。

　彼女は幸せそうな笑みで目の端に涙を浮かべて答えた。




「はい、久きゆう真ま君」










　文化祭から数日が経過し、すっかり普段の学校生活へと戻った。

　十一月も中旬に差し掛かり、朝の空気が冷たい。

　俺おれが身震いをしながら教室に入ろうとすると、凛りんとした声がすぐ後ろで響いた。

「阿あ部べ君、聞いたぞ。君の正体を」

　自信に満ちあふれた口調。見なくても誰だか分かる。

　振り返れば、鈴すず木きが腰に手を当て、仁王立ちをしていた。めずらしく真剣な表情だ。

　君の正体。そう言われて思い当たる節ふしは一つしかない。

　まさか俺の秘密がバレてしまったのか……！

　よりにもよって、一番知られたくない相手に知られてしまうとは。

「な、何のことだ……っ!?」

　緊張に喉のどが渇く。俺は思わずごくりと唾を飲み込んだ。

　長くしなやかな黒髪を揺らし、鈴木はゆっくりと口を開く。

「佐さ東とう君から聞いたぞ。君はクマを呼び出すことができるクマ乞ごい師なのだな。どうしてもっと早く言ってくれなかった！」

　そっちの話か！　正体というからてっきりクマであることがバレたのかと慌ててしまった。というか、誰にも話さないと言っていた佐東だったが、鈴木に話してしまったのか。よりにもよって鈴木に……。

　鈴木は目を輝かせ、グッと距離を詰めて両腕を大きく広げた。

「阿部君、私と──結婚を前提に結婚して欲しい！」

「それただの結婚だろうが！」

「何か問題かね？」

「問題まみれだ！」

　一体何を言い出すのかと声を荒らげれば、鈴木はキョトンとした顔でこちらを見ている。

　それどころか、何が問題なのかと顎あごに手を当て、考え始めた。

　まったく、鈴木はどこまでいっても鈴木だな。

　ブツブツと自問自答をする鈴木の脇をすり抜け、俺は教室へと入っていった。

　教室にはもうほとんどの生徒が登校してきているようだ。早くも朝の部活を終えて戻ってきている生徒も何人かいる。

　俺は自分の席へ行き、鞄かばんを置いた。

　朝から無駄に気力と体力を使ってしまった。とりあえず座って一息吐つこう。

　俺は椅子を引いて腰を下ろそうとする。

　しかし、俺おれを落ち着かせてくれないやつが現れた。

「クマさん、またクッキーを焼いてきたの！　食べて～！」

　当然のように登場して教室に入ってきたのは、ライトブラウンの髪をツインテールに結んだ少女。言うまでもなく楓かえでである。

　楓は教室に行く前に寄ったらしく、鞄かばんを肩にかけている。そこからゴソゴソと取り出したのは両手に収まるサイズの缶だ。手渡され、開けてみると、中にはぎっしりとクッキーが詰まっていた。

　俺は美お味いしそうなクマ形のクッキーを前に長いため息を吐つき、楓をジロリと睨にらむ。

「もはやおなじみとなってきたが、蜜入りだろ？」

「ぎくっ」

　予想通りの反応だ。高い位置で結ったツインテールが体に合わせてぴょんと跳ねた。

「分かりやすいやつだ」

　とはいえ、楓の手作り菓子が絶品なことはもう知っている。缶の蓋ふたを閉じ、俺は素直に礼を述べた。

　するとすかさず楓が「モフモフ……」と口にする。

　このクマニアは性しよう懲こりもなく俺のクマ化を狙っているのだ。

　俺はその頭を少し乱暴に撫なでた。

「またあとで食べてね～」

　来たばかりだというのに、楓はすぐ教室から出ていってしまった。

　慌ただしい背中を見送っていると、楓は廊下の真ん中で振り返り、ぶんぶんと手を振った。

　同じ顔をした少女とはまったく異なる表情。

　缶の中のクッキーの味を想像しながら、俺は小さく手を振り返した。

　慌ただしいのは俺も同じかもしれない。朝も早くから鈴すず木きに驚かされ、楓に呆あきれて。もうこれ以上、厄やつ介かい事は勘弁してほし……。

「あ、ガオガオちゃんいましたわ」

　息を吐はく間もなく、声をかけられる。しかも、この独特の呼び方。

　教室の入り口を見れば、金髪お団子ヘアの綺き麗れいな少女が立っていた。こちらは楓と違って、他のクラスにずかずかと入ってきたりはしないようだ。

　俺は楓にもらった缶を鞄に入れ、入り口へと向かう。

「シェンリュー、何か用事か？」

「はいこれ」

　シェンリューは俺の手に紐ひもを編んで作られた中国結びを置いた。この前貰もらったのは赤い紐のみでできていたが、今度のはキラキラと金色の糸が編み込んであるようだ。

「これは、新しい中国結びか？　今回は金の糸も使ったんだな」

「はい、これはわたくしの髪ですの」

　あまりに常軌を逸した発言に、クラスメイトの何人かが反応していた。

　変な誤解をされたようで、こそこそと話をしながら俺おれから距離を取っていく。

　俺はあらぬ疑いを解こうと、シェンリューに髪をいれた理由を聞いた。

　きっと凄すさまじい効力があるに違いない！　と思ったのだが。

「やはり想おもいを込めるならわたくしの一部もいれた方がいいと思いまして」

「お前はそっち方面に伸びるのか！　ヤンデレ方面で伸びる気か！」

「はて、何のことですの？」

　ヤンデレ？　意味が分かりませんわと首を傾かしげるシェンリュー。

　まったく、シェンリューといい鈴すず木きといい、本人には悪意がないから余計に悪い。

「ともかく、これは返却だ。せっかく作ってくれて申し訳ないが」

「ガオガオちゃん意地悪ですわ……」

　俺が中国結びを押し返すと、シェンリューは頰ほおを膨らませ、いじけたようにその場を後にした。

　さて、ここまで騒いでおいて来ないわけがないと思っていたが……。

「久きゆう真ま君……えらく楽しそうですね」

　不機嫌そうな声。気がつくと、桜さくらが教室の入り口前に立っていた。

　どうやら廊下で唸うなっていた鈴木に話を聞いていたようで、今自分の席に戻ってきたところらしい。

「おおーっと、本妻がお怒りだぜ阿あ部べさんよぉ！」

「河こう野の、お前は黙ってろ」

　いつの間にか隣にいた河野がニヤニヤしながら茶ちや化かしてきた。

　こいつの発言はいつも誤解を生む。本妻がいるということは、他にも女性がいるということで……。

　ああ、やっぱり。桜が河野の言葉に反応して、眉み間けんに皺しわを寄せた。

　河野は火種を生むだけ生んで、げらげら笑いながら早々にその場から逃げていく。

　河野め、あとで覚えてろよ……！

　俺は桜の感情をなだめるため、慌てて口を開いた。

「桜、これは違うんだ。俺はちゃんとお前だけを……」

「お、お前だけを、何ですか？」

　桜は目を瞬またたかせて、頰をほのかに染める。

「いや、この続きはここでは……って桜、ひょっとして汗かいてないか？」

　驚いて桜を見ると、その額がキラリと輝いているのが見て取れた。

「きゅ、久きゆう真ま君……！」

「言わなくても分かってる」

　桜さくらのハチミツの香りをしっかりと吸い込んでしまった。今俺おれの頭にはクマの耳が生えていることだろう。俺は急いで頭を手で隠して訊たずねる。

「一緒に教室抜けてくれるか？」

「もちろんです」

　こっそり教室から廊下に出て、桜と並んで歩く。それだけで甘い香りが鼻の奥深くをくすぐった。

　香りを強く感じると同時に、全身を駆け抜ける血液が熱くなる。いよいよクマ化が進行しだしたのだ。

「まずい……！　桜、急ぐぞ！」

「は、はい！」

　俺は片手で頭を押さえ、桜の手を引いて屋上へと避難した。

　外に出ると風が冷たく、校内との気温差に俺はまた身震いをする。それは桜も同じようで、俺たちは風を避けるように塔屋の陰に身を隠した。

「さあ、舐なめようか！」

　俺は期待に胸を膨らませた。壁に身を寄せる桜はゆっくりとリボンを取り、ブラウスのボタンを外していく。次第に露あらわとなる白い肌。その上に輝く黄金の液体に俺は喉のどを鳴らした。

「……どうぞ」

　ボタンを二番目まで外すと、桜は顔を紅潮させ、襟をぐっと開く。

　俺は腰に手を回し、桜の身体を自分に近づけた。そして、唇を首筋に這はわせる。

「……ふにゅっ……」

　桜は身体を捩よじらせ、微かすかに声を上げた。

　口の中に広がるねっとりとした甘み。前に舐めた時より少し糖度が増したように感じる。

　夏くらいに何となく気付いていたことだが、桜のハチミツは季節に合わせて変化しているのだ。冬のハチミツのしつこいまでの粘り気が癖になりそうである。もっと、もっと舐めたい……！

「あの、久真君……ん。寒くて、ハチミツが出なくなってしまいます。温めてください」

「わかった……！」

　恥ずかしそうにこちらを見る桜。

　確かに外は寒い。これではせっかくのハチミツも硬くなってしまう。

　だが、温めると言ってもどうすれば……。

　俺は迷いながらも桜の背中に手を回した。銀色の細い髪が腕に触れる。柔らかな膨らみが身体に当たり、俺おれの心臓は激しく暴れ出した。

「こ、こうか」

「温かいです」

　桜さくらはごく自然に俺の胸に頭を埋うずめた。

　今まで散々触れてきたはずなのに、舐なめる以外の行為となると途端に恥ずかしくなってしまう。

　ああ、心臓の音がうるさい。これじゃ桜に聞こえてしまいそうだ。

　俺は自分の手が黒い剛ごう毛もうに覆われているのに気がついた。

　桜の蜜の香りもどんどん濃くなってきているのだ。

「ベア君、唇も……温めてほしいです」

　不意に桜が上を向いて、小さくねだる。アクアマリンの瞳が甘えるように俺を見上げていた。

「おう……」

　俺は桜の両肩に手を置いた。女の子らしい丸みを帯びた肩。視線はすっと唇に吸い寄せられる。

　温めるって、こういう意味でいいんだよな？

　躊躇ためらっていると、桜がそっと瞼まぶたを下ろした。長いまつ毛が頰ほおに影をつくる。

　それを合図に、俺はぎこちなく首を傾け、桜の小さな唇に顔を近づけた──、

「や、やっぱり唇はまた今度でお願いします！　じゅ、十分汗はかけたので、早く舐めてください」

　──が、阻止されてしまった。

　桜は閉じていたはずの目を大きく開いて、鎖さ骨こつ付近を舐めるよう促す。よほど緊張していたのか、そこにはたっぷりと黄金色の蜜が乗っかっていた。

「わ、わかった！」

　俺は桜と蜜に逆らうことができず、唇から照準をずらし、また甘い蜜をすすった。

　舌の上で味わうと、先ほどよりもハチミツが柔らかくなっている気がする。

「ん……あぅ」

　くすぐったそうに声をもらす桜。

　とろんとした瞳はまだもの欲しげに揺れている。桜も、もっと、もっとと求めている。

　俺はハチミツよりもさらに甘いものを求めて、首筋から唇を離し、

「ん……っ!?」

　彼女の唇にそっと自分のを重ねた。

　柔らかい感触。ふっくらとして、温かい。

　そして、どこか懐かしい。甘い唇だ。

　桜さくらは突然のキスにとても驚いていた。

　俺おれはハチミツを摂取しすぎたせいで、ほとんどクマ化してしまっていた。当然、鼻先を押しつけるような、みっともないキスになってしまう。

　それでも桜は嬉うれしそうに、優しく目を細めた。

　そして、唇が離れた時には互いに笑い合っていた。

　短い口づけ。だが、どんなハチミツよりも甘く、温かい桜を感じた時間だった。




◇◇◇




　放課後、俺と桜は夕暮れの堤防道を帰っていた。頭上にはちらほらと星が見える。

　桜は時折空を指差し、とりとめもないことを話し出した。

　あの星はどの星座だとか、そろそろ獅し子し座ざ流星群が見える頃だとか。

　早口でまくしたてる耳先が少し赤いのは、まだ照れているからかもしれない。

　俺は桜に歩調を合わせ、その横顔をじっと眺めた。

　互いが互いを必要とする協力関係。俺と桜はこれまでと何も変わっていない。

　何も変わってはないのだが……。

「きゅ、久きゆう真ま君」












　俺おれは右手を桜さくらの左手に合わせた。そして小さな手の平に指を絡ませる。

　人目につく所とあって慌てる桜。だが、しばらくすると諦めたように手を握り返す。

　ハチミツの汗をかいたり、クマ化したりすればお互い助け合う。

　昼食時は屋上で二人きりで過ごし、放課後は一緒に帰る。

　決して俺たちの生活に大きな変化があったわけではない。

　けれど確かに変化はあった。

　落ち着くハチミツの香りと桜の体温。

　それを感じながら、俺たちはふたり手を繫つないで帰るのだった。






あとがき






　こんにちは、烏からす川がわさいかです。

　さっそくで申し訳ございませんが、制作秘話から失礼させていただきます。

　私は大学時代、第二外国語として中国語を習っておりました。そのため、今作でシェンリューという中国人ハーフの女の子を出すにあたり、「お、ついに中国語の知識を生かす時がきたか！」と大いに張り切りました。

　しかし、いざ書こうとしてみれば中国語を出す場面はなく、さらにはしばらく勉強をしていなかったせいで中国語があまりできなくなっておりました。せっかくカッコいいところをお見せしてドヤ顔しようと思っていたのですが残念です。

　また、今作では文化祭や演劇がウェイトを占めるお話となりました。実をいうと学生時代より演劇の出てくる話は書いてみたいと思っており、また演劇部の友人に何度か取材をしたことがあるので、それが少しでも生かされているのではないかと思います。

　ハチミツ少女と過ごす文化祭はこんななのかな、なんて思いながら読んでいただけたら幸いです。







　さて、実を申し上げますと、この「くずクマさんとハチミツＪＫ」は今回の第三巻をもって幕引きとなります。

　「女の子の汗って、きっと甘いよね。舐なめたいよね。」といった思いから始まったこの作品、少しでも読者の皆様にその思いが伝わったのであればこれほど嬉うれしいことはありません。また、久きゆう真まくんと桜さくらちゃんのこれからがどうなるのか。そんなことまで想像していただけたなら、クマ化するほど興奮するでしょう。その他にも、この作品がきっかけでハチミツやクマ、さらにはマタギに興味をもってくださったなんてことがあればそれもまた本望です。

　皆様の応援と妄想力が私にハチミツ少女を書く力を与えてくれました。そして、これからも甘くて可愛かわいい女の子を書く力を与えてくれることでしょう！







　ここからは謝辞を。

　まずは担当編集様、主に締め切りの面で今回も多大なるご迷惑をおかけしてしまいました。しかし、修羅場の状況でも丁寧なご意見をくださったおかげで、桜ちゃんたちの可愛さが何倍にも膨れ上がったと思います。ありがとうございました！

　そしてイラストのシロガネヒナ様、同じくスケジュールの面でかなりのご迷惑をおかけしてしまい申し訳ございませんでした！　しかし、大変な状況にもかかわらず、とても可愛かわいく銀髪少女──桜さくらちゃんを描いていただき心より感謝致します。特に表紙絵を見た時は、一人パソコン画面の前で萌えの奇声を上げてしまいました。シロガネヒナ様のいらっしゃる方角へは足を向けて眠れません。本当にありがとうございました。

　その他、この本を刊行するにあたり尽力してくださった皆様、心より感謝申し上げます。

　最後になりますが、この本を手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございます！　今後もハチミツやクマを見た時に、一瞬でもこの作品のことを思い出していただけたら幸いです。

　これからもどうか、烏からす川がわさいかをよろしくお願いします。









　著者

　烏川さいか（からすがわ・さいか）

　　第12回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて優秀賞を受賞。宮崎県在住。

　　趣味は喫茶店巡りと御朱印集め。蜜の汗をかく女の子が働く喫茶店を見つけた、と思いきやただの幸せな夢でした。

　　心がほんわかするような変態作品を目指した三作目です。よろしくお願いします。
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